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non-tcp
IPヘッダー圧縮（IPHC）プロファイル内で非 Transmission Control Protocol（非 TCP）ヘッダー
圧縮を有効にするには、IPHCプロファイルコンフィギュレーションモードで non-tcpコマン
ドを使用します。IPHCプロファイル内で非 TCPヘッダー圧縮を無効にするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

non-tcp
no non-tcp

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 非 TCPヘッダー圧縮は有効になっています。

コマンドモード
IPHCプロファイルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(9)T

使用上のガイドライン IPHCプロファイルでの使用目的

non-tcpコマンドは、IPHCプロファイルの一部として使用することを目的としています。IPHC
プロファイルは、ネットワーク上でヘッダー圧縮を有効にして設定するために使用されます。

IPHCプロファイルを使用したヘッダー圧縮の設定の詳細については、『Cisco IOS Quality of
Service Solutions Configuration Guide』、Release 12.4Tの「Header Compression」モジュールと
「Configuring Header Compression Using IPHC Profiles」モジュールを参照してください。

例 次に、profile2という名前の IPHCプロファイルを設定する例を示します。この例で
は、非 TCPヘッダー圧縮が設定されます。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# iphc-profile profile2 ietf
Router(config-iphcp)# non-tcp
Router(config-iphcp)# end

関連コマンド 説明コマンド

IPHCプロファイルを作成します。iphc-profile
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non-tcp contexts
非 Transmission Control Protocol（TCP）ヘッダー圧縮に使用できるコンテキストの数を設定す
るには、IPHCプロファイルコンフィギュレーションモードで non-tcpcontextsコマンドを使
用します。以前に設定したコンテキストの数を削除するには、このコマンドの no形式を使用
します。

non-tcp contexts {absolute number-of-connections|kbps-per-context kbps}
no non-tcp contexts

構文の説明 圧縮された非TCPコンテキストの最大数が、固定（絶対）数に基づくこ
とを示します。

absolute

非 TCP接続の数です。範囲は 1～ 1000です。number-of-connections

圧縮された非TCPコンテキストの最大数が、使用可能な帯域幅に基づく
ことを示します。

kbps-per-context

各コンテキストに許可する kbps数です。範囲は 1～ 100です。kbps

コマンドデフォルト non-tcpcontextsコマンドは、帯域幅に基づいてコンテキストの数を計算し、コンテキストごと
に 4 kbpsを割り当てます。

コマンドモード
IPHCプロファイルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(9)T

使用上のガイドライン non-tcpcontextsコマンドを使用して、非 TCPヘッダー圧縮に使用できるコンテキストの数を
設定します。コンテキストとは、コンプレッサがヘッダーの圧縮に使用し、デコンプレッサが

ヘッダーの圧縮解除に使用する状態です。コンテキストは、送信された最終ヘッダーの非圧縮

バージョンであり、パケットの圧縮と圧縮解除に使用する情報が含まれます。

IPHCプロファイルでの使用目的

non-tcpcontextsコマンドは、IPHCプロファイルの一部として使用することを目的としていま
す。IPHCプロファイルは、ネットワークでのヘッダー圧縮を有効および設定するために使用
されます。IPHCプロファイルを使用してヘッダー圧縮を設定する詳細については、『Cisco
IOS Quality of Service Solutions Configuration Guide』、リリース 12.4Tの「Header Compression」
モジュールおよび「Configuring Header Compression Using IPHC Profiles」モジュールを参照して
ください。

絶対数としてのコンテキストの数の設定
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non-tcpcontextsコマンドにより、コンテキストの数を絶対数として設定できます。コンテキス
トの数を絶対数として設定するには、1～ 1000の数を入力します。

帯域幅に基づくコンテキストの数の計算

non-tcpcontextsコマンドにより、IPHCプロファイルが適用されるネットワークリンクで使用
できる帯域幅に基づいて、コンテキストの数を計算できます。

使用できる帯域幅に基づいて計算されたコンテキストの数を得るには、kbps-per-contextキー
ワードに続けて kbps引数の値を入力します。このコマンドは、使用できる帯域幅を、指定さ
れた kbpsで割ります。たとえば、ネットワークリンクの帯域幅が 3000 kbpsで、kbps引数に
5を入力すると、このコマンドは 600のコンテキストを算出します。

例 profile2という IPHCプロファイルの例を、次に示します。この例では、非TCPコンテ
キストの数が 75に設定されています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# iphc-profile profile2 ietf
Router(config-iphcp)# non-tcp contexts absolute 75
Router(config-iphcp)# end

関連コマンド 説明コマンド

IPHCプロファイルを作成します。iphc-profile
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oam-bundle
バンドル、またはVCバンドルに適用できるVCクラスのすべての仮想回線（VC）メンバーに
ついて、エンドツーエンドF5運用管理および保守（OAM）ループバックセル生成およびOAM
管理を有効にするには、SVC-bundleコンフィギュレーションモードまたは VC-classコンフィ
ギュレーションモードで oam-bundleコマンドを使用します。バンドルまたはクラスの設定か
ら OAM管理を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

バンドルのすべての VCメンバーについて、エンドツーエンド F5 OAMループバックセル生
成およびOAM管理を有効にするには、バンドルコンフィギュレーションモードでoam-bundle
コマンドを使用します。バンドルから OAM管理を削除するには、このコマンドの no形式を
使用します。

oam-bundle [manage] [frequency]
no oam-bundle [manage] [frequency]

構文の説明 （任意）OAM管理を有効にします。このキーワードを省略すると、ループバック
セルは送信されますが、バンドルは管理されません。

manage

（任意）送信されるOAMループバックセル間の秒数です。間隔の範囲は、0～ 600
秒です。frequency引数のデフォルト値は 10秒です。

frequency

コマンドデフォルト エンドツーエンド F5OAMループバックセル生成およびOAM管理は無効になっていますが、
OAMセルが受信されるとループバックされます。

コマンドモード
SVC-bundleコンフィギュレーション（SVCバンドル用）
VC-classコンフィギュレーション（VCクラス用）
バンドルコンフィギュレーション（ATM VCバンドル用）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.0(3)T

このコマンドが Cisco 10000シリーズルータに追加されました。12.0(26)S

このコマンドが ESR-PRE2に実装されました。12.2(16)BX

このコマンドが、SVCバンドルコンフィギュレーションモードで使用できるよ
うになりました。

12.2(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(31)SBに統合されました。12.2(31)SB
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変更箇所リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドは、VCバンドルが OAM管理されるかどうかを定義します。このコマンドがバ
ンドルに設定された場合、バンドルのすべての VCメンバーが OAM管理されます。OAM管
理が有効になっている場合は、oamretryコマンドを使用して、OAM管理の追加の制御を設定
できます。

コマンドを含む VCクラスがスタンドアロン VC（バンドルメンバーではない VC）に付加さ
れている場合、このコマンドは効果がありません。この場合、属性はVCによって無視されま
す。

VC-classコンフィギュレーションモードでこのコマンドを使用するには、まず vc-classatmグ
ローバルコンフィギュレーションコマンドを入力します。

バンドルコンフィギュレーションモードでこのコマンドを使用するには、まず bundleサブイ
ンターフェイスコンフィギュレーションコマンドを入力してバンドルを作成するか、既存の

バンドルを指定します。

VCバンドルの VCは、次の設定継承規則に従います（次に高い優先順位の順にリストされて
います）。

• bundle-VCモードの VC設定

•バンドルモードのバンドル設定（および、割り当てられたVC-classコンフィギュレーショ
ンの影響）

例 次の例では、「bundle 1」という名前のバンドルの OAM管理を有効にします。

bundle bundle1
oam-bundle manage

関連コマンド DescriptionCommand

ブロードキャストパケットの複製と、ATM VCクラス、PVC、SVC、または
VCバンドルへの送信を設定します。

broadcast

バンドルコンフィギュレーションモードに入って、バンドルを作成するか、

または既存のバンドルを変更します。

bundle

指定されたVCクラスに含まれるバンドルレベルのコマンドでVCバンドルを
設定します。

class-bundle

インターフェイスで使用するカプセル化方式を設定します。encapsulation
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DescriptionCommand

ATM PVC、VCクラス、または VCバンドルの Inverse ARPの時間を設定しま
す。

inarp

ATM PVC、SVC、VCクラス、または、VCバンドルの OAM管理に関連する
パラメータを設定します。

oamretry

ATM PVC、SVC、VCクラス、または VCバンドルのスタティックマップを
設定します。次に、直接 PVC上、VCバンドル上、または VCクラス内で
Inverse ARPを設定することによって、ATM PVCの Inverse ARPまたは Inverse
ARPブロードキャストを有効にします（IPおよび IPXプロトコルだけに適
用）。

protocol(ATM)

ATM相手先固定接続（PVC）、相手先選択接続（SVC）、または ATMイン
ターフェイス用の仮想回線（VC）クラスを作成します。

vc-classatm
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platform ip features sequential
Internet Protocol（IP）プレシデンスベースまたは DiffServコードポイント（DSCP）ベースの
出力 Quality of Service（QoS）フィルタリングを有効にして、入力ポリシーフィーチャカード
（PFC）QoSによって行われる IPプレシデンスまたはDSCPポリシングまたはマーキングの変
更を使用するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで、

platformipfeaturessequentialコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマン
ドの no形式を使用します。

platform ip features sequential [access-group {ip-acl-nameip-acl-number}]
no platform ip features sequential [access-group {ip-acl-nameip-acl-number}]

構文の説明 （任意）再循環パケットの一致条件を指定するために使用される

ACLの名前を指定します。
access-group ip-acl-name

（任意）再循環パケットの一致条件を指定するために使用される

ACLの番号を指定します。有効値は 1～ 199と 1300～ 2699です。
access-group
ip-acl-number

コマンドデフォルト IP precedenceベースまたはDSCPベースの出力QoSフィルタリングは、受信した IP precedence
または DSCP値を使用し、ポリシングまたはマーキングの結果として入力 QoSによって加え
られた IP precedenceまたは DSCPの変更を使用しません。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.2(50)SY

このコマンドのサポートがSupervisor Engine 720に追加されました。12.2(18)SXE

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

使用上のガイドライン

スイッチが、再マーキングされたDSCPに対する出力ACLサポートを設定したが PFC3Aモー
ドで動作している場合は、PFC3はトラフィックを処理して入力 PFC QoSを適用する際、入力
PFC QoSフィルタリングおよび入力 PFC QoSを適用し、入力インターフェイスに設定された
すべての出力QoSフィルタリングおよび出力PFCQoSを不正に適用します。この結果、再マー
キングされたDSCPに対する出力ACLサポートが有効になっているインターフェイス上でQoS
フィルタリングが設定された場合に、予期しない動作が発生します。この問題は、他の PFC3
モードでは発生しません。

注意

Nから P
9

Nから P
platform ip features sequential



強化出力QoSフィルタリングにより、IP precedenceベースまたはDSCPベースの出力QoSフィ
ルタリングで入力 QoSによって加えられた IP precedenceまたは DSCPポリシング/マーキング
の変更を使用することができます。

強化されていない出力 QoSフィルタリングの動作は、QoSがハードウェアで適用されたとき
の通常の Cisco 7600シリーズルータまたは Catalyst 6500シリーズスイッチ動作です。

PFC3は、出力レイヤ 3インターフェイス（レイヤ 3インターフェイスとして設定された LAN
ポートまたはVLANインターフェイス）上のレイヤ3スイッチドおよびルーテッドトラフィッ
クについてだけ、出力 PFC QoSを提供します。

強化出力 QoSフィルタリングは、入力レイヤ 3インターフェイス（レイヤ 3インターフェイ
スとして設定された LANポートまたは VLANインターフェイス）上で設定します。

特定の標準、拡張名前付き、または拡張番号付き IP ACLによってフィルタされたトラフィッ
クについてだけ強化出力 QoSフィルタリングをイネーブルにするには、IP ACLの名前または
番号を入力します。

IPACLの名前または番号を入力しなかった場合、強化出力QoSフィルタリングはインターフェ
イス上のすべての IP入力 IPトラフィックについてイネーブルになります。

強化出力QoSフィルタリングを設定すると、PFC3Aはトラフィックを処理して、入力PFCQoS
を適用します。PFC3Aは、入力 QoSフィルタリングおよび Cisco 7600シリーズルータまたは
Catalyst 6500シリーズスイッチハードウェア入力 QoSを適用します。PFC3Aは、入力イン
ターフェイス上で設定される出力 QoSフィルタリングおよび Cisco 7600シリーズルータまた
は Catalyst 6500シリーズスイッチハードウェア出力 QoSを誤って適用します。

（注）

入力 QoSマーキングによって変更された IPプレシデンスまたは DSCPのマッチングを行うた
めに、レイヤ 2機能を使用するインターフェイス上で強化出力 QoSフィルタリングを設定し
た場合、パケットはリダイレクトまたは破棄されて、出力 QoSによって処理されません。

（注）

強化出力 QoSフィルタリングをイネーブルにした場合、再帰 ACL、NAT、TCPインターセプ
トなどのNetFlowベース機能のハードウェアアクセラレーションはディセーブルになります。

（注）

設定を確認するには、showrunning-configinterfaceコマンドを使用します。

例 次に、強化出力 QoSフィルタリングを有効にする例を示します。

Router(config-if)# platform ip features sequential

Router(config-if)#

次に、強化出力 QoSフィルタリングを無効にする例を示します。
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Router(config-if)# no platform ip features sequential

Router(config-if)#

関連コマンド 説明コマンド

現在の実行コンフィギュレーションファイルの内容を表示しま

す。

showrunning-configinterface

Nから P
11

Nから P
platform ip features sequential



platform ipsec fips-mode
連邦情報処理標準（FIPS）とハードウェアエントロピーを有効にするには、グローバルコン
フィギュレーションモードで platform ipsec fips-modeコマンドを使用します。FIPSとハード
ウェアエントロピーを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

platform ipsec fips-mode
no platform ipsec fips-mode

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト なし

コマンドモード グローバル設定

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサー
ビスルータに導入されました。

Cisco IOS XE Release
3.7.3S

例

次に、platform ipsec fips-modeコマンドを使用して、Cisco ASR 1000シリーズアグリ
ゲーションサービスルータで FIPSモードとハードウェアエントロピーを有効にする
例を示します。

Router(config)# platform ipsec fips-mode

enable FIPS mode will take effect after reboot!

関連コマンド 説明コマンド

show crypto entropy status
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platform ipsec llq
Quality of Service（QoS）グループの低遅延キューイング（LLQ）を有効にするには、グローバ
ルコンフィギュレーションモードで platform ipsec llqコマンドを使用します。LLQを無効に
するには、このコマンドの noバージョンを使用します。

platform ipsec llq qos-group group-number
no platform ipsec llq qos-group group-number

構文の説明 LLQを有効化する QoSグループを指定します。qos-group

グループを識別する番号です。有効な値は1～99です。group-number

コマンドデフォルト LLQは有効になっていません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Release
2.4

使用上のガイドライン このコマンドにより、トンネル保護が使用されているトンネルインターフェイスの IPsecに、
指定したQoSグループを高優先順位として設定できます。これにより、優先順位の高いパケッ
トがデフォルトキューにキューイングされることを防ぎ、オーバーサブスクリプション時の遅

延とトラフィックの損失を低減します。

例 次の例では、QoSグループ 1で低遅延キューイングを設定する方法を示します。

ASR1006-1(config)# platform ipsec llq qos-group 1

関連コマンド 説明コマンド

後からパケットの分類に使用できるQoSグループ IDを設定します。set
qos-group
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platform punt-police queue
キューのパントポリシングを有効にして、キュー単位で最大パントレートとバーストレート

を指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで、platformpunt-policequeueコ
マンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

platform punt-police queue queue-id max-punt-rate max-burst-rate
no platform punt-police queue queue-id

構文の説明 キューを識別する一意の番号です。有効値の範囲は 0～ 28です。queue-id

パケット/秒（pps）単位のキューの最大パントレートです。有効値の範囲は 10
～ 10000です。

max-punt-rate

パケット/秒（pps）単位のキューの最大バーストレートです。有効値の範囲は
1000～ 10000です。

max-burst-rate

コマンドデフォルト キューのパントポリシングは有効になっています。各キューのデフォルトのリストについて

は、「使用上のガイドライン」のセクションにある表を参照してください。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが、CiscoASR903ルータに追加されました。Cisco IOS XE
3.5S

使用上のガイドライン パントポリシングは、ルートプロセッサ（RP）が重要でないトラフィックを処理せずに済む
ようにします。トラフィックは、さまざまな条件に基づいて異なる CPUキューに配置されま
す。その後、キュー単位で最大パントレートを設定できます。デフォルトでは、キューに対し

て明示的なポリシングは行われません。

特定の CPUキューのトラフィックは、設定されたパントレートとは無関係に、キューのプラ
イオリティ、キューのサイズ、またはトラフィックパントレートに基づいて破棄されること

があります。

（注）

設定を確認するには、show platform software infrastructure punt statisticsコマンドを使用
します。

パントポリシングは、デフォルトで有効になっています。次の表は、各キューのデフォルトの

パントポリシング設定を示しています。
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表 1 :デフォルトのパントポリシング設定

バーストレート

（pps）
パントレート（pps）キュー名リング/キュー

1000500SW FORWARDING Q0

1000500ROUTINGPROTOCOL
Q

1

1000500ICMP Q2

20001000HOST Q3

1000500ACL LOGGIN Q4

60003000STP Q5

20001000L2 PROTOCOL Q6

20001000MCAST CONTROL Q7

1000500BROADCAST Q8

60003000REP Q9

60003000CFM Q10

20001000CONTROL Q11

20001000IP MPLS TTL Q12

1000500DEFAULT MCAST Q13

1000500MCASTROUTEDATA
Q

14

1000500MCAST MISMATCH
Q

15

1000500RPF FAIL Q16

1000500ROUTINGTHROTTLE
Q

17

1000500MCAST Q18

20001000MPLS OAM19

1000500IP MPLS MTU20

60003000PTP Q21

1000500LINUX ND Q22

20001000KEEPALIVE Q23
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バーストレート

（pps）
パントレート（pps）キュー名リング/キュー

60003000ESMC Q24

60003000FPGA BFD Q25

60003000FPGA CCM Q26

60003000FPGA CFE Q27

80004000L2PT DUP Q28

例 次に、キュー 20のパントポリシングを有効にして、最大パントレートを 9000 ppsに
設定し、最大バーストレートを 10000 ppsに設定する例を示します。

Router(config)# platform punt-police queue 20 9000 10000

関連コマンド 説明コマンド

すべてのキューのパントポリシング統計情報を

表示します。

show platform hardware pp active
infrastructure pi npd rx policer

キューベースのパントポリシングが有効になっ

ているかどうかを表示します。

show platform software infrastructure punt
statistics
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platform qos marker-statistics
システム全体（プラットフォーム）レベルで、変更されたヘッダーを持ち、ローカルルータ処

理のカテゴリに分類されたパケット数を表示するには、グローバルコンフィギュレーション

モードでplatformqosmarker-statisticsコマンドを使用します。QoSパケットマーキング統計情
報機能の表示を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

platform qos marker-statistics
no platform qos marker-statistics

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 無効になっています（パケットマーキング統計情報は表示されません）。

コマンドモード
グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XEリリース
3.3S

使用上のガイドライン システムでポリシーマップがインターフェイスに関連付けられていないことを確認します。関

連付けられている場合は、システムによって次のメッセージが返されます。

Either a) A system RELOAD or
b) Remove all service-policies, re-apply the change

to the statistics, re-apply all service-policies
is required before this command will be activated.

QoSパケットマーキング統計情報機能を有効にすると、拡張設定では CPU使用率が増加する
可能性があります。QoSパケットマーキング統計情報機能を有効にする前に、統計情報の利
点とシステムの CPU使用率の増加とを比較して検討する必要があります。

例 次の例に、以下をどのように実行するかを示します。

• QoSパケットマーキング統計情報機能の有効化

•入力インターフェイスでの入力サービスポリシーの設定

•設定されたクラスへのトラフィックの分類

• IPプレシデンスを 1に設定するためのクラスでのマーキングの設定

• showpolicy-mapinterfaceコマンドの出力の表示

Router#
platform qos marker-statistics
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class-map test_class
match access-group 101

policy-map test_policy
class test_class

set ip precedence 1
Interface POS2/0/1
service-policy input test_policy

Router#
show policy-map interface
POS2/0/1
Service-policy input: test_policy
Class-map: test_class (match-all)
6644560 packets, 757479840 bytes
5 minute offered rate 8720000 bps, drop rate 0000 bps
Match: precedence 5
QoS Set
precedence 1
Packets marked 6644560

Class-map: class-default (match-any)
18 packets, 1612 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any

関連コマンド 説明コマンド

QoSパケットマーキング統計情報機能
が有効になっているかどうかを表示し

ます。

showplatformhardwareqfpactivefeatureqosconfigglobal

指定したインターフェイスまたはサブ

インターフェイス上か、インターフェ

イス上の特定の PVCに対し、すべての
サービスポリシーに対して設定されて

いるすべてのクラスのパケット統計情

報を表示します。

showpolicy-mapinterface

PPPoEセッションに対して有効な QoS
ポリシーマップを表示します。

showpolicy-mapsession
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platform qos match-statistics per-ace
QualityofService（QoS）パケット一致統計情報を有効にして、QoSポリシーで使用される個々
のアクセス制御要素（ACE）に一致するパケット数とバイト数をカウントするには、グローバ
ルコンフィギュレーションモードで platform qos match-statistics per-aceコマンドを使用しま
す。ACE単位のQoSパケット一致統計情報を無効にするには、このコマンドの no形式を使用
します。

platform qos match-statistics per-ace
no platform qos match-statistics per-ace

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 無効になっています（QoSの ACE統計情報は増えません）。

コマンドモード
グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Release
3.10S

使用上のガイドライン platform qos match-statistics per-aceコマンドを設定して QoSの ACE単位のパケット一致統計
情報を有効にする前に、platform qos match-statistics per-filterコマンドを設定してQoSのフィ
ルタ単位のパケット一致統計情報を有効にする必要があります。

システムでポリシーマップがインターフェイスに関連付けられていないことを確認します。あ

る場合は、システムによって次のメッセージが返されます。

Either a) A system RELOAD or
b) Remove all service-policies, re-apply the change

to the statistics, re-apply all service-policies
is required before this command will be activated.

ACE単位のQoS統計情報機能をイネーブルにすると、拡張設定では CPU使用率が増加する可
能性があります。この機能を有効にする前に、統計情報の利点とシステムの CPU使用率の増
加とを比較して検討する必要があります。

例 次に、QoSポリシーマップに ACE単位のフィルタを設定する例を示します。

Device(config)# platform qos match-statistics per-filter
Device(config)# platform qos match-statistics per-ace
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関連コマンド 説明コマンド

指定したクラスへのパケットのマッチ

ングに使用するクラスマップを作成し

ます。

class-map match-any

システム全体（プラットフォーム）レ

ベルで、QoSのフィルタ単位のパケッ
ト一致統計情報を有効にします。

platformqos match-statistics per-filter

QoSサービスポリシーで使用される
ACLを含む、すべての設定済みACLの
ACE統計情報を表示します。

showaccesslists

QoSパケット一致統計情報機能が有効
になっているかどうかを表示します。

showplatformhardwareqfpactivefeatureqosconfigglobal

指定したインターフェイスまたはサブ

インターフェイス上か、インターフェ

イス上の特定の PVCに対し、すべての
サービスポリシーに対して設定されて

いるすべてのクラスのパケット統計情

報を表示します。

showpolicy-mapinterface
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platform qos match-statistics per-filter
システム全体（プラットフォーム）レベルで QoSパケットフィルタを定義して、そのフィル
タに一致するパケット数とバイト数を表示するには、グローバルコンフィギュレーションモー

ドで platformqosmatch-statisticsper-filterコマンドを使用します。フィルタリングを停止する
には、このコマンドの no形式を使用します。

platform qos match-statistics per-filter
no platform qos match-statistics per-filter

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 無効になっています（パケット一致統計情報は表示されません）。

コマンドモード
グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XEリリース
3.3S

使用上のガイドライン システムでポリシーマップがインターフェイスに関連付けられていないことを確認します。関

連付けられている場合は、システムによって次のメッセージが返されます。

Either a) A system RELOAD or
b) Remove all service-policies, re-apply the change

to the statistics, re-apply all service-policies
is required before this command will be activated.

QoSパケット一致統計情報機能を有効にすると、拡張設定では CPU使用率が増加する可能性
があります。QoSパケット一致統計情報を有効にする前に、統計情報の利点とシステムのCPU
使用率の増加とを比較して検討する必要があります。

Ensure you have defined a filter using the class-map
command with the match-any
keyword.

例 次の例は、このコマンドの使用方法を示しています。

Router>
enable
Router#
configure terminal
Router(config)#
platform qos match-statistics per-filter
Router# end
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関連コマンド 説明コマンド

指定したクラスへのパケットのマッチ

ングに使用するクラスマップを作成し

ます。

class-map match-any

QoSパケット一致統計情報機能が現在
有効になっているかどうかを表示しま

す。

showplatformhardwareqfpactivefeatureqosconfigglobal

指定したインターフェイスまたはサブ

インターフェイス上か、インターフェ

イス上の特定の PVCに対し、すべての
サービスポリシーに対して設定されて

いるすべてのクラスのパケット統計情

報を表示します。

showpolicy-mapinterface
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platform qos-port-channel_aggregator
ポートチャネルで QoS適用ポリシーを有効にするには、グローバルコンフィギュレーション
モードで lacp max-bundleとともに platform qos-port-channel_aggregatorコマンドを使用しま
す。

platform qos-port-channel_aggregator port-channel-numberenable

構文の説明 ポートチャネルの情報を表示します。port-channel-number

QoSポリシー設定を有効にします。enable

コマンドデフォルト デフォルトはありません。

コマンドモード グローバル設定

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドのサポートがASR900シリーズルータに追加されました。XE 3.18
SP

例 次の例は、ポートチャネルアクティブ/アクティブモードを有効にする方法を示して
います。

enable
configure terminal
platform qos-port-channel_aggregator 1
end

関連コマンド 説明コマンド

EFPのポリシーマップコンフィギュレーションを検証
します。

showpolicy-map interface port-channel
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platform qos-port-channel_multiple_active
バンドルごとにアクティブなポートチャネルを設定するには、グローバルコンフィギュレー

ションモードで platform qos-port-channel_multiple_activeコマンドを使用します。

platform qos-port-channel_multiple_active port-channel

構文の説明 ポートチャネルの情報を表示します。port-channel

コマンドデフォルト デフォルトはありません。

コマンドモード グローバル設定

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドのサポートがASR900シリーズルータに追加されました。XE 3.18.1
SP

使用上のガイドライン アクティブアクティブモードで作成されるポートチャネルを指定する必要があります。

例 次の例は、ポートチャネルアクティブ/アクティブモードを有効にする方法を示して
います。

enable
configure terminal
platform qos-port-channel_multiple_active 10
end

関連コマンド 説明コマンド

ポートチャネルアクティブ/アクティブモードを有効にした後
で設定を検証します。

show sdm prefer current

ポートチャネル概要の詳細を検証します。show etherchannel summary

ポートチャネルインターフェイスでアタッチしたポリシーマッ

プを検証します。

showpolicy-map interface brief
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platform vfi dot1q-transparency
802.1Q透過性モードを有効にするには、グローバルコンフィギュレーションモードで
platformvfidot1q-transparencyコマンドを使用します。802.1Q透過性を無効にするには、この
コマンドの no形式を使用します。

platform vfi dot1q-transparency
no platform vfi dot1q-transparency

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 802.1Q透過性モードは無効になっています。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドがSupervisor Engine 720に導入されました。12.2(18)SXF2

使用上のガイドライン このコマンドは、オプティカルサービスモジュール（OSM）でのみサポートされています。

802.1Q透過性により、サービスプロバイダーは、仮想プライベート LANサービス（VPLS）
のカスタマー 802.1pビットを変更せずに、コアベース QoSポリシーのマルチプロトコルラベ
ルスイッチング Experimental（MPLS EXP）ビットを変更できます。

Cisco IOS Release 12.2(18)SXF1よりも前のリリースでは、すべてに一致してMPLS EXPビット
を設定するサービスポリシーを VLANインターフェイスに適用すると、内部ゲートウェイプ
ロトコル（IGP）ラベルと VCラベルの両方に影響しました。受信した仮想回線（VC）MPLS
EXPビットに基づいて出力プロバイダーエッジ（PE）で 802.1pビットが書き換えられたた
め、VPLSカスタマーの 802.1pビットが変更されました。

EoMPLSのDot1q透過性機能では、VLANに適用されたポリシーが IGPラベル（コアQoS用）
にだけ影響し、VCラベル EXPビットと 802.1pビットを同じにします。一方、出力 PEでは、
802.1pビットは受信した VC EXPビットに基づいて書き換えられますが、EXPビットは入力
802.1pビットに一致しているため、VPLSカスタマーの 802.1pビットは変更されません。

グローバルコンフィギュレーションは、Cisco 7600シリーズルータに設定されたすべての仮
想転送インスタンス（VFI）およびスイッチ仮想インターフェイス（SVI）のEoMPLSVCに適
用されます。

相互運用性を確保するには、接続されているすべての PEルータに EoMPLSの Dot1q透過性機
能を適用する必要があります。

例 次に、802.1Q透過性をイネーブルにする例を示します。

platform vfi dot1q-transparency
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次に、802.1Q透過性をディセーブルにする例を示します。

no platform vfi dot1q-transparency

関連コマンド 説明コマンド

802.1Q透過性モードを表示します。showcwanvfidot1q-transparency
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plim qos input
Packet over SONET（POS）SPA、チャネライズド SPA、およびクリアチャネル SPAのインター
フェイスに入力分類テンプレートをアタッチするには、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードで plim qos input class-map class-map indexコマンドを使用します。クリアチャネ
ル SPAのインターフェイス上の低プライオリティパケットに超過重み値を割り当てるには、
plim qos input weight weight-valueコマンドを使用します。指定したインデックスの入力分類テ
ンプレートの割り当てを削除するには、plimqos input class-mapコマンドのno形式を使用しま
す。低プライオリティパケットの超過スケジューリングをインターフェイスから削除するに

は、 plim qos input weightコマンドの no形式を使用します。

plim qos input {class-map class-map index|weight weight-value}
no plim qos input {class-map class-map index|weight}

構文の説明 入力分類テンプレートのクラスマップをインターフェイスにマッピングしま

す。

class-map

分類基準がインターフェイスに適用されるインデックス分類テンプレート番号

です。

class-map
index

低プライオリティパケット間で超過帯域幅を共有するためにインターフェイ

スに割り当てられる重みをスケジュールします。

weight

低プライオリティパケット間で超過帯域幅を共有するためにインターフェイ

スに割り当てられる重み値です。インターフェイスに割り当てられる超過帯域

幅は相対的で、他のインターフェイスに割り当てられた空き帯域幅と使用可能

な空き帯域幅に依存します。有効な範囲は 40～ 10000です。

weight-value

コマンドデフォルト たとえば、SIP0はテンプレート 1～ 62を使用し、SIP1はテンプレート 63～ 124を使用しま
す。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

コマンド履歴 変更箇所リリー

ス

分類テンプレートをインターフェイスにアタッチし、インターフェイスに重みを割

り当てて、超過帯域幅を分配できるようにするために、このコマンドが導入されま

した。

3.1.0S

使用上のガイドライン 分類テンプレート固有の詳細はテンプレートで定義され、テンプレートは plim qos input
class-mapclass-map indexコマンドを使用してインターフェイスにアタッチされます。このコマ
ンドの no形式を使用することで、分類テンプレートを削除できます。plim qos input
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class-mapclass-mapindexコマンドは、POS SPA、チャネライズド SPA、およびクリアチャネル
SPAに適用できます。

plim qos input weightweight-valueコマンドは、低プライオリティパケットの超過帯域幅の共有
を割り当てるために使用されます。plimqos inputweightweight-valueコマンドは、インターフェ
イスに重みを割り当てるために使用され、他のインターフェイスに割り当てられた相対的な重

みに応じて、インターフェイス間で帯域幅が共有されます。超過帯域幅は、高プライオリティ

パケットが処理された後に割り当てられます。

plim qos input weightweight-valueコマンドは、クリアチャネル SPAにのみ適用できます。（注）

ポートレベル（インターフェイスレベル）で「絶対優先」キューの最小帯域幅を設定するため

のこのオプションは、現在の操作モードに適用できないため廃止されました。既存の設定は、

エラーが発生して拒否されます。

（注）

plim qos inputコマンドは、Cisco ASR 1000シリーズルータ上の Circuit Emulation over Packet
（CEoP）OC-3 SPAの CEMインターフェイスからはサポートされていません。

（注）

plim qos inputは、Cisco ASR 1000シリーズルータ上のチャネライズド T1/E1（CTE1）CEoP
SPAの CEMインターフェイスからはサポートされていません。

（注）

コマンドラインインターフェイスには次のコマンドがありますが、Cisco ASR 1000シリーズ
ルータ上の CEoP OC3 SPAおよび CTE1 CEoP SPAには効果がありません。これらのコマンド
のいずれかを設定した場合、そのコマンドがCEoP OC3 SPAでサポートされていないことを示
すメッセージが表示されます。これらのコマンドのいずれかを設定すると、CiscoASR 1000シ
リーズルータでも同じ内容のメッセージが表示されます。

hw-module subslot {slot/subslot} qos input {{policer bandwidth bandwidthstrict-policy} | weight
weight}}

例 次に、plim qos input class-mapclass-map indexコマンドを使用して分類テンプレートを
インターフェイスにアタッチする例を示します。

Router# config
Router(config)# interface POS 0/2/0
Router(config-if)# plim qos input class-map
2
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次に、plim qos input weight50コマンドを使用してインターフェイスに 50の重みを割
り当てて、低プライオリティパケット間で超過帯域幅を共有できるようにする例を示

します。

Router# config
Router(config)# interface POS 0/2/0
Router(config-if)# plim qos input weight
50

関連コマンド DescriptionCommand

分類テンプレートをインターフェイスにアタッチします。plimqosclass-map
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plim qos input map
ギガビットイーサネット共有ポートアダプタ（SPA）でのプライオリティキューを設定する
には、インターフェイスコンフィギュレーションモードまたはサブインターフェイスコンフィ

ギュレーションモードで plim qos input mapコマンドを使用します。プライオリティキュー
を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

plim qos input map { cos {enable | cos-valuequeue low-latency} | ip {precedence-based |
precedence precedence-valuequeue low-latency} | ipv6 tc tc-value queue low-latency | mpls exp
exp-valuequeue low-latency

no plim qos input map { cos {enable | cos-valuequeue low-latency} | ip {precedence-based
| precedence precedence-valuequeue low-latency} | ipv6 tc tc-value queue low-latency | mpls
exp exp-valuequeue low-latency

構文の説明 IEEE 802.1Qネットワーキング標準 TCIプライオリティビットに応じた入
力 VLANトラフィックの分類を有効にします。

このコマンドは、VLANインターフェイスだけに適用できます。（注）

cos enable

サブインターフェイス上の着信 VLANトラフィックを 802.1Qプライオリ
ティビットに応じて分類し、トラフィックを適切なキューに配置します。

デフォルトでは、802.1Qプライオリティビットが 6または 7に設定された
トラフィックは高プライオリティキューに配置され、他のすべてのトラ

フィックは低プライオリティキューに配置されます。

cos-valueは、0～ 7の IEEE 802.1Qまたは ISLサービスクラス（CoS）値
を指定します。

QinQサブインターフェイスで CoS値を設定すると、同じ外部
VLAN IDを持つすべての QinQサブインターフェイスに、その
CoS値が適用されます。

（注）

low-latencyは、高プライオリティキューを指定します。

cos cos-value
queue low-latency

DSCPビットの値に応じた着信 IPトラフィックの分類を有効にします。

このコマンドは物理インターフェイスにのみ適用されます。（注）

ip dscp-based
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DiffServコードポイント（DSCP）ビットの値に応じて着信 IPトラフィッ
クを分類し、トラフィックを適切なキューに配置します。デフォルトでは、

Expedited Forwarding（EF）と等しいDSCPビットを持つ IPトラフィックは
低遅延キューを使用し、その他の DSCP値を持つトラフィックは低プライ
オリティキューを使用します。

dscp-valueは、DSCPビットの値です。ハイフンで区切られた値の範囲また
は値のリストを指定できます。有効な値のリストについては、「使用上の

ガイドライン」セクションを参照してください。

low-latencyは、高プライオリティキューを指定します。

ip dscp dscp-value
queue low-latency

IPプレシデンス値に応じた着信 IPトラフィックの分類を有効にします。

このコマンドは物理インターフェイスにのみ適用されます。（注）

ip
precedence-based

IPプレシデンスビットの値に応じて着信 IPトラフィックを分類し、トラ
フィックを適切なキューに配置します。IPプレシデンスビットが 6または
7に設定されている IPトラフィックは低遅延キューを使用し、その他のす
べてのトラフィックは低プライオリティキューを使用します。

precedence-valueは、IPプレシデンスビットの値（0～ 7）です。ハイフン
で区切られた値の範囲または値のリストを指定できます。「使用上のガイ

ドライン」セクションを参照してください。

low-latencyは、高プライオリティキューを指定します。

ip precedence
precedence-value
queue low-latency

トラフィッククラスビットの値に応じて入力 IPv6トラフィックを分類し、
トラフィックを適切なキューに配置します。デフォルトでは、efと等しい
トラフィッククラス値を持つ IPv6トラフィックは高プライオリティキュー
を使用し、その他のすべてのトラフィックは低プライオリティキューを使

用します。トラフィッククラスオクテットの最上位6ビットのみが分類に
使用されます。

このコマンドは物理インターフェイスに適用されます。（注）

tc-valueは、トラフィッククラスビットの値です。ハイフンで区切られた
値の範囲または値のリストを指定できます。有効な値のリストについては、

「使用上のガイドライン」セクションを参照してください。

low-latencyは、高プライオリティキューを指定します。

ipv6 tc
tc-valuequeue
low-latency
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EXPビットの値に応じて着信MPLSトラフィックを分類し、トラフィック
を適切なキューに配置します。デフォルトでは、EXPビットが 6または 7
に設定されているトラフィックは高プライオリティキューを使用し、その

他のすべてのトラフィックは低プライオリティキューを使用します。

このコマンドは物理インターフェイスに適用されます。（注）

exp-valueは、EXPビットの値（0～ 7）です。ハイフンで区切られた値の
範囲または値のリストを指定できます。

low-latencyは、高プライオリティキューを指定します。

mpls exp
exp-value queue
low-latency

コマンドデフォルト 無効

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）
サブインターフェイスコンフィギュレーション（config-subif）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが、PRE3用と PRE4用のCisco 10000シリーズルータに導入されま
した。

12.2(33)SB

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.2(33)SCBに統合されました。12.2(33)SCB

このコマンドが、Cisco ASR 1000シリーズルータの ATMインターフェイスでサ
ポートされました。

3.1.0S

使用上のガイドライン plimqos inputmapコマンドは、高プライオリティトラフィックと低プライオリティトラフィッ
クを分離し、トラフィックを適切なインターフェイスキューに配置します。このコマンドは、

SPAインターフェイスプロセッサ（SIP）でプライオリティトラフィックと非プライオリティ
トラフィックを分離し、オーバーサブスクリプションシナリオでの高プライオリティトラ

フィックのドロップを防止します。各 SPAは、1つのプライオリティキューをサポートしま
す。

ルータは、ギガビットイーサネット SPAでの入力トラフィックの優先順位付けのために、次
の分類タイプをサポートしています。

• VLAN 802.1Qプライオリティビット

• IP DSCPビット

• IPプレシデンスビット

• IPv6トラフィッククラスビット

plim qos input map ip dscp dscp-valuequeue low-latencyコマンドで、dscp-valueに有効な値は次
のいずれかです。

• 0 to 63：DiffServコードポイント値
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• af11：001010

• af12：001100

• af13：001110

• af21：010010

• af22：010100

• af23：010110

• af31：011010

• af32：011100

• af33：011110

• af41：100010

• af42：100100

• af43：100110

• cs1：優先順位 1（001000）

• cs2：優先順位 2（010000）

• cs3：優先順位 3（011000）

• cs4：優先順位 4（100000）

• cs5：優先順位 5（101000）

• cs6：優先順位 6（110000）

• cs7：優先順位 7（111000）

• default：000000

• ef：101110

plim qos input map ipv6 tc tc-valuequeue low-latencyコマンドで、tc-valueに有効な値は次のい
ずれかです。

• 0 to 63：DiffServコードポイント値

• af11：001010

• af12：001100

• af13：001110

• af21：010010

• af22：010100
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• af23：010110

• af31：011010

• af32：011100

• af33：011110

• af41：100010

• af42：100100

• af43：100110

• cs1：優先順位 1（001000）

• cs2：優先順位 2（010000）

• cs3：優先順位 3（011000）

• cs4：優先順位 4（100000）

• cs5：優先順位 5（101000）

• cs6：優先順位 6（110000）

• cs7：優先順位 7（111000）

• default：000000

• ef：101110

例 次に、plimqos inputmap ip dscp-basedコマンドを使用して、Cisco 10000シリーズルー
タのスロット 1の SIPのサブスロット 0にある SPAで DSCPベースの分類を有効にす
る例を示します。

Router(config)# interface gigabitethernet 3/0/1
Router(config-if)# plim qos input map ip dscp-based

次に、plim qos input mapコマンドを使用して DSCPビットの値に応じて着信 IPトラ
フィックを分類し、Cisco ASR 1000シリーズルータ上の ATMインターフェイスの適
切なキューにトラフィックを配置する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# interface ATM0/1/0
Router(config-if)# plim qos input map ip dscp af11 - af12 queue strict-priority
Router(config-if)# plim qos input map ipv6 tc af11 - af12 queue strict-priority
Router(config-if)# plim qos input map mpls exp 7 queue 0

関連コマンド 説明コマンド

SIP-600および SPAを事前にプロビジョニングします。card
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説明コマンド

インターフェイスの最大パケットサイズを設定します。デフォルト値は1500
バイトです。設定できる最大のMTUは 9129バイトです。

mtu

Cisco 10000 SIP-600上のギガビットイーサネット SPAインターフェイスで、
自動ネゴシエーションを有効にします。

negotiation
auto

Nから P
35

Nから P
plim qos input map



plim qos input map cos（VLANの CoS値を分類）
QinQサブインターフェイスの内部または外部 VLANタグのサービスクラス（CoS）値または
CoS範囲に基づいて、イーサネット共有ポートアダプタ（SPA）で入力トラフィックを高プラ
イオリティ（低遅延）または低プライオリティ（キュー0）に分類するには、サブインターフェ
イスコンフィギュレーションモードで plim qos input map cosコマンドを使用します。CoS
ベースの分類を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

内部 VLANの CoS値を高プライオリティまたは低プライオリティに分類するための構文
plim qos input map cos {enable|inner-based|inner {cos-valuecos-range} queue
{strict-priority|0}}
no plim qos input map cos enable

外部 VLANの CoS値を高プライオリティまたは低プライオリティに分類するための構文
plim qos input map cos {enable|outer-based|outer {cos-valuecos-range} queue
{strict-priority|0}}
no plim qos input map cos enable

構文の説明 IEEE 802.1Q CoSベースの分類を有効にします。enable

内部 VLANベースの分類を有効にします。内部 VLANの CoS値を設定する前
に、まず内部 VLANベースの分類を有効にする必要があります。

inner-based

外部 VLANベースの分類を有効にします。外部 VLANの CoS値を設定する前
に、まず外部 VLANベースの分類を有効にする必要があります。

outer-based

内部 VLANの絶対優先を必要とする CoSの値または範囲を設定できます。inner

外部 VLANの絶対優先を必要とする CoSの値または範囲を設定できます。outer

CoS値を高プライオリティまたは低プライオリティにマッピングしてパケット
を分類する内部または外部 VLANの CoS値です。

cos-value

CoS範囲を高プライオリティまたは低プライオリティにマッピングしてパケッ
トを分類する内部または外部 VLANの CoS範囲です。

cos-range

内部または外部VLANのCoS値またはCoS範囲の、高プライオリティまたは低
プライオリティへの分類を有効にします。

queue

指定された CoSの値または範囲を高プライオリティ（低遅延）に分類します。strict-priority

指定されたCoSの値または範囲を低プライオリティ（キュー0）に分類します。0

コマンドデフォルト 外部 VLANの 6または 7の CoS値は、高プライオリティに分類されます。

コマンドモード
サブインターフェイスコンフィギュレーションモード（config-subif）
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コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドがイーサネット SPAに導入され、Cisco ASR 1000シ
リーズルータ上の ATMインターフェイスでサポートされました。

Cisco IOS XE Release
3.1S

内部 VLANの CoSベースの分類の設定

内部 VLANの CoS値に基づいて入力トラフィックを分類する前に、まず
plimqosinputmapcosinner-basedコマンドを使用して内部 VLANの CoSベースの分類を有効に
する必要があります。

外部 VLANの CoSベースの分類の設定

外部 VLANの CoS値に基づいて入力トラフィックを分類する前に、まず
plimqosinputmapcosouter-basedコマンドを使用して外部 VLANの CoSベースの分類を有効に
する必要があります。

サブインターフェイスレベルでの CoSベースの分類を無効にし、メインインターフェイスレ
ベルでのレイヤ 3情報ベースの分類を有効にするには、サブインターフェイスコンフィギュ
レーションモードで noplimqosinputmapcosenableコマンドを使用します。
noplimqosinputmapcosenableコマンドを設定すると、メインインターフェイスレベルの分類
設定が適用可能になることを示すメッセージが表示されます。

CSCtd91658では、外部 VLANに基づく分類がすでにあるサブインターフェイスで内部 VLAN
にCoSベースの分類を設定しようとした場合（またはその逆を設定しようとした場合）や、存
在しない CoSベースの分類を削除しようとした場合は、警告メッセージが表示されます。

（注）

plimqosinputmapcosコマンドは、イーサネット SPAでのみサポートされています。
plimqosinputmapcosコマンドは、QinQサブインターフェイスの VLANサブインターフェイス
コンフィギュレーションモードから実行されます。

（注）

例 次に、内部 VLANの CoS値 3を高プライオリティに分類する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# interface gigabitethernet 0/0/0.1
Router(config-subif)# plim qos input map cos inner-based
Router(config-subif)# plim qos input map cos inner 3 queue strict-priority

次に、外部 VLANの CoS値 3を高プライオリティに分類する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# interface gigabitethernet 0/0/0.1
Router(config-subif)# plim qos input map cos outer-based
Router(config-subif)# plim qos input map cos outer 3 queue strict-priority
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次に、QinQサブインターフェイスコンフィギュレーションモードで IEEE 802.1QCoS
ベースの分類を有効にする例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# interface gigabitethernet 0/0/0.2
Router(config-subif)# encapsulation dot1q 2 second-dot1q 100
Router(config-subif)# plim qos input map cos enable

次に、QinQサブインターフェイスコンフィギュレーションモードで IEEE 802.1QCoS
ベースの分類を無効にする例を示します。メインインターフェイスレベルの分類設定

が適用可能になることを示すメッセージが表示されます。

Router# configure terminal
Router(config)# interface gigabitethernet 0/0/0.2
Router(config-subif)# encapsulation dot1q 2 second-dot1q 100
Router(config-subif)# no plim qos input map cos enable
%Classification will now be based on Main interface configuration.

次に、Dot1Qサブインターフェイスコンフィギュレーションモードで IEEE 802.1Q
CoSベースの分類を有効にする例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# interface gigabitethernet 0/0/0.1
Router(config-subif)# encapsulation dot1Q 1 native
Router(config-subif)# plim qos input map cos enable

次に、Dot1Qサブインターフェイスコンフィギュレーションモードで IEEE 802.1Q
CoSベースの分類を無効にする例を示します。メインインターフェイスレベルの分類
設定が適用可能になることを示すメッセージが表示されます。

Router# configure terminal
Router(config)# interface gigabitethernet 0/0/0.1
Router(config-subif)# encapsulation dot1Q 1 native
Router(config-subif)# no plim qos input map cos enable
%Classification will now be based on Main interface configuration.

次に、plim qos input mapコマンドを使用して DSCPビットの値に応じて着信 IPトラ
フィックを分類し、Cisco ASR 1000シリーズルータ上の ATMインターフェイスの適
切なキューにトラフィックを配置する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# interface ATM0/1/0
Router(config-if)# plim qos input map ip dscp af11 - af12 queue strict-priority
Router(config-if)# plim qos input map ipv6 tc af11 - af12 queue strict-priority
Router(config-if)# plim qos input map mpls exp 7 queue 0

関連コマンド 説明コマンド

インターフェイスで使用するカプセル化方式を設定します。encapsulation
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police
トラフィックポリシングを設定するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

モードまたはポリシーマップクラスポリスコンフィギュレーションモードで policeコマンド
を使用します。トラフィックポリシングを設定から削除するには、このコマンドの no形式を
使用します。

police bps [burst-normal] [burst-max] conform-action action exceed-action action [violate-action
action]
no police bps [burst-normal] [burst-max] conform-action action exceed-action action
[violate-action action]

構文の説明 平均レート（ビット/秒）です。有効な値は 8000～ 128000000000（128 Gb/s）
です。

bps

（任意）バイト単位の通常バーストサイズです。有効な値は1000～2000000000
（2 Gb）です。デフォルトの通常バーストサイズは 1500です。

burst-normal

（任意）バイト単位の最大バーストサイズです。有効な値は1000～2000000000
（2 Gb）です。デフォルトはプラットフォームによって異なります。

burst-max

レート制限に適合したパケットに対して実行するアクションを指定します。conform-action

レート制限を超過したパケットに対して実行するアクションを指定します。exceed-action

通常および超過バーストサイズに違反するパケットに対して実行するアクショ

ンを指定します。

violate-action
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action
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パケットに対して実行するアクションです。次のいずれかのキーワードを指定

します。

• drop：パケットをドロップします。

• set-clp-transmit value：ATMセルの 0から 1の ATMセル損失率優先度
（CLP）を設定し、ATM CLPビットを 1に設定してパケットを送信しま
す。

• set-cos-inner-transmit value：拡張 FlexWANモジュール、および、Cisco
7600シリーズルータの Cisco 7600 SIP-200および Cisco 7600 SIP-400の
SPAでブリッジ処理機能の使用時に、ブリッジ処理されたフレームに対す
るポリシングアクションとして、サービスフィールドの内部クラスを設

定します。

• set-cos-transmit value：サービスクラス（CoS）パケット値を設定し、送
信します。

• set-discard-class-transmit：パケットの廃棄クラス属性を設定し、設定した
新しい廃棄クラスでパケットを送信します。

• set-dscp-transmit value：IP DiffServコードポイント（DSCP）値を設定し
て、新しい IP DSCP値でパケットを送信します。

• set-dscp-tunnel-transmitvalue：トンネルマーキングのため、レイヤ2Tunnel
Protocol Version 3（L2TPv3）または Generic Routing Encapsulation（GRE）
のトンネルヘッダーでDSCPの値（0～63）を設定し、新しい値でパケッ
トを送信します。

• set-frde-transmit value：フレームリレーフレーム上のフレームリレー廃
棄適格（DE）ビットを 0から 1に設定し、1に設定したDEビットが含ま
れるパケットを送信します。

• set-mpls-experimental-imposition-transmitvalue：強制ラベルのヘッダーで
マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）の EXPビット（0～ 7）
を設定し、新しいMPLS EXPビット値でパケットを送信します。

• set-mpls-experimental-topmost value：EXP値を再書き込みします。

• set-mpls-experimental-topmost-transmit value：入力インターフェイスや出
力インターフェイスでの最上位MPLSラベルヘッダーにMPLSEXPフィー
ルド値を設定します。

• set-prec-transmit value：IPプレシデンスを設定して、新しい IPプレシデ
ンス値でパケットを送信します。

• set-prec-tunnel-transmit value：トンネルマーキングのため、L2TPv3また
は GREのトンネルヘッダーで優先順位の値（0～ 7）を設定し、新しい
値でパケットを送信します。

• set-qos-transmit value：QoSグループ値を設定し、設定した新しい QoSグ
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ループ値でパケットを送信します。

• transmit：パケットを送信します。パケットは変更されません。

コマンドデフォルト トラフィックポリシングは設定されません。

コマンドモード
マークされたパケットに適用される単一のアクションを指定する場合は、ポリシーマップク

ラスコンフィギュレーション（config-pmap-c）

マークされたパケットに適用される複数のアクションを指定する場合は、ポリシーマップク

ラスポリシングコンフィギュレーション（config-pmap-c-police）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)XE

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Eに統合されました。12.1(1)E

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.1(5)Tに統合されました。
violate-actionキーワードが追加されました。

12.1(5)T

このコマンドが変更されました。

• action引数の set-clp-transmitキーワードが追加されました。

• action引数の set-frde-transmitキーワードが追加されました。

ただし、このリリースでは set-frde-transmitキーワードはAToM
トラフィックではサポートされていません。また、

set-frde-transmitキーワードは、カプセル化されていない物理イ
ンターフェイス上にフレームリレーが実装されている場合にの

みサポートされます。

（注）

• action引数の set-mpls-experimental-transmitキーワードが追加されま
した。

12.2(2)T

このコマンドが、Policer Enhancement（Multiple Actions機能）のために変
更されました。このコマンドが、特定のレートについて適合、超過、また

は違反しているとマークされたパケットに対して、複数のアクションを適

用できるようになりました。

12.2(8)T

このコマンドが変更されました。action引数で、
set-mpls-experimental-transmitキーワードの名前が
set-mpls-experimental-imposition-transmitに変更されました。

12.2(13)T
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変更箇所リリース

このコマンドが変更されました。action引数の set-dscp-tunnel-transmitお
よび set-prec-tunnel-transmitキーワードが追加されました。これらのキー
ワードは、Layer 2 Tunnel Protocol Version 3（L2TPv3）トンネル型パケット
用です。

12.2(28)SB

このコマンドが変更されました。拡張 FlexWANモジュールでマルチポイ
ントブリッジング（MPB）機能を使用する場合のために、また、Cisco
7600シリーズルータの Cisco 7600 SIP-200および Cisco 7600 SIP-400の
SPAでMPBを使用する場合のために、action引数に set-cos-inner-transmit
キーワードが追加されました。

12.2(33)SRA

このコマンドが変更されました。set-frde-transmit action引数のサポート
が Cisco 10000シリーズルータに追加されました。

12.2(31)SB2

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによっ

て異なります。

12.2SX

このコマンドが変更されました。Cisco 7600シリーズルータのサポートが
追加されました。

12.2(33)SRC

Generic Routing Encapsulation（GRE）トンネル型パケットのマーキングの
サポートが含まれるように、このコマンドが変更されました。

このリリースでは、GREトンネル型パケットのマーキングは、
Cisco MGXルートプロセッサモジュール（RPM-XF）に搭載さ
れているプラットフォームでのみ、サポートされます。

（注）

12.4(15)T2

GREトンネル型パケットのマーキングのサポートと、Cisco 7300シリーズ
ルータのサポートが含まれるように、このコマンドが変更されました。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco ISR 1800、2800、および 3800シリーズルータの
SVIインターフェイスでのポリシングをサポートするように変更されまし
た。

15.1(1)T

このコマンドが変更されました。set-mpls-experimental-topmost value引数
のサポートが追加されました。

12.2(50)SY

このコマンドが変更されました。bps、burst-normal、および burst-max引数
の最大値が増えました。

15.0(1)SY

このコマンドが変更されました。Cisco ASR 903ルータのサポートが追加
されました。

Cisco IOS XEリ
リース 3.5S
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使用上のガイドライン policeコマンドは、サービスレベル契約への準拠に基づいて、異なるQuality of Service（QoS）
値を持つパケットをマークするために使用します。

Cisco IOSリリース 12.2(50)SYでは、出力方向で set-mpls-experimental-topmost valueを適用す
ると、set-mpls-experimental-imposition valueがブロックされます。

Cisco IOSリリース 15.0(1)SY以降では、バーストサイズを指定せずにポリシーマップを設定
すると、デフォルトバーストサイズが 2 Gb/sに達することがあります。

（注）

高いレートまたは大きいバーストサイズを設定してから、その設定をサポートしていないCisco
IOSソフトウェアリリースに変更すると、起動時に設定が拒否され、ポリシーマップから
policeコマンドが削除されます。

複数のアクションの指定

policeコマンドでは、複数のポリシングアクションを指定できます。policeコマンドの設定時
に複数のポリシングアクションを指定する場合は、次の点に注意してください。

•同時に最大 4つのアクションを指定できます。

• conform-action transmitと conform-action dropなどの、矛盾するアクションを指定するこ
とはできません。

policeコマンドとトラフィックポリシング機能の使用

policeコマンドは、トラフィックポリシング機能とともに使用することができます。トラフィッ
クポリシング機能は、トークンバケットアルゴリズムで動作します。Cisco IOSリリース
12.1(5)Tには、シングルトークンバケットアルゴリズムと 2トークンバケットアルゴリズム
の 2種類のトークンバケットアルゴリズムがあります。シングルトークンバケットシステム
は、violate-actionオプションを指定しなかった場合に使用され、2トークンバケットシステ
ムは、violate-actionオプションを指定した場合に使用されます。

Cisco IOSリリース 12.0(5)XEで導入された policeコマンドのトークンバケットアルゴリズム
は、Cisco IOSリリース 12.1(5)Tで導入された policeコマンドのトークンバケットアルゴリズ
ムとは異なります。リリース12.0(5)XEで導入されたトークンバケットアルゴリズムの詳細に
ついては、リリース 12.0(5)XEの『Traffic Policing』ドキュメントを参照してください。このド
キュメントは、www.cisco.comの（Modular QoSCLI関連の機能モジュールの下にある）「New
Features for 12.0(5)XE」ドキュメントインデックスで利用できます。

次に、Cisco IOSリリース 12.1(5)Tで導入されたトークンバケットアルゴリズムの仕組みを説
明します。

シングルトークンバケットを使用するトークンバケットアルゴリズム

シングルトークンバケットアルゴリズムは、policeコマンド CLIで violate-actionオプション
が指定されていない場合に使用されます。

適合バケットは、最初はフルサイズに設定されています（フルサイズは、通常バーストサイ

ズとして指定されているバイト数です）。
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指定サイズのパケット（たとえば、「B」バイト）が特定の時間（時間「T」）に到着する場
合、次のようなアクションが実行されます。

•適合バケットでトークンが更新されます。前にパケットが到着したのが T1で、現在の時
間が Tの場合、バケットはトークン到着レートに基づいて（T - T1）相当のビット数で更
新されます。トークンの到達レートは次のように計算されます。

（パケット間の時間（つまり T - T1）xポリシングレート）/8バイト

•適合バケット Bのバイト数がパケットサイズ以上の場合、パケットは適合し、パケット
で適合アクションが実行されます。パケットが適合した場合、Bバイトが適合バケットか
ら削除されて、そのパケットに対する適合アクションが完了します。

•適合バケット Bのバイト数（制限されているパケットサイズを引いたもの）が 0未満の
場合、超過アクションが実行されます。

2トークンバケットを使用するトークンバケットアルゴリズム

2トークンバケットアルゴリズムは、policeコマンドで violate-actionオプションが指定され
ている場合に使用されます。

適合バケットは、最初はフルサイズになっています（フルサイズは、通常バーストサイズと

して指定されているバイト数です）。

超過バケットは、最初はフルサイズになっています（フル超過サイズは、最大バーストサイ

ズとして指定されているバイト数です）。

適合および超過トークンバケットのいずれのトークンも、トークン到着レートまたは認定情報

レート（CIR）に基づいて更新されます。

指定サイズのパケット（たとえば、「B」バイト）が特定の時間（時間「T」）に到着する場
合、次のようなアクションが実行されます。

•適合バケットでトークンが更新されます。前のパケットが T1に到達し、現在のパケット
が Tに到達した場合、バケットはトークン到達レートに基づいて T - T1に相当するビット
数で更新されます。リフィルトークンは、準拠バケットに置かれます。トークンが準拠バ

ケットでオーバーフローになると、超過バケットにオーバーフロートークンが置かれま

す。

トークンの到達レートは次のように計算されます。

（パケット間の時間（つまり T-T1）xポリシングレート）/8バイト

•適合バケット Bのバイト数がパケットサイズ以上の場合、パケットは適合し、パケット
で適合アクションが実行されます。パケットが準拠している場合、Bバイトが準拠バケッ
トから削除され、準拠処理が実行されます。このシナリオでは、超過バケットには影響あ

りません。

•適合バケットBのバイト数がパケットサイズ未満の場合、超過トークンバケットでパケッ
トによるバイトがチェックされます。適合バケットBのバイト数が 0以上の場合、超過ア
クションが実行され、超過トークンバケットから Bバイトが削除されます。適合バケッ
トから削除されるバイトはありません。

Nから P
45

Nから P
police



•超過バケット Bのバイト数がパケットサイズ未満の場合、パケットはレートに違反して
いるため、違反アクションが実行されます。パケットに対する処理が完了します。

Cisco 7600シリーズルータ上の SIPおよび SPAの set-cos-inner-transmitアクションの使用

拡張 FlexWANモジュールでMPB機能を使用する場合や、Cisco 7600シリーズルータの Cisco
7600 SIP-200および Cisco 7600 SIP-400の SPAでMPB機能を使用する場合に、内部 CoS値を
ポリシングアクションとしてマーキングすることをサポートするために、Cisco IOSリリース
12.2(33)SRAで set-cos-inner-transmitキーワードアクションが導入されました。

このコマンドは、Cisco 7600 SIP-600ではサポートされていません。

Cisco 7600シリーズルータで、SIPによってサポートされる QoSと policeコマンドの形式につ
いては、『Cisco 7600 Series SIP, SSC, and SPA Software Configuration Guide』を参照してくださ
い。

Cisco ASR 903ルータでの policeコマンドの使用

Cisco ASR 903ルータで policeコマンドを使用する場合は、次の制限が適用されます。

•サブインターフェイスでのクラスベースポリシングはサポートされていません。

•ポリシングは、入力ポリシーマップでのみサポートされています。

•階層型ポリシング（親レベルと子レベルの両方でのポリシング）はサポートされていませ
ん。

• Cisco ASR 903ルータは、次のアクションキーワードのみをサポートしています。

• drop
• set-cos-transmit
• set-discard-class-transmit
• set-dscp-transmit
• set-mpls-exp-imposition-transmit
• set-mpls-exp-topmost-transmit
• set-precp-transmit
• set-qos-transmit
• transmit

例

シングルトークンバケットを使用するトークンバケットアルゴリズム：例

次の例では、（class-mapコマンドを使用して）トラフィッククラスを定義し、
（policy-mapコマンドを使用して）トラフィッククラスからの一致基準をサービスポ
リシーに設定されているトラフィックポリシング設定に関連付ける方法を示します。

ここで、service-policyコマンドはこのサービスポリシーをインターフェイスに対応付
けるために使用されます。

この特定の例では、トラフィックポリシングは平均レート8000ビット/秒で設定され、
ファストイーサネットインターフェイス 0/0から発信される全パケットに対して通常
バーストサイズが 1000バイトとなります。
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Router(config)# class-map access-match
Router(config-cmap)# match access-group 1
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# policy-map police-setting
Router(config-pmap)# class access-match
Router(config-pmap-c)# police 8000 1000 conform-action transmit exceed-action drop
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# interface fastethernet 0/0
Router(config-if)# service-policy output police-setting

この例では、初期トークンバケットはフルの 1000バイトで開始します。450バイトの
パケットを受信すると、準拠トークンバケットに使用可能なバイトが十分あるため、

パケットは準拠しています。パケットにより準拠処理（送信）が実行され、450バイ
トが準拠トークンバケットから削除されます（残り 550バイト）。

次のパケットが 0.25秒後に到着すると、250バイトがトークンバケットに追加され
（（0.25 × 8000）/8）、トークンバケットには 800バイトが残ります。次のパケット
が 900バイトの場合、パケットが超過して超過アクション（ドロップ）が実行されま
す。トークンバケットから取り出されるバイトはありません。

2トークンバケットを使用するトークンバケットアルゴリズム：例

この例では、トラフィックポリシングは平均レート 8000ビット/秒で設定され、ファ
ストイーサネットインターフェイス 0/0から発信される全パケットに対して通常バー
ストサイズが 1000バイト、超過バーストサイズが 1000バイトとなります。

Router(config)# class-map access-match
Router(config-cmap)# match access-group 1
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# policy-map police-setting
Router(config-pmap)# class access-match
Router(config-pmap-c)# police 8000 1000 1000 conform-action transmit exceed-action
set-qos-transmit 1 violate-action drop
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# interface fastethernet 0/0
Router(config-if)# service-policy output police-setting

この例では、初期トークンバケットはフルの 1000バイトで開始します。450バイトの
パケットを受信すると、準拠トークンバケットに使用可能なバイトが十分あるため、

パケットは準拠しています。パケットにより準拠処理（送信）が実行され、450バイ
トが準拠トークンバケットから削除されます（残り 550バイト）。

次のパケットが 0.25秒後に到着すると、250バイトが準拠トークンバケットに追加さ
れ（（0.25 × 8000）/8）、準拠トークンバケットには 800バイトが残ります。次のパ
ケットが 900バイトの場合、準拠トークンバケットでは 800バイトしか使用できない
ため、パケットは準拠していません。

（超過バーストサイズで指定された）フルの1000バイトで始まる超過トークンバケッ
トに、使用可能なバイトがあるかどうかがチェックされます。超過トークンバケット

には使用可能なバイトが十分あるため、超過アクション（QoS送信値を 1に設定）が
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実行され、超過バケットから 900バイトが取られ、超過トークンバケットの残りは
100バイトになります。

次のパケットが 0.40秒後に到達し、トークンバケットに 400バイトが追加されます
（(.40 X 8000)/8）。これで、適合トークンバケットは 1000バイト（適合バケットで
使用可能な最大トークン数）になり、200バイトが適合トークンバケットをオーバー
フローします（適合トークンバケットの容量を満たすのに 200バイトだけが必要で
あったため）。これらのオーバーフローバイトは、超過トークンバケットに置かれ、

超過トークンバケットに 300バイト与えられます。

着信パケットが 1000バイトの場合、準拠トークンバケットで使用可能なバイト数が
十分あるため、パケットは準拠します。パケットにより準拠処理（送信）が実行され、

1000バイトが準拠トークンバケットから削除されます（残り 0バイト）。

次のパケットが 0.20秒後に到達し、トークンバケットに 200バイトが追加されます
（(.20X8000)/8）。これで、準拠バケットの中身は200バイトになります。着信パケッ
トが 400バイトの場合、準拠トークンバケットでは 200バイトしか使用できないた
め、パケットは準拠していません。同様に、超過バケットで使用可能なバイト数は300
バイトだけなので、パケットは超過しません。したがって、パケットは違反となり、

違反処理（ドロップ）が実行されます。

MPLS EXP値への適合：例

次の例は、パケットがレート制限に適合する場合に、MPLS EXPフィールドが 5に設
定されることを示しています。パケットがレート制限を超える場合は、MPLS EXP
フィールドが 3に設定されます。

Router(config)# policy-map input-IP-dscp
Router(config-pmap)# class dscp24
Router(config-pmap-c)# police 8000 1500 1000 conform-action
set-mpls-experimental-imposition-transmit 5 exceed-action
set-mpls-experimental-imposition-transmit 3
Router(config-pmap-c)# violate-action drop

Cisco 7600シリーズルータ上の SIPおよび SPAのアクションとしての内部 CoS値の設
定：例

次に、仮想 LAN（VLAN）100のすべてのトラフィックをクラス「vlan-inner-100」に
フィルタリングし、vlan-inner-100クラスのトラフィックシェーピングポリシーを確
立するQoSクラスの設定例を示します。このサービスポリシーは、トラフィックの平
均レートを 500 kb/sに制限して、1000バイトの通常バーストと 1500バイトの最大バー
ストを使用し、内部 CoS値を 3に設定します。内部 CoS値の設定はブリッジング機能
を使用する場合に限ってサポートされるので、bridge-domainコマンドを使用して
VLAN 100にトラフィックをブリッジングするATM SPAインターフェイスの相手先固
定接続（PVC）に出力ポリシーとして適用されるサービスポリシーも示します。

Router(config)# class-map match-all vlan-inner-100
Router(config-cmap)# match vlan inner 100
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Router(config-cmap)# exit
Router(config)# policy-map vlan-inner-100
Router(config-pmap)# class vlan-inner-100
Router(config-pmap-c)# police 500000 1000 1500 conform-action set-cos-inner-transmit 3
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# interface atm3/0/0
Router(config-if)# pvc 100/100
Router(config-if-atm-vc)# bridge-domain 100 dot1q
Router(config-if-atm-vc)# service-policy output vlan-inner-100
Router(config-if-atm-vc)# end

関連コマンド 説明コマンド

RFC 1483 ATMブリッジングまたはRFC 1490フレームリレーブリッ
ジングで、ブリッジ処理された VLANの ATM PVCまたはフレーム
リレーデータリンク接続識別子（DLCI）へのマップを有効にしま
す。

bridge-domain

指定したクラスへのパケットのマッチングに使用するクラスマップ

を作成します。

class-map

1つ以上のインターフェイスに対応付けることができるポリシーマッ
プを作成または修正し、サービスポリシーを指定します。

policy-map

インターフェイスに付加するサービスポリシーの名前を指定します。service-policy

指定されたサービスポリシーマップに対するすべてのクラスの設

定、または、すべての既存ポリシーマップに対するすべてのクラス

の設定を表示します。

showpolicy-map

指定されたインターフェイスのすべてのサービスポリシーに対して

設定されている、全クラスの設定を表示するか、または、インター

フェイス上の特定のPVCに対するサービスポリシーのクラスを表示
します。

showpolicy-mapinterface
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police (EtherSwitch)
分類したトラフィックにポリサーを定義するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレー

ションモードでpoliceコマンドを使用します。既存のポリサーを削除するには、このコマンド
の no形式を使用します。

police {bps|cir bps} [{burst-byte|bc burst-byte}] conform-action transmit [exceed-action
{drop|dscp dscp-value}]
no police {bps|cir bps} [{burst-byte|bc burst-byte}] conform-action transmit [exceed-action
{drop|dscp dscp-value}]

構文の説明 1秒あたりのビット数（bps）単位の平均トラフィックレートまたは
認定情報レート（CIR）です。

10/100ポートの場合、範囲は 1000000～ 100000000で、粒度は 1Mbps
です。

ギガビット対応イーサネットポートの場合、範囲は 8000000～
128000000000（128Gbps）です。16Mbpsを超えるポリサーの粒度は
レートの 0.1%で、16Mbpsを下回るポリサーの粒度は 8Mbpsです。

bps | cir bps

（任意）バイト単位の通常バーストサイズまたはバーストカウント

です。有効な値は 1000～ 2000000000（2 Gb）です。
burst-byte | bc
burst-byte

レート制限に適合するパケットを送信します。conform-actiontransmit

（任意）指定されたレートを超えた場合は、スイッチがパケットを

ドロップするように指定します。

exceed-actiondrop

（任意）指定されたレートを超えた場合は、スイッチがパケットの

DiffServコードポイント（DSCP）を指定された dscp-valueに変更
し、パケットを送信するよう指定します。

exceed-actiondscp
dscp-value

コマンドデフォルト ポリサーは定義されません。

コマンドモード
ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.1(6)EA2

このコマンドが変更されました。このコマンドがCisco2600シリーズ、Cisco3600
シリーズ、および Cisco 3700シリーズのルータプラットフォームに実装されま
した。

12.2(15)ZJ
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変更箇所リリース

このコマンドが変更されました。このコマンドがCisco2600シリーズ、Cisco3600
シリーズ、および Cisco 3700シリーズのルータプラットフォームに実装されま
した。

12.3(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが変更されました。burst-byte引数の最大値が増えました。15.0(1)SY

使用上のガイドライン 入力側ファストイーサネットポートでは、最大 6個のポリサーを設定できます。

入力ギガビット対応イーサネットポートでは、最大 60個のポリサーを設定できます。

出力側ファストイーサネットおよびギガビット対応イーサネットポートでは、ポリサーを設

定することはできません。

ポリシーマップコンフィギュレーションモードに戻るには、exitコマンドを使用します。特
権 EXECモードに戻るには、endコマンドを使用します。

設定を確認するには、showpolicy-map特権 EXECコマンドを使用します。

例 次の例では、トラフィックが平均レート 1Mbps、バーストサイズ 65536バイトを超え
ないときにDSCP値を 46に設定し、トラフィックがこれらの条件を超えるとパケット
を廃棄するポリサーを設定する方法を示します。

Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class class1
Router(config-pmap-c)# set ip dscp 46
Router(config-pmap-c)# police 1000000 65536 conform-action transmit exceed-action drop
Router(config-pmap-c)# end

関連コマンド 説明コマンド

複数のインターフェイスに適用できるポリシーマップを作成または変更し、

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始します。

policy-map

QoSポリシーマップを表示します。showpolicy-map
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police（percent）
インターフェイスで利用可能な帯域幅のパーセンテージに基づいてトラフィックポリシングを

設定するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで policeコマンドを使
用します。トラフィックポリシングを設定から削除するには、このコマンドの no形式を使用
します。

police cir percent percentage [burst-in-msec] [bc conform-burst-in-msec ms] [be
peak-burst-in-msec ms] [pir percent percentage] [conform-action action [exceed-action action
[violate-action action]]]
no police cir percent percentage [burst-in-msec] [bc conform-burst-in-msec ms] [be
peak-burst-in-msec ms] [pir percent percentage] [conform-action action [exceed-action action
[violate-action action]]]
police cir percent percent [burst-in-msec] [bc conform-burst-in-msec ms] [pir percent] [be
peak-burst-in-msec ms] [conform-action action] [exceed-action action] [violate-action action]
no police cir percent percent [burst-in-msec] [bc conform-burst-in-msec ms] [pir percent] [be
peak-burst-in-msec ms] [conform-action action] [exceed-action action] [violate-action action]

構文の説明 情報レートを指定します。CIRがトラフィックポリシングに使用される
ことを示します。

cir

帯域幅の割合を使用して CIRを計算するように指定します。percent

帯域幅のパーセンテージです。有効値の範囲は 1～ 100です。percentage

（任意）ミリ秒単位でのバースト。有効な範囲は1～2000の数字です。burst-in-msec

（任意）最初のトークンバケットでトラフィックポリシングに使用さ

れる適合バースト（bc）サイズを指定します。
bc

（任意）ミリ秒単位の bc値です。有効な範囲は 1～ 2000の数字です。conform-burst-in-msec

（任意）バーストの値がミリ秒単位で指定されていることを示します。ms

（任意）2番目のトークンバケットでトラフィックポリシングに使用さ
れるピークバースト（be）サイズを指定します。

be

（任意）ミリ秒単位の beサイズです。有効な範囲は 1～ 2000の数字で
す。

peak-burst-in-msec

（任意）最大情報レート（PIR）がトラフィックポリシングに使用され
ることを示します。

pir

（任意）PIRの計算に使用される帯域幅のパーセンテージです。percent

（任意）適合バーストよりレートが小さいパケットで実行されるアク

ション。conform-actionを指定する前に、peak-burst-in-msecの値を指定
する必要があります。

conform-action
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（任意）適合バースト内および適合バーストに超過バーストを加えた

レートのパケットで実行されるアクションを指定します。

exceed-action

（任意）適合バーストに超過バーストを加えたレートよりレートが超過

しているパケットで実行されるアクションを指定します。violate-action
を指定する前に、exceed-actionを指定する必要があります。

violate-action

（任意）パケットに対して実行するアクションです。次のいずれかの

キーワードを指定します。

サポートされているすべてのプラットフォーム

• drop：パケットをドロップします。

• set-clp-transmit：ATMセルの 0から 1の ATMセル損失率優先度
（CLP）を設定して、ATMCLPビットを 1に設定してパケットを送
信します。

• set-dscp-transmit new-dscp：IP DiffServコードポイント（DSCP）の
値を設定して、新しい IP DSCP値設定でパケットを送信します。

• set-frde-transmit：フレームリレーフレーム上のフレームリレー廃
棄適正（DE）ビットを 0から 1に設定して、1に設定した DEビッ
トが含まれるパケットを送信します。

• set-prec-transmit new-prec：IPプレシデンスを設定して、その新し
い IPプレシデンス値設定でパケットを送信します。

• transmit：パケットをそのまま無変更で送信します。

Cisco 10000シリーズルータ以外でサポートされるプラットフォーム

• policed-dscp-transmit：（超過アクションと違反アクションのみ）ポ
リシングされる DSCPマップごとに DSCPの値を変更し、パケット
を送信します。

• set-cos-inner-transmit value：拡張FlexWANモジュール、およびCisco
7600シリーズルータの Cisco 7600 SIP-200と Cisco 7600 SIP-400の
SPAでブリッジング機能の使用時に、ブリッジ処理されたフレーム
に対するポリシングアクションとして、サービスフィールドの内

部クラスを設定します。

• set-cos-transmit value：パケットのサービスクラス（CoS）の値を設
定して、パケットを送信します。

• set-mpls-exposition-transmit：マルチプロトコルラベルスイッチン
グ（MPLS）の EXPビットを 0から 7に設定して、新しいMPLS
EXPビット値設定でパケットを送信します。

• set-mpls-topmost-transmit：最上位ラベルにあるMPLS EXPビット
を設定して、パケットを送信します。

action
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Cisco 10000シリーズルータ

• drop：パケットをドロップします。

• set-clp-transmit value：ATMセルの 0から 1の ATMセル損失率優先
度（CLP）を設定し、ATMCLPビットを 1に設定してパケットを送
信します。

• set-cos-inner-transmit value：拡張FlexWANモジュール、およびCisco
7600シリーズルータの Cisco 7600 SIP-200と Cisco 7600 SIP-400の
SPAでブリッジング機能の使用時に、ブリッジ処理されたフレーム
に対するポリシングアクションとして、サービスフィールドの内

部クラスを設定します。

• set-cos-transmit value：パケットのCOS値を設定して、送信します。

• set-discard-class-transmit：パケットの廃棄クラス属性を設定して、
新しい廃棄クラス設定でパケットを送信します。

• set-dscp-transmit value：IPDiffServコードポイント（DSCP）値を設
定して、新しい IP DSCP値設定でパケットを送信します。

• set-frde-transmit value：フレームリレーフレーム上のフレームリ
レー廃棄適格（DE）ビットを 0から 1に設定して、1に設定した
DEビットが含まれるパケットを送信します。

• set-mpls-experimental-imposition-transmit value：強制ラベルのヘッ
ダーでマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）の
Experimental（EXP）ビット（0～7）を設定して、新しいMPLSEXP
ビット値設定でパケットを送信します。

• set-mpls-experimental-topmost-transmit value：入力インターフェイ
スや出力インターフェイスでの最上位MPLSラベルヘッダーに、
MPLS EXPフィールド値を設定します。

• set-prec-transmit value：IPプレシデンスを設定して、新しい IPプレ
シデンス値設定でパケットを送信します。

• set-qos-transmit value：Quality of Service（QoS）グループの値を設定
して、新しいQoSグループ値設定でパケットを送信します。有効な
値は 0～ 99です。

• transmit：パケットを送信します。パケットは変更されません。

action (continued)

コマンドデフォルト デフォルトの bcおよび beの値は 4 msです。

conform-actionのデフォルトアクションは transmitです。

exceed-actionおよび violate-actionのデフォルトアクションは dropです。
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コマンドモード
ポリシーマップクラスコンフィギュレーション（config-pmap-c）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)XE

このコマンドが変更されました。パーセントベースポリシング機能

が、Cisco 10000シリーズルータに追加されました。
12.0(25)SX

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(1)Eに統合されました。12.1(1)E

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

このコマンドは、パーセントベースポリシング機能とシェーピング

機能のために、変更されました。

12.2(13)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(28)Sに統合されました。12.0(28)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(18)SXEに統合されました。12.2(18)SXE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドが変更されました。拡張 FlexWANモジュールでマルチ
ポイントブリッジング（MPB）機能を使用する場合のために、また、
Cisco 7600シリーズルータの Cisco 7600 SIP-200および Cisco 7600
SIP-400の SPAでMPBを使用する場合のために、action引数に
set-cos-inner-transmitキーワードが追加されました。

12.2(33)SRA

このコマンドが変更されました。PRE3で、Cisco 10000シリーズルー
タの set-frde-transmit action引数が追加されました。

12.2(31)SB2

このコマンドが Cisco ASR 1000シリーズルータに実装されました。Cisco IOS XE Release
2.1

このコマンドが変更されました。CIRおよびPIRの最大値が増えまし
た。

15.0(1)SY

使用上のガイドライン このコマンドでは、インターフェイスで利用可能な最大帯域幅の割合に基づいて CIRおよび
PIRを計算します。ポリシーマップがインターフェイスに対応付けられている場合、ビット/
秒（bps）単位の等価 CIRおよび PIR値が、インターフェイス帯域幅とこのコマンドで入力し
たパーセント値に基づいて計算されます。その後、showpolicy-mapinterfaceコマンドを使用し
て、計算された bpsレートを確認できます。

計算された CIRおよび PIRの bpsレートは、8000～ 128000000000 bps（128 Gbps）の範囲内で
なければなりません。レートがこの範囲外の場合、関連ポリシーマップをインターフェイスに

対応付けることができません。インターフェイス帯域幅が変更された場合（帯域幅が追加され

た場合など）、改訂された帯域幅に基づいてCIRおよび PIRの bps値が再計算されます。ポリ
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シーマップをインターフェイスに対応付けたあとにCIRおよびPIRの割合が変更された場合、
CIRおよび PIRの bps値が再計算されます。

また、このコマンドでは、適合バーストサイズとピークバーストサイズの値をミリ秒単位で

指定することもできます。帯域幅を割合として計算する場合は、適合バーストサイズとピーク

バーストサイズをミリ秒単位で指定する必要があります。

ポリシーマップは、トップ（または「親」）レベルおよびセカンダリ（または「子」）レベル

の、2つのレベルの（ネストされた）階層で設定できます。police (percent)コマンドは、親ポ
リシーマップまたは子ポリシーマップのいずれかで使用するために設定できます。

police (percent)コマンドにより、帯域幅のパーセンテージを計算する参照ポイントとして、使
用可能な帯域幅の最大レートが使用されます。子ポリシーマップでpolice (percent)コマンドが
設定されている場合、police (percent)コマンドにより、次に上位のレベルにあるポリシー（こ
の場合は、親ポリシーマップ）で指定されている帯域幅量が使用されます。親ポリシーマッ

プで使用可能な最大帯域幅レートが指定されていない場合、police (percent)コマンドにより、
次に上位のレベルにあるポリシー（この場合は、物理インターフェイスで、階層の最高ポイン

ト）で使用可能な最大帯域幅レートが、参照ポイントとして使用されます。police (percent)コ
マンドでは、帯域幅の参照ポイントとして、次に上位のレベルが常に参照されます。次に、こ

のポイントについての設定例を示します。

Policymap parent_policy
class parent
shape average 512000
service-policy child_policy

Policymap child_policy
class normal_type
police cir percent 30

この設定例では、parent_policyと child_policyの 2つの階層ポリシーがあります。child_policy
と呼ばれるポリシーマップでは、normal_typeと呼ばれるクラスで policeコマンドが設定され
ました。このクラスでは、police (percent)コマンドによって指定されたパーセンテージは 30%
です。コマンドにより、parent_policyにある親クラスの帯域幅参照ポイントとして、512 kbps
というピークレートが使用されます。police (percent)コマンドでは、cirレート（512 kbps *
30%）の計算の根拠として、512 kbpsが使用されます。

interface serial 4/0
service-policy output parent_policy
Policymap parent_policy
class parent
bandwidth 512
service-policy child_policy

前述の例では、parent_policyと呼ばれる 1つのポリシーマップがあります。このポリシーマッ
プでは、ピークレートが指定されていません。bandwidthコマンドが使用されましたが、この
コマンドは使用可能な帯域幅の最大レートを表しません。したがって、police (percent)コマン
ドでは、帯域幅の参照ポイントを取得する目的で、次に上位のレベル（この場合は、シリアル

インターフェイス 4/0）が参照されます。シリアルインターフェイス 4/0の帯域幅が 1.5 Mbps
とすると、police (percent)コマンドでは、cirレート（1500000 * 30%）の計算の根拠として、
1.5 Mbpsが使用されます。
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police (percent)コマンドは、しばしば bandwidthコマンドと priorityコマンドとの組み合わせ
で使用されます。bandwidthコマンドと priorityコマンドを使用すると、エンティティ（たと
えば、物理インターフェイスなど）で使用可能な帯域幅の合計量を計算できます。bandwidth
コマンドと priorityコマンドを使用して、エンティティで使用可能な帯域幅の合計量を計算す
る場合は、次の注意事項に従ってください。

•エンティティが物理インターフェイスの場合、合計帯域幅は、物理インターフェイス上の
帯域幅です。

•エンティティが整形 ATM相手先固定接続（PVC）の場合、合計帯域幅は、次のように計
算されます。

•可変ビットレート（VBR）の仮想回線（VC）の場合、計算には、平均セルレート
（SCR）が使用されます。

•使用可能ビットレート（ABR）の VCの場合、計算には、最小セルレート（MCR）
が使用されます。

帯域幅割り当ての詳細については、『Cisco IOS Quality of Service Solutions Configuration Guide』
の「Congestion Management Overview」の章を参照してください。

Cisco 7600シリーズルータ上の SIPおよび SPAの set-cos-inner-transmitアクションの使用

拡張 FlexWANモジュールでMPB機能を使用する場合や、Cisco 7600シリーズルータの Cisco
7600 SIP-200および Cisco 7600 SIP-400の SPAでMPB機能を使用する場合に、内部 CoS値を
ポリシングアクションとしてマーキングすることをサポートするために、Cisco IOS Release
12.2(33)SRAで set-cos-inner-transmitキーワードアクションが導入されました。

このコマンドは、Cisco 7600 SIP-600ではサポートされていません。

Cisco 7600シリーズルータで、SIPによってサポートされる QoSと policeコマンドの形式の詳
細については、『Cisco 7600 Series SIP, SSC, and SPA Software Configuration Guide』を参照して
ください。

例 次に、帯域幅の割合（%）に基づいた CIRと PIRを使用してトラフィックポリシング
を設定する例を示します。この例では、CIRに 20 %、PIRに 40 %が指定されていま
す。オプションの bc値と be値（それぞれ、300 ms、400 ms）も指定されています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class class1
Router(config-pmap-c)# police cir percent 20 bc 300 ms be 400 ms pir percent 40

Router(config-pmap-c-police)# exit

次の例に示したように、ポリシーマップとクラスマップの設定後、ポリシーマップ

がインターフェイスに付加されます。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface serial4/0

Nから P
57

Nから P

police（percent）



Router(config-if)# service-policy input policy1
Router(config-if)# exit

Cisco 7600シリーズルータ上の SIPおよび SPAのアクションとしての内部 CoS値の設
定

次に、仮想 LAN（VLAN）100のすべてのトラフィックをクラス vlan-inner-100にフィ
ルタリングし、vlan-inner-100クラスのトラフィックシェーピングポリシーを確立す
る QoSクラスの設定例を示します。サービスポリシーで CIRは 20%、PIRは 40%に
トラフィックを制限し、適合バースト（bc）を 300 ms、ピークバースト（be）を 400
msとし、インナー CoS値を 3に設定します。内部 CoS値の設定はブリッジング機能
を使用する場合に限ってサポートされるので、bridge-domainコマンドを使用して
VLAN 100にトラフィックをブリッジングするATM共有ポートアダプタ（SPA）イン
ターフェイスの相手先固定接続（PVC）に、出力ポリシーとして適用されるサービス
ポリシーも示します。

Router(config)# class-map match-all vlan-inner-100
Router(config-cmap)# match vlan inner 100
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# policy-map vlan-inner-100
Router(config-pmap-c)# police cir percent 20 bc 300 ms be 400 ms pir percent 40
conform-action set-cos-inner-transmit 3
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# interface atm3/0/0
Router(config-if)# pvc 100/100
Router(config-if-atm-vc)# bridge-domain 100 dot1q
Router(config-if-atm-vc)# service-policy output vlan-inner-100
Router(config-if)# end

次に、プライオリティサービスに police (percent)コマンドを設定する例を示します。
この例では、New-Trafficという名前のポリシーマップで、Voiceという名前のプライ
オリティクラスが設定されています。このルータは、音声トラフィックに認定レート

の 25%を割り当て、4 msの認定バーストと 1 msの超過バーストを許可します。この
ルータは、認定レートに適合する音声トラフィックを送信して、バーストサイズを超

える音声トラフィックの QoS送信値を 4に設定し、認定レートに違反する音声トラ
フィックをドロップします。

Router(config)# policy-map New-Traffic
Router(config-pmap)# class Voice
Router(config-pmap-c)# priority
Router(config-pmap-c)# queue-limit 32
Router(config-pmap-c)# police percent 25 4 ms 1 ms conform-action transmit exceed-action
set-qos-transmit 4 violate-action drop

関連コマンド 説明コマンド

ポリシーマップに属するクラスに割り当てる帯域幅を指定または

変更します。

bandwidth(policy-mapclass)
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説明コマンド

RFC 1483 ATMブリッジングまたは RFC 1490フレームリレーブ
リッジングで、ブリッジ処理された VLANの ATM PVCまたはフ
レームリレー DLCIへのマップをイネーブルにします。

bridge-domain

1つ以上のインターフェイスに対応付けることができるポリシー
マップを作成または修正し、サービスポリシーを指定します。

policy-map

ポリシーマップのトラフィッククラスに、プライオリティを付与

します。

priority

入力インターフェイスまたは VC、あるいは出力インターフェイ
スまたは VCに、そのインターフェイスまたは VCのサービスポ
リシーとして使用するポリシーマップを対応付けます。

service-policy

インターフェイスで使用可能な帯域幅の割合（%）に基づいて、
平均レートトラフィックシェーピングとピークレートトラフィッ

クシェーピングを指定します。

shape(percent)

指定されたサービスポリシーマップに対するすべてのクラスの設

定、または、すべての既存ポリシーマップに対するすべてのクラ

スの設定を表示します。

showpolicy-map

指定したインターフェイスまたはサブインターフェイス上か、イ

ンターフェイス上の特定の PVCに対し、すべてのサービスポリ
シーに対して設定されているすべてのクラスのパケット統計情報

を表示します。

showpolicy-mapinterface
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police（ポリシーマップ）
インターフェイスごとにポリサーを作成し、ポリシーマップクラスを設定して使用するには、

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで policeコマンドを使用します。ポリ
シーマップクラスからインターフェイスごとのポリサーを削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

police bps [[bc] normal-burst-bytes [{maximum-burst-bytes|[be] [burst-bytes]}]] [pir bps [be
burst-bytes]] [conform-action action [exceed-action action [violate-action action]]]
no police bps
police aggregate name
no police aggregate name
police cir bps [[bc] normal-burst-bytes [{maximum-burst-bytes|[be] [burst-bytes]}]] [pir bps [be
burst-bytes]] [conform-action action [exceed-action action [violate-action action]]]
no police cir bps
police cir percent percent [burst ms [be] [burst ms]] [pir percent percent [be burst ms]]
[conform-action action [exceed-action action [violate-action action]]]
no police cir percent
police flow bps [normal-burst-bytes] [conform-action action [exceed-action action]]
police flow mask {dest-only|full-flow|src-only} bps [normal-burst-bytes] [conform-action action
[exceed-action action]]
no police flow

構文の説明 ビット/秒（bps）単位でのターゲットビットレート。ポストフィック
スの値は、小数点として、k、mおよび gを使用できます。有効な範
囲は 8000（または 8k）～ 128000000000（または 128 Gbps）です。

bps

（任意）バーストを処理するための、バイト単位でのCIRトークンバ
ケットサイズ。有効な値は 1000～ 2000000000（2 Gb）です。

normal-burst-bytes

（任意）バーストを処理するための、バイト単位での PIRトークンバ
ケットサイズ。有効な値は 1000～ 2000000000（2 Gb）です。

maximum-burst-bytes

（任意）バーストを処理するための、バイト単位でのトークンバケッ

トサイズ。有効な値は 1000～ 2000000000（2 Gb）です。
burst-bytes

（任意）使用可能な（適合）バーストサイズをバイト単位でサイズを

指定します。

bc

（任意）使用可能な超過バーストサイズをバイト単位でサイズを指定

します。

be

（任意）最大情報レート（PIR）を指定します。pir

認定情報レート（CIR）を指定します。cir
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（任意）レートリミットに適合するパケットで実行されるアクション

を指定します。action引数で有効な値については、「使用上のガイド
ライン」セクションを参照してください。

conform-action アク
ション

（任意）maximum-burst-bytes引数での指定レートよりもパケットレー
トが大きい場合に、パケットで実行されるアクションを指定します。

action引数で有効な値については、「使用上のガイドライン」セクショ
ンを参照してください。

exceed-action アク
ション

（任意）maximum-burst-bytes引数での指定レートよりもパケットレー
トが大きい場合に実行されるアクションを指定します。action引数で
有効な値については、「使用上のガイドライン」セクションを参照し

てください。

violate-action アク
ション

前に定義した集約ポリサーの名前を指定し、指定された集約ポリサー

で使用するポリシーマップクラスを設定します。

aggregate名前

使用可能なインターフェイス帯域幅の割合（%）を指定します。有効
な範囲は 1～ 100です。

percentパーセント

（任意）バーストを処理するための、ミリ秒（ms）単位でのトークン
バケットサイズです。有効な範囲は 1～ 2000です。

バースト

ミリ秒を示します。帯域幅をパーセンテージで指定する場合、burst引
数の次に、このキーワードを指定する必要があります。

ms

各フローをポリシングするマイクロフローポリサーを指定します。flow

ポリシングに使用するフローマスクを指定します。mask

宛先だけのフローマスクを指定します。dest-only

フルフローマスクを指定します。full-flow

発信元だけのフローマスクを指定します。src-only

コマンドデフォルト ポリシングは実行されません。

コマンドモード
ポリシーマップクラスコンフィギュレーション（config-pmap-c）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが Supervisor Engine 720に導入されました。12.2(14)SX

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(17d)SXBに統合され、Supervisor Engine
2に実装されました。

12.2(17d)SXB
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変更箇所リリース

このコマンドが変更されました。FlexWANインターフェイスでのみ、police
bpsの最小レートが 32,000から 8,000に下げられました。

12.2(17d)SXB3

このコマンドが次のように変更されました。

• conform-actionキーワードの有効な値に set-mpls-exp-topmost-transmitが
追加されました。

• set-mpls-exp-transmitキーワードが set-mpls-exp-imposition-transmitに変
更されました。

12.2(18)SXD

このコマンドが変更されました。10ギガビットイーサネットをサポートする
ため、bpsの最大レートが、4,000,000,000 bpsから 10,000,000,000 bpsに増加さ
れました。

12.2(18)SXE

このコマンドが変更されました。CIRの最大レートが、10,000,000,000 bpsに増
加されました。

12.2(18)SXF

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが変更されました。コマンドの動作が変更され、ポリシングアク

ションは変更せずにポリシングレートパラメータだけを変更する場合、ポリ

シングアクションのデフォルトアクションは、conform-action transmit、
exceed-action drop、および violate-action dropになりました。これは、PRE3用
の Cisco 10000シリーズルータに実装されました。

12.2(31)SB

このコマンドが変更されました。コマンドの動作が変更され、ポリシングアク

ションは変更せずにポリシングレートパラメータだけを変更する場合、ポリ

シングアクションが保存されます。これは、PRE3用と PRE4用の Cisco 10000
シリーズルータに実装されました。詳細については、「使用上のガイドライ

ン」セクションを参照してください。

12.2(33)SB

このコマンドが変更されました。CIRの最大レートが、64,000,000,000 bpsに増
加されました。

12.2(33)SXH2

このコマンドが変更されました。CIRの最小トークンバケットサイズが、1バ
イトに削減されました。

12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。normal-burst-bytes、maximum-burst-bytes、お
よび burst-bytes引数の最大値が 2 Gbに増えました。bps引数の最大値が 128 Gb
に増えました。

15.0(1)SY

使用上のガイドライン Cisco IOS Release 12.2(17d)SXB3では、FlexWANインターフェイスのみ bps引数の範囲は、
8,000～ 4,000,000,000 bpsです。

名前付き集約ポリサーを作成するには、mlsqosaggregate-policer nameコマンドを使用します。
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名前付きとインターフェイスごとの、2つのタイプの集約ポリサーを作成できます。両方のタ
イプとも、次のように、複数のポートに付加できます。

• mlsqosaggregate-policerコマンドを使用して、名前付き集約ポリサーを作成します。名前
付き集約ポリサーを複数の入力ポートに対応付けると、そのポリサーが付加された全入力

ポートからの一致するトラフィックがポリシングされます。

•ポリシーマップクラスにあるインターフェイスごとの集約ポリサーは、policeコマンドを
使用して定義します。インターフェイス別集約ポリサーを複数の入力ポートに対応付ける

と、各入力ポート上の一致するトラフィックが個別にポリシングされます。

名前付き集約ポリサーの使用をクリアするには、nopoliceaggregate nameコマンドを使用しま
す。

マイクロフローポリサーを定義するには、policeflowコマンドを入力します（ARPトラフィッ
クには、マイクロフローポリシングは適用できません）。

インターフェイスごとの（名前付きではない）集約ポリサーを定義するには、policeコマンド
を入力します。

トラフィックが集約とマイクロフローの両方でポリシングされている場合、集約とマイクロフ

ローの両方のポリサーは同じポリシーマップクラスにあり、それぞれで conform-actionキー
ワードおよび exceed-actionキーワードを使用する必要があります。

アクション引数の値

action引数の有効値は、次のとおりです。

• drop：bps引数に設定されているレートを超えないパケットをドロップします。

• set-clp-transmit：ATMセル損失率優先度（CLP）を設定し、送信します。

• set-cos-inner-transmit{ new- cos}：new-cos引数の新しい内部サービスクラス（CoS）の値
に一致するトラフィックにマーク付けします。new-cos引数の有効値の範囲は0～7です。

• set-cos-transmit{ new- cos}：new-cos引数の新しいCoSの値に一致するトラフィックにマー
ク付けします。new-cos引数の有効値の範囲は 0～ 7です。

• set-cos-transmit：ATMセル損失率優先度（CLP）を設定し、送信します。

• set-dscp-transmit{ dscp-bit-pattern | dscp-value |default|ef}：新しい DSCPの値に一致するト
ラフィックにマーク付けします。

• dscp-bit-pattern：DSCPビットパターンを指定します。表 1に、有効な値のリストを
示します。

• dscp-value：DSCPの値を指定します。有効な値は 0～ 63です。
• default：パケットをデフォルト DSCP値（000000）と一致させます。
• ef：Expedited Forwarding（EF）Per-Hop Behavior（PHB）DSCPの値（101110）とパ
ケットが一致します。
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表 2 :有効な DSCPビットパターンの値

定義キーワー

ド

パケットが AF11 DSCP（001010）と一致します。af11

パケットが AF12 DSCP（001100）と一致します。af12

パケットが AF13 DSCP（001110）と一致します。af13

パケットが AF21 DSCP（010010）と一致します。af21

パケットが AF22 DSCP（010100）と一致します。af22

パケットが AF23 DSCP（010110）と一致します。af23

パケットが AF31 DSCP（011010）と一致します。af31

パケットが AF32 DSCP（011100）と一致します。af32

パケットが AF33 DSCP（011110）と一致します。af33

パケットが AF41 DSCP（100010）と一致します。af41

パケットが AF42 DSCP（100100）と一致します。af42

パケットが AF43 DSCP（100110）と一致します。af43

パケットがCS1（Precedence1）DSCP（001000）と一致します。cs1

パケットがCS2（Precedence2）DSCP（010000）と一致します。cs2

パケットがCS3（Precedence3）DSCP（011000）と一致します。cs3

パケットがCS4（Precedence4）DSCP（100000）と一致します。cs4

パケットがCS5（Precedence5）DSCP（101000）と一致します。cs5

パケットがCS6（Precedence6）DSCP（110000）と一致します。cs6

パケットがCS7（Precedence 7）DSCP（111000）と一致します。cs7

• set-frde-transmit：フレームリレー廃棄適性（FR DE）ビットを設定し、送信します。こ
れは、exceed-action actionキーワードと引数との組み合わせで有効です。

• set-mpls-exp-imposition-transmit new-mpls-exp：強制ラベルエントリのマルチプロトコル
ラベルスイッチング（MPLS）Experimental（EXP）ビットを再書き込みして、ビットを送
信します。new-mpls-exp引数により、ポリシーマップによって定義されるMPLSEXPビッ
トの設定に使用される値が指定されます。new-mpls-exp引数の有効値の範囲は 0～ 7で
す。
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• set-mpls-exp-topmost-transmit：最上位ラベルにある EXPビットを設定し、パケットを送
信します。

set-mpls-exp-topmost-transmitキーワードは、Catalyst 6500シリーズスイッチまたはCisco 7600
シリーズルータの一部のリリースではサポートされていません。

（注）

• set-prec-transmit new-precedence [ exceed-action ]：新しい IPプレシデンスの値に一致する
トラフィックにマーク付けし、送信します。new-precedence引数の有効値の範囲は 0～ 7
です。このアクションには、exceed-actionキーワードを付けることもできます。

• set-qos-transmit：qos-groupを再書き込みし、パケットを送信します。

• transmit：bps引数に設定されているレートを超えないパケットを送信します。transmit
キーワードのオプションのキーワードと引数の組み合わせは、exceed-action actionです。

続くキーワードが指定されない場合、デフォルトアクションは、次のとおりです。

• conform-actionは transmit

• exceed-actionは drop

• violate-actionは drop

Cisco 10000シリーズルータ

Cisco IOS Release 12.2(31)SBよりも前のリリースでは、ポリシングレートパラメータを変更し
てアクションパラメータを変更しない場合、アクションパラメータはデフォルトのアクショ

ンに戻ります。

たとえば、次の設定例は、testという名前のポリシーマップで設定された policeコマンドを示
しています。適合するトラフィック、超過するトラフィック、および違反するトラフィックの

ポリシングアクションが、set-clp-transmitに設定されます。その後、ポリシングレートパラ
メータがそれぞれ500000、250、および200に変更されますが、アクションは変更されません。
testポリシーマップを再度表示すると、ポリシングアクションはそれぞれデフォルトの transmit、
drop、および dropになっています。

Router# show policy-map test
Policy Map test
Class prec1
police 248000 100 10 conform-action set-clp-transmit exceed-action set-clp-transmit
violate-action set-clp-transmit
Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# policy-map test
Router(config-pmap)# class prec1
Router(config-pmap-c)# police 500000 250 200
Router(config-pmap-c)# end
Router# show policy-map test
Policy Map test
Class prec1
police 500000 250 200 conform-action transmit exceed-action drop violate-action drop
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Cisco IOS Release 12.2(33)SB以降のリリースは、デュアルポリシングアクションとポリシング
サブモードをサポートしています。そのため、レートパラメータのみを変更するためにpolice
コマンドを使用した場合、ポリシングアクションはデフォルトのアクションにならず、以前の

アクションが保持されます。

たとえば、次の設定例は、testという名前のポリシーマップの prec1という名前のトラフィッ
ククラスで設定された policeコマンドを示しています。ポリシングレートが指定され、ポリ
シングサブモードでポリシングアクションが指定されます。ポリシングレートパラメータの

みを変更した後は、ポリシングアクションはデフォルトにならず、元の設定が保持されます。

Router# show policy-map test
Policy Map test
Class prec1
police 248000 1000 100
conform-action set-clp-transmit
exceed-action set-clp-transmit
violate-action set-clp-transmit
Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# policy-map test
Router(config-pmap)# class prec1
Router(config-pmap-c)# police 500000 100 200
Router(config-pmap-c)# end
Router# show policy-map test
Policy Map test
Class prec1
police 500000 100 200
conform-action set-clp-transmit
exceed-action set-clp-transmit
violate-action set-clp-transmit

例 次に、前に定義した集約ポリサーの名前を指定し、指定された集約ポリサーで使用す

るポリシーマップクラスを設定します。

Router(config-pmap-c)# police aggregate agg1

次に、クラスマップ access-matchを使用する、police-settingという名前のポリシーマッ
プを作成する例を示します。これは、受信する IP precedenceの値を信頼するよう設定
され、証明書信頼リストの集約ポリサーおよびマイクロフローポリサーで設定されま

す。

Router# configure terminal

Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# policy-map police-setting
Router(config-pmap)# class access-match
Router(config-pmap-c)# trust ip-precedence
Router(config-pmap-c)# police 1000000000 200000 conform-action set-prec-transmit 6
exceed-action policed-dscp-transmit
Router(config-pmap-c)# police flow 10000000 10000 conform-action set-prec-transmit 6
exceed-action policed-dscp-transmit
Router(config-pmap-c)# exit
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関連コマンド 説明コマンド

QoSクラスマップコンフィギュレーションモードにアクセスし、
QoSクラスマップを設定します。

class-map

ポリシーマップで使用するために、名前付き集約ポリサーを定義し

ます。

mlsqosaggregate-policer

トラフィックポリシングを、QoSポリシーマップクラスコンフィ
ギュレーションモードまたは QoSポリシーマップクラスポリシン
グコンフィギュレーションモードで設定します。

police

ポリシーマップをインターフェイスに付加します。service-policy

クラスマップ情報を表示します。showclass-map

ポリシーマップ情報を表示します。showpolicy-map

インターフェイスに対応付けられた入力および出力ポリシーの統計

情報およびコンフィギュレーションを表示します。

showpolicy-mapinterface
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police（2つのレート）
認定情報レート（CIR）と最大情報レート（PIR）の 2つのレートを使用してトラフィックポ
リシングを設定するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで policeコ
マンドを使用します。2レートトラフィックポリシングを設定から削除するには、このコマン
ドの no形式を使用します。

police cir cir [bc conform-burst] [pir pir] [be peak-burst] [conform-action action [exceed-action
action [violate-action action]]]
no police cir

構文の説明 最初のトークンバケットが更新される認定情報レート（CIR）を指定します。cir

ビット/秒単位のCIR値です。値は 8000～ 128000000000（128Gbps）までの数
字です。

cir

（任意）最初のトークンバケットでポリシングに使用される適合バースト

（bc）サイズを指定します。
bc

（任意）バイト単位の bc値です。値は 1000～ 2000000000（2 Gb）までの数
字です。

conform-burst

（任意）2番目のトークンバケットが更新される最大情報レート（PIR）を指
定します。

pir

（任意）ビット/秒単位の PIR値です。値は 8000～ 128000000000（128 Gbps）
までの数字です。

pir

（任意）2番目のトークンバケットでポリシングに使用されるピークバース
ト（be）サイズを指定します。

be

（任意）バイト単位のピークバースト（be）サイズです。サイズは、使用す
るインターフェイスとプラットフォームによって異なります。

peak-burst

（任意）CIRおよびPIRに適合するパケットに対して実行するアクションを指
定します。

conform-action

（任意）PIRに適合するもののCIRには適合しないパケットに対して実行する
アクションを指定します。

exceed-action

（任意）PIRを超過するパケットに対して実行するアクションを指定します。violate-action
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（任意）パケットに対して実行するアクションを指定します。次のいずれかの

キーワードを指定します。

• drop：パケットをドロップします。

• set-clp-transmit：ATMセルの 0から 1の ATMセル損失率優先度（CLP）
を設定して、ATM CLPビットを 1に設定してパケットを送信します。

• set-cos-inner-transmit value：拡張 FlexWANモジュール、およびCisco 7600
シリーズルータの Cisco 7600 SIP-200と Cisco 7600 SIP-400の SPAでブ
リッジング機能の使用時に、ブリッジ処理されたフレームに対するポリシ

ングアクションとして、サービスフィールドの内部クラスを設定します。

• set-dscp-transmit new-dscp：IPDiffServコードポイント（DSCP）の値を設
定して、新しい IP DSCP値設定でパケットを送信します。

• set-dscp-tunnel-transmitvalue：トンネルマーキングのため、レイヤ2Tunnel
Protocol Version 3（L2TPv3）または Generic Routing Encapsulation（GRE）
トンネル型パケットのトンネルヘッダーで DSCPの値（0～ 63）を設定
して、新しい値でパケットを送信します。

• set-frde-transmit：フレームリレーフレーム上のフレームリレー廃棄適正
（DE）ビットを 0から 1に設定して、1に設定したDEビットが含まれる
パケットを送信します。

• set-mpls-exp-transmit：マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）
の EXPビットを 0から 7に設定して、新しいMPLS EXPビット値設定で
パケットを送信します。

• set-prec-transmit new-prec：IPプレシデンスを設定して、その新しい IP
プレシデンス値設定でパケットを送信します。

• set-prec-tunnel-transmit value：トンネルマーキングのため、L2TPv3また
はGREトンネル型パケットのトンネルヘッダーで優先順位の値（0～7）
を設定して、新しい値でパケットを送信します。

• set-qos-transmit new-qos：Quality of Service（QoS）グループの値を設定
して、新しい QoSグループ値設定でパケットを送信します。

• transmit：パケットをそのまま無変更で送信します。

action

コマンドデフォルト 2つのレートを使用するトラフィックポリシングがディセーブルにされます。

コマンドモード
ポリシーマップクラスコンフィギュレーション（config-pmap-c）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)XE
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変更箇所リリース

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Eに統合されました。12.1(1)E

このコマンドが変更されました。violate-actionキーワードが追加されました。12.1(5)T

このコマンドが変更されました。action引数に次のキーワードが追加されました。

• set-clp-transmit

• set-frde-transmit

• set-mpls-exp-transmit

12.2(2)T

このコマンドが変更されました。2レートトラフィックポリシングに対応するた
めに、cirおよび pirキーワードが追加されました。

12.2(4)T

このコマンドが変更されました。action引数の set-dscp-tunnel-transmitおよび
set-prec-tunnel-transmitキーワードが追加されました。これらのキーワードは、
Layer 2 Tunnel Protocol Version 3（L2TPv3）トンネル型パケット用です。

12.2(28)SB

このコマンドが変更されました。拡張 FlexWANモジュールでマルチポイントブ
リッジング（MPB）機能を使用する場合のために、また、Cisco 7600シリーズ
ルータの Cisco 7600 SIP-200および Cisco 7600 SIP-400の SPAでMPBを使用する
場合のために、action引数に set-cos-inner-transmitキーワードが追加されました。

12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Ciscoマルチレイヤスイッチフィーチャカード 3（MSFC3）に
搭載されている Cisco 7600シリーズルータをサポートするために変更されまし
た。

12.2(33)SRC

Generic Routing Encapsulation（GRE）トンネル型パケットのマーキングのサポー
トが含まれるように、このコマンドが変更されました。

このリリースでは、GREトンネル型パケットのマーキングは、Cisco
MGXルートプロセッサモジュール（RPM-XF）に搭載されているプ
ラットフォームでのみ、サポートされます。

（注）

12.4(15)T2

GREトンネル型パケットのマーキングのサポートと、Cisco7300シリーズルータ
のサポートが含まれるように、このコマンドが変更されました。

12.2(33)SB

このコマンドが変更されました。モジュラ Quality of Service（QoS）コマンドラ
インインターフェイス（CLI）（MQC）を使用した階層型キューイングフレー
ムワーク（HQF）のサポートが追加されました。

12.4(20)T

このコマンドが変更されました。cir、conform-burst、および pir引数の最大値が
増えました。

15.0(1)SY
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使用上のガイドライン 明示的なポリシングレートでのプライオリティの設定

明示的なポリシングレートでプライオリティクラスを設定する場合、輻輳条件に関係なく、

トラフィックはポリシングレートに限定されます。つまり、帯域幅が使用可能な場合、プライ

オリティトラフィックは、明示的なポリサーで指定されたレートを超えることはできません。

トークンバケット

2レートトラフィックポリシングでは、2つの独立したレートでのトラフィックのポリシング
に、2つのトークンバケット（Tcと Tp）を使用します。2つのトークンバケットに関して次
の点に注意してください。

• Tcトークンバケットは、パケットが 2レートポリサーで到着するたびに CIR値で更新さ
れます。Tcトークンバケットには、適合バースト（Bc）値まで含めることができます。

• Tpトークンバケットは、パケットが 2レートポリサーで到着するたびに PIR値で更新さ
れます。Tpトークンバケットには、ピークバースト（Be）値まで含めることができま
す。

トークンバケットの更新

次のシナリオは、トークンバケットの更新方法について説明したものです。

Bバイトのパケットは時間 tに着信します。最後のパケットは時間 t1に着信しました。時間 t
での CIRと PIRトークンバケットは、それぞれ Tc(t)および Tp(t)で表されます。これらの値
をこのシナリオで使用する場合、トークンバケットは次のように更新されます。

Tc(t) = min(CIR × (t-t1) + Tc(t1), Bc)

Tp(t) = min(PIR × (t-t1) + Tp(t1), Be)

トラフィックのマーキング

2レートポリサーは、指定レートに適合しているか、超過しているか、または違反していると
してパケットをマークします。次のポイント（Bバイトのパケットを使用）は、パケットがど
のようにマークされるかを示しています。

• B > Tp(t)の場合、パケットは指定レートに違反しているとマークされます。

• B > Tc(t)の場合、パケットは指定レートを超過しているとマークされ、Tp(t)トークンバ
ケットは Tp(t) = Tp(t) - Bとして更新されます。

これ以外の場合、パケットは指定レートに適合しているとマークされ、Tc(t)および Tp(t)の
トークンバケットが次のように更新されます。

Tp(t) = Tp(t) - B

Tc(t) = Tc(t) - B

たとえば、CIRが 100 kbps、PIRが 200 kbpsで、250 kbpsのレートのデータストリームが 2
レートポリサーで到着した場合、パケットは次のようにマークされます。

• 100 kbpsは、レートに適合しているとマークされます。

• 100 kbpsは、レートを超過しているとマークされます。
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• 50 kbpsは、レートに違反しているとマークされます。

パケットのマーキングとアクションの割り当てのフローチャート

この図のフローチャートは、2レートポリサーによるパケットのマーキング方法と、パケット
への対応アクション（違反、超過、または適合）の割り当て方法を示したものです。

図 3 : 2レートポリサーでのパケットのマーキングとアクションの割り当て

Cisco 7600シリーズルータ上の SIPおよび SPAの set-cos-inner-transmitアクションの使用

拡張 FlexWANモジュールでMPB機能を使用する場合や、Cisco 7600シリーズルータの Cisco
7600 SIP-200および Cisco 7600 SIP-400の SPAでMPB機能を使用する場合に、内部 CoS値を
ポリシングアクションとしてマーキングすることをサポートするために、Cisco IOS Release
12.2(33)SRAで set-cos-inner-transmitキーワードアクションが導入されました。

このコマンドは、Cisco 7600 SIP-600ではサポートされていません。

Cisco 7600シリーズルータで、SIPによってサポートされる QoSと policeコマンドの形式につ
いては、『Cisco 7600 Series SIP, SSC, and SPA Software Configuration Guide』を参照してくださ
い。

例

明示的なポリシングレートでのプライオリティの設定

次に、ネットワークの輻輳条件に関係なく、プライオリティトラフィックが1000kbps
の認定レートに限定される例を示します。

Router(config)# policy-map p1
Router(config-pmap)# class c1
Router(config-pmap-c)# police cir 1000000 conform-action transmit exceed-action drop
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2レートポリシング機能

次の例では、500 kbpsの平均認定レートと 1 Mbpsのピークレートにトラフィックを
限定するために、2レートトラフィックポリシングがクラスに設定される例を示しま
す。

Router(config)# class-map police
Router(config-cmap)# match access-group 101
Router(config-cmap)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class police
Router(config-pmap-c)# police cir 500000 bc 10000 pir 1000000 be 10000 conform-action
transmit exceed-action set-prec-transmit 2 violate-action drop
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# interface serial3/0
Router(config-if)# service-policy output policy1
Router(config-if)# end
Router# show policy-map policy1
Policy Map policy1
Class police
police cir 500000 conform-burst 10000 pir 1000000 peak-burst 10000 conform-action

transmit exceed-action set-prec-transmit 2 violate-action drop

平均認定レート（500kbps）に準拠するとしてマークされたトラフィックは、そのまま
送信されます。500 kbpsを超過しているものの 1Mbpsは超過していないとマークされ
たトラフィックは、IP precedence 2でマークされてから送信されます。1 Mbpsを超過
しているとマークされたトラフィックはすべてドロップされます。バーストパラメー

タは 10000バイトに設定されています。

次に、1.25 Mbpsのトラフィックがポリサークラスに送信（「提供」）される例を示
します。

Router# show policy-map interface serial3/0
Serial3/0
Service-policy output: policy1
Class-map: police (match all)
148803 packets, 36605538 bytes
30 second offered rate 1249000 bps, drop rate 249000 bps
Match: access-group 101
police:
cir 500000 bps, conform-burst 10000, pir 1000000, peak-burst 100000
conformed 59538 packets, 14646348 bytes; action: transmit
exceeded 59538 packets, 14646348 bytes; action: set-prec-transmit 2
violated 29731 packets, 7313826 bytes; action: drop
conformed 499000 bps, exceed 500000 bps violate 249000 bps

Class-map: class-default (match-any)
19 packets, 1990 bytes
30 seconds offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any

2レートポリサーにより、500kbpsのトラフィックが指定レートに適合とマークされ、
500 kbpsのトラフィックが指定レートを超過とマークされ、250 kbpsのトラフィック
が指定レートに違反とマークされます。レートに適合しているとマークされたパケッ

トはそのまま送信され、レートを超過しているとマークされたパケットは IPprecedence
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2でマークされてから送信されます。レートに違反しているとマークされたパケット
はドロップされます。

Cisco 7600シリーズルータ上の SIPおよび SPAのアクションとしての内部 CoS値の設
定：例

次に、仮想 LAN（VLAN）100のすべてのトラフィックをクラス「vlan-inner-100」に
フィルタリングし、vlan-inner-100クラスのトラフィックシェーピングポリシーを確
立するQoSクラスの設定例を示します。このサービスポリシーは、500 kbpsの平均認
定レートと 1 Mbpsのピークレートにトラフィックを制限し、内部 CoS値を 3に設定
します。内部 CoS値の設定はブリッジング機能を使用する場合に限ってサポートされ
るので、bridge-domainコマンドを使用してVLAN100にトラフィックをブリッジング
する ATM SPAインターフェイスの相手先固定接続（PVC）に、出力ポリシーとして
適用されるサービスポリシーも示します。

Router(config)# class-map match-all vlan-inner-100
Router(config-cmap)# match vlan inner 100
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# policy-map vlan-inner-100
Router(config-pmap-c)# police cir 500000 bc 10000 pir 1000000 be 10000 conform-action
set-cos-inner-transmit 3
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# interface atm3/0/0
Router(config-if)# pvc 100/100
Router(config-if-atm-vc)# bridge-domain 100 dot1q
Router(config-if-atm-vc)# service-policy output vlan-inner-100
Router(config-if-atm-vc)# end

関連コマンド 説明コマンド

RFC 1483 ATMブリッジングまたはRFC 1490フレームリレーブリッ
ジングで、ブリッジ処理された VLANの ATM PVCまたはフレーム
リレー DLCIへのマップをイネーブルにします。

bridge-domain

トラフィックポリシングを設定します。police

1つ以上のインターフェイスに対応付けることができるポリシーマッ
プを作成または修正し、サービスポリシーを指定します。

policy-map

ポリシーマップを入力インターフェイスまたは出力インターフェイ

スに付加して、そのインターフェイスのサービスポリシーとして使

用します。

service-policy

指定されたサービスポリシーマップに対するすべてのクラスの設

定、または、すべての既存ポリシーマップに対するすべてのクラス

の設定を表示します。

showpolicy-map
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説明コマンド

指定したインターフェイスまたはサブインターフェイス上か、イン

ターフェイス上の特定のPVCに対し、すべてのサービスポリシーに
対して設定されているすべてのクラスのパケット統計情報を表示し

ます。

showpolicy-mapinterface
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police rate（コントロールプレーン）
コントロールプレーンを宛先とするトラフィックのトラフィックポリシングを設定するには、

QoSポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードまたはコントロールプレーンコ
ンフィギュレーションモードで、policerateコマンドを使用します。トラフィックポリシング
を設定から削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

police rate units pps [burst burst-in-packets packets] [peak-rate peak-rate-in-pps pps]
[peak-burst peak-burst-in-packets packets] [conform-action action]
no police rate units pps [burst burst-in-packets packets] [peak-rate peak-rate-in-pps pps]
[peak-burst peak-burst-in-packets packets] [conform-action action]

パケット/秒（pps）の場合の構文
police rate units pps [burst burst-in-packets packets] [peak-rate peak-rate-in-pps pps]
[peak-burst peak-burst-in-packets packets]
no police rate units pps [burst burst-in-packets packets] [peak-rate peak-rate-in-pps pps]
[peak-burst peak-burst-in-packets packets]

バイト/秒（bps）の場合の構文
police rate units bps [burst burst-in-bytes bytes] [peak-rate peak-rate-in-bps bps] [peak-burst
peak-burst-in-bytes bytes]
no police rate units bps [burst burst-in-bytes bytes] [peak-rate peak-rate-in-bps bps]
[peak-burst peak-burst-in-bytes bytes]

割合の構文
police rate percent percentage [burst ms ms] [peak-rate percent percentage] [peak-burst ms
ms]
no police rate percent percentage [burst ms ms] [peak-rate percent percentage] [peak-burst
ms ms]

Cisco 10000シリーズルータの場合の構文
police rate units pps [burst burst-in-packets packets] [peak-rate peak-rate-in-pps pps]
[peak-burst peak-burst-in-packets packets] [conform-action action] [exceed-action action]
[violate-action action]
no police rate units pps [burst burst-in-packets packets] [peak-rate peak-rate-in-pps pps]
[peak-burst peak-burst-in-packets packets] [conform-action action] [exceed-action action]
[violate-action action]

SIP-400搭載の Cisco 7600シリーズルータの場合の構文
police rate units [{pps burst burst-in-packets packets|bps burst burst-in-bytes bytes}]
no police rate units [{pps burst burst-in-packets packets|bps burst burst-in-bytes bytes}]
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構文の説明 ポリシングレートです。ポリシングレートが pps単位で指定される場
合、値の有効な範囲は次のとおりです。

• Cisco 10000シリーズルータ：有効な範囲は 1～ 500000です。

• Cisco SIP-400搭載の Cisco 7600シリーズルータ：有効な範囲は 1
～ 100です。

•その他のプラットフォーム：有効な範囲は 1～ 2000000です。

ポリシングレートが bps単位で指定される場合、値の有効な範囲は次
のとおりです。

• Cisco SIP-400搭載の Cisco 7600シリーズルータ：有効な範囲は 80
～ 8000です。

•その他のプラットフォーム：有効な範囲は 8000～ 128000000000
（128 Gbps）です。

units

トラフィックがポリシングされるレートの決定に使用されるパケット/
秒（pps）を指定します。

pps

（任意）トラフィックポリシングに使用されるバーストレートをパ

ケット単位で指定します。値の有効な範囲は次のとおりです。

• Cisco 10000シリーズルータ：有効な範囲は 1～ 25000です。

• Cisco SIP-400搭載の Cisco 7600シリーズルータ：有効な範囲は 1
～ 1000です。

•その他のプラットフォーム：有効な範囲は 1～ 512000です。

burst burst-in-packets
packets

（任意）トラフィックポリシングと PIRの計算に使用される最大情報
レート（PIR）を指定します。値の有効な範囲は次のとおりです。

• Cisco 10000シリーズルータ：有効な範囲は 1～ 500000です。

•その他のプラットフォーム：有効な範囲は 1～ 512000です。

peak-rate
peak-rate-in-pps pps

（任意）トラフィックポリシングに使用されるピークバースト値をパ

ケット単位で指定します。値の有効な範囲は次のとおりです。

• Cisco 10000シリーズルータ：有効な範囲は 1～ 25000です。

•その他のプラットフォーム：有効な範囲は 1～ 512000です。

peak-burst
peak-burst-in-packets
packets

（任意）トラフィックがポリシングされるレートの決定に使用される

ビット/秒（bps）を指定します。
bps
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（任意）トラフィックポリシングに使用されるバーストレートをバイ

ト単位で指定します。値の有効な範囲は次のとおりです。

• CiscoSIP-400搭載のCisco 7600シリーズルータ：有効な範囲は 100
～ 10000です。

•その他のプラットフォーム：有効な範囲は 1000～ 2000000000（2
Gb）です。

burst burst-in-bytes
bytes

（任意）ピークレートのピークレート値をバイト単位で指定します。

有効な範囲は 1000～ 512000000です。
peak-rate
peak-rate-in-bps bps

（任意）トラフィックポリシングに使用されるピークバースト値をバ

イト単位で指定します。有効な範囲は 1000～ 2000000000（2 Gb）で
す。

peak-burst
peak-burst-in-bytes
bytes

トラフィックがポリシングされるレートを決定するために使用される

インターフェイス帯域幅のパーセンテージを指定します。

percent

帯域幅のパーセンテージです。有効な範囲は 1～ 100です。percentage

（任意）トラフィックポリシングに使用されるバーストレートをミリ

秒単位で指定します。有効な範囲は 1～ 2000です。
burst ms ms

（任意）PIRの決定に使用されるインターフェイス帯域幅のパーセン
テージを指定します。有効な範囲は 1～ 100です。

peak-ratepercent
percentage

（任意）トラフィックポリシングに使用されるピークバーストレート

をミリ秒単位で指定します。有効な範囲は 1～ 2000です。
peak-burst ms ms

（任意）ポリシングレートリミットに適合するパケットで実行される

アクションを指定します。指定可能なアクションについては、「使用

上のガイドライン」セクションを参照してください。

conform-action action

（任意）レートリミットを超過するパケットで実行されるアクション

を指定します。指定可能なアクションについては、「使用上のガイド

ライン」セクションを参照してください。

exceed-action action

（任意）ポリシングレートリミットを継続的に超過するパケットで実

行されるアクションを指定します。指定可能なアクションについては、

「使用上のガイドライン」セクションを参照してください。

violate-action action

コマンドデフォルト 無効

コマンドモード
QoSポリシーマップクラスコンフィギュレーション（config-pmap）

コントロールプレーンコンフィギュレーション（config-cp）
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コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.3(7)T

このコマンドが変更されました。このコマンドのサポートが Supervisor Engine
720に追加されました。

12.2(18)SXD1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドがCisco IOS Release 12.2(31)SB2に統合され、Cisco 10000シリーズ
ルータに実装されました。

12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco 7600 SIP-400での CoPP拡張をサポートするように変更
されました。

12.2(33)SRC

このコマンドが変更されました。burst-in-bytes、peak-burst-in-bytes、および units
引数の最大値が増えました。

15.0(1)SY

使用上のガイドライン パケット/秒（pps）、バイト/秒（bps）、またはインターフェイス帯域幅のパーセンテージで
コントロールプレーンを宛先とするトラフィックを制限するには、police rateコマンドを使用
します。

policerateコマンドが発行される場合で、レートが指定されていない場合、コントロールプレー
ンを宛先とするトラフィックは bpsに基づいてポリシングされます。

次の表に、action引数で指定できるアクションのリストを示します。

表 3 : action引数の値

説明アクション

パケットをドロップします。これは、認定ポリシングレート

を超過するか、認定ポリシングレートに違反するトラフィッ

クに対するデフォルトアクションです。

drop

ATMセルで、ATMセル損失率優先度（CLP）ビットを設定
します。有効な値は、0または 1です。

set-clp-transmit value

パケットの廃棄クラス属性を設定し、設定した新しい廃棄ク

ラスでパケットを送信します。有効な値は 0～ 7です。
set-discard-class-transmit value

IP Diffservコードポイント（DSCP）の値を設定し、設定し
た新しい IP DSCP値でパケットを送信します。有効な値は 0
～ 63です。

set-dscp-transmit value

トンネルパケットDSCPを再書き込みし、新しいDSCPの値
でパケットを送信します。有効な値は 0～ 63です。

set-dscp-tunnel-transmit value
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説明アクション

フレームリレーフレーム上のフレームリレー廃棄適格（DE）
ビットを 0から 1に設定し、1に設定した DEビットが含ま
れるパケットを送信します。

set-frde-transmit value

強制ラベルのヘッダーでマルチプロトコルラベルスイッチ

ング（MPLS）のEXPビットを設定し、設定した新しいMPLS
EXPビット値でパケットを送信します。有効な値は 0～ 7で
す。

set-mpls-exp-imposition-transmit
value

入力インターフェイス、出力インターフェイス、または両方

のMPLSラベルヘッダーで、MPLSEXPフィールドの値を設
定します。有効な値は 0～ 7です。

set-mpls-exp-transmit value

IP precedenceを設定し、設定した新しい IP precedence値でパ
ケットを送信します。有効な値は 0～ 7です。

set-prec-transmit value

トンネルパケットの IPprecedenceを設定し、設定した新しい
IP precedence値でパケットを送信します。有効な値は 0～ 7
です。

set-prec-tunnel-transmit value

QoSグループを設定し、設定した新しいQoSグループ値でパ
ケットを送信します。有効な値は 0～ 63です。

set-qos-transmit value

パケットを送信します。パケットは変更されません。transmit

例 次に、ポリシングレートリミットに適合するパケットで実行されるアクションを設定

する例を示します。

Router(config)# access-list 140 deny tcp host 10.1.1.1 any eq telnet
Router(config)# access-list 140 deny tcp host 10.1.1.2 any eq telnet
Router(config)# access-list 140 permit tcp any any eq telnet
Router(config)# class-map match-any pps-1
Router(config-cmap)# match access-group 140
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# policy-map copp-pps
Router(config-pmap)# class pps-1
Router(config-pmap)# police rate 10000 pps burst 100 packets peak-rate 10100 pps peak-burst
150 packets conform-action transmit
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# control-plane
Router(config-cp)# service-policy input copp-pps
Router(config-cp)# exit

関連コマンド 説明コマンド

1つ以上のインターフェイスに対応付けることができるポリシーマップを作
成または修正し、サービスポリシーを指定します。

policy-map

Nから P
80

Nから P

police rate（コントロールプレーン）



説明コマンド

指定されたサービスポリシーマップに対するすべてのクラスの設定、また

は、すべての既存ポリシーマップに対するすべてのクラスの設定を表示しま

す。

showpolicy-map
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police rate pdp
ポリシングレートを使用してパケットデータプロトコル（PDP）トラフィックポリシングを
設定するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードまたはポリシーマップ

クラスポリシングコンフィギュレーションモードで、policeratepdpコマンドを使用します。
PDPトラフィックポリシングを設定から削除するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

police rate pdp [burst bytes] [peak-rate pdp [peak-burst bytes]] conform-action action
exceed-action action [violate-action action]
no police rate pdp [burst bytes] [peak-rate pdp [peak-burst bytes]] conform-action action
exceed-action action [violate-action action]

構文の説明 （任意）認定バーストサイズをバイト単位で指定します。サイズは、使用す

るインターフェイスとプラットフォームによって異なります。有効な範囲は

1000～ 2000000000（2 Gb）です。デフォルトは 1500です。

burst bytes

（任意）PDPトラフィックのポリシング時に、セッションのピークレートが
考慮されるように指定します。

peak-ratepdp

（任意）ピークバーストサイズをバイト単位で指定します。サイズは、使用

するインターフェイスとプラットフォームによって異なります。有効な範囲

は 1000～ 2000000000（2 Gb）です。デフォルトは 2500です。

peak-burst
bytes

適合バーストを下回るレートのパケットに対して実行するアクションを指定

します。

conform-action

適合バーストを超えるレートのパケットに対して実行するアクションを指定

します。

exceed-action

（任意）適合バーストを違反するレートのパケットに対して実行するアクショ

ンを指定します。

violate-action

パケットに対して実行するアクションです。次のいずれかのキーワードを指

定します。

• drop：パケットをドロップします。

• set-dscp-transmit new-dscp-value：IP DiffServコードポイント（DSCP）値
を設定して、新しい IP DSCP値でパケットを送信します。

• set-prec-transmit new-prec-value：IPプレシデンスを設定して、その新し
い IPプレシデンス値でパケットを送信します。

• transmit：パケットをそのまま無変更で送信します。

action

コマンドデフォルト PDPトラフィックポリシングは無効になっています。
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コマンドモード
ポリシーマップクラスコンフィギュレーション（config-pmap-c）
ポリシーマップクラスポリシングコンフィギュレーション（config-pmap-c-police）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.3(8)XU

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(11)YJに組み込まれました。12.3(11)YJ

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.3(14)YQに組み込まれました。12.3(14)YQ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(9)Tに統合されました。12.4(9)T

このコマンドが変更されました。bytes引数の最大値が増えました。15.0(1)SY

使用上のガイドライン policeratepdpコマンドは、Cisco IOS Release 12.4(9)Tで使用できる Flow-Based QoS for GGSN
機能に含まれています。

Flow-Based QoS for GGSN機能は、Gateway General Packet Radio Service（GPRS）Support Node
（GGSN）専用に設計されています。

PDPごとのポリシング

Flow-BasedQoS forGGSN機能には、PDPごとのポリシング（セッションベースのポリシング）
が含まれています。

PDPごとのポリシングは Gateway GPRS Support Nodeトラフィックコンディショナ（3G TS
23.107）の機能の 1つで、特定の PDPコンテキストの Giインターフェイス上で受信されるト
ラフィックの最大レートを制限するために使用できます。

このポリシング機能は、PDPコンテキストにコールアドミッション制御（CAC）ネゴシエー
ションデータレートを適用します。輻輳が発生した場合に、不適合トラフィックをドロップ

するか、または不適合トラフィックを優先ドロップとしてマーキングするようにGGSNを設定
できます。

使用されるポリシングパラメータは、次のように PDPコンテキストに依存します。

• R99 Quality of Service（QoS）プロファイルを持つ GTPv1 PDPの場合、CACネゴシエー
ションQoSプロファイルの最大ビットレート（MBR）および保証ビットレート（GBR）
パラメータが使用されます。非リアルタイムトラフィックの場合、MBRパラメータだけ
が使用されます。

• R98 QoSプロファイルを持つGTPv1 PDPおよびGTPv0 PDPの場合、CACネゴシエーショ
ン QoSポリシーのピークスループットパラメータが使用されます。

PDPごとのポリシングを設定する前に、次の点に注意してください。

• GGSNで、Universal Mobile Telecommunications System（UMTS）QoSマッピングが有効に
なっている必要があります。
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• Giインターフェイスで、Cisco Express Forwarding（CEF）が有効になっている必要があり
ます。

•ダウンリンクトラフィック用に PDPごとのポリシングがサポートされるのは、Giイン
ターフェイスにおいてだけです。

• PDPコンテキストの初期パケットは、ポリシングされません。

•階層型ポリシングはサポートされません。

•フローベースのポリシングをAccess PointNetwork（APN）にアタッチされているポリシー
マップ内で設定した場合、showpolicy-mapapnコマンドによって、ポリシングの前に受信
されたパケットの総数が表示され、ポリシングカウンタは表示されません。

showpolicy-mapapnコマンドによって表示されたポリシングカウンタをクリアするには、
cleargprsaccess-pointstatisticsaccess-point-indexコマンドを使用します。

（注）

• APNに適用されているサービスポリシーは変更できません。サービスポリシーを変更す
るには、APNからサービスポリシーを削除し、サービスポリシーを変更してから再適用
します。

•それぞれに matchflowpdpが設定され、異なる DiffServコードポイント（DSCP）値が指
定されている複数のクラスマップは、DSCPが信頼されている（gprsumts-qosdscpunmodified
グローバルコンフィギュレーションコマンドが GGSN上で設定されていない）場合にの
み、ポリシーマップでサポートされます。

詳細情報

GGSNの詳細と、Flow-Based QoS for GGSN機能の設定手順については、『Cisco GGSN Release
6.0 Configuration Guide』、Cisco IOS Release 12.4(2)XBを参照してください。

Flow-Based QoS for GGSN機能を設定するには、「Configuring Per-PDP Policing」セクションの
手順に従います。

（注）

showpolicy-mapapnコマンド、gprsumts-qosdscpunmodifiedコマンド、
cleargprsaccess-pointstatisticsコマンド、およびその他の GGSN固有のコマンドの詳細につい
ては、『Cisco GGSN Release 6.0 Command Reference』、Cisco IOS Release 12.4(2)XBを参照して
ください。

例 次に、APNに適用される PDPごとのポリシングのポリシーマップの例を示します。

class-map match-all class-pdp
match flow pdp
!
! Configures a policy map and attaches this class map to it.
policy-map policy-gprs
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class class-pdp
police rate pdp
conform-action set-dscp-transmit 15
exceed-action set-dscp-transmit 15
violate-action drop

! Attaches the policy map to the APN.

gprs access-point-list gprs
access-point 1
access-point-name static
service-policy input policy-gprs

関連コマンド 説明コマンド

GGSN上の特定のアクセスポイントまたはすべてのアクセスポ
イントの統計カウンタをクリアします。

cleargprsaccess-pointstatistics

加入者データグラムが、DSCPを変更することなしに GTPパス
を介して転送されるように指定します。

gprsumts-qosdscpunmodified

PDPフローを、クラスマップ内の一致基準として指定します。matchflowpdp

APNにアタッチされているすべての入力および出力ポリシーの
統計情報と設定情報を表示します。

showpolicy-mapapn

Nから P
85

Nから P
police rate pdp



policy-map
ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始し、サービスポリシーを指定する 1つ
または複数のインターフェイスにアタッチできるポリシーマップを作成または変更するには、

グローバルコンフィギュレーションモードで policy-mapコマンドを使用します。ポリシー
マップを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

Cisco 10000および Cisco 7600シリーズルータ以外でサポートされるプラットフォーム
policy-map [type {stack|access-control|port-filter|queue-threshold|logging log-policy}]
policy-map-name
no policy-map [type {stack|access-control|port-filter|queue-threshold|logging log-policy}]
policy-map-name

Cisco 10000シリーズルータ
policy-map [type {control|service}] policy-map-name
no policy-map [type {control|service}] policy-map-name

Cisco CMTS、および 7600シリーズルータ
policy-map [type {class-routing ipv4 unicast unicast-name|control control-name|service
service-name}] policy-map-name
no policy-map [type {class-routing ipv4 unicast unicast-name|control control-name|service
service-name}] policy-map-name

構文の説明 （任意）ポリシーマップタイプを指定します。type

（任意）該当するプロトコルスタックで検索する完全一致パターンを決定し

ます。

stack

（任意）Flexible PacketMatching（FPM）機能用のポリシーマップをイネーブ
ルにします。

access-control

（任意）ポートフィルタ機能用のポリシーマップをイネーブルにします。port-filter

（任意）キューのしきい値機能用のポリシーマップをイネーブルにします。queue-threshold

（任意）コントロールプレーンのパケットロギング機能用のポリシーマッ

プをイネーブルにします。

logging

（任意）コントロールプレーンロギングのログポリシーのタイプです。log-policy

ポリシーマップ名です。policy-map-name

（任意）制御ポリシーマップを作成します。control

制御ポリシーマップの名前です。control-name

（任意）サービスポリシーマップを作成します。service
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ポリシーマップサービスの名前です。service-name

クラスルーティングポリシーマップを設定します。class-routing

クラスルーティング IPv4ポリシーマップを設定します。ipv4

クラスルーティング IPv4ユニキャストポリシーマップを設定します。unicast

ユニキャストポリシーマップ名です。unicast-name

コマンドデフォルト ポリシーマップは設定されません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)T

このコマンドが変更されました。Flexible Packet Matchingをサポートする
ために、typeキーワードと access-controlキーワードが追加されました。
コントロールプレーン保護機能をサポートするためにport-filterキーワー
ドと queue-thresholdキーワードが追加されました。

12.4(4)T

このコマンドが変更されました。コントロールプレーンパケットロギン

グをサポートするために、loggingキーワードが追加されました。
12.4(6)T

このコマンドが変更されました。Cisco 10000シリーズルータをサポート
するために、controlキーワードと serviceキーワードが追加されました。

12.2(31)SB

このコマンドが変更されました。

• typeキーワードと access-controlキーワードが、Supervisor
32/Programmable Intelligent Services Accelerator（PISA）エンジンが搭
載されている Catalyst 6500シリーズスイッチの Cisco IOSリリース
12.2(18)ZYに統合されました。

•このコマンドが、Supervisor32/PISAエンジンが搭載されているCatalyst
6500シリーズスイッチの Network-Based Application Recognition
（NBAR）機能を拡張するため、変更されました。

12.2(18)ZY

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによっ

て異なります。

12.2SX

このコマンドが変更されました。このコマンドのサポートが Cisco 7600
シリーズルータに実装されました。

12.2(33)SRC
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変更箇所リリース

このコマンドが Cisco IOS XE Release 2.1に統合され、Cisco ASR 1000シ
リーズルータに実装されました。

Cisco IOS XE
Release 2.1

このコマンドが、Cisco IOSリリース 12.2(33)SCFに統合されました。12.2(33)SCF

使用上のガイドライン 一致基準がクラスマップに定義されているクラスのポリシーを設定する前に、作成、追加、ま

たは変更するポリシーマップの名前を指定するには、policy-mapコマンドを使用します。
policy-mapコマンドにより、ポリシーマップコンフィギュレーションモードが開始されま
す。このモードでは、ポリシーマップのクラスポリシーを設定または変更することができま

す。

クラスポリシーをポリシーマップ内で設定できるのは、クラスに一致基準が定義されている

場合だけです。class-mapコマンドと matchコマンドを使用して、クラスの一致基準を設定し
ます。設定できるクラスマップは最大 64個のため、Cisco 7600システム上のQuality of Service
（QoS）クラスマップ用に示されている場合を除いて、ポリシーマップに 64個を超えるクラ
スポリシーを含めることはできません。

Cisco 7600シリーズルータの QoSクラスマップでは、この制限はクラスマップが 1024個、
ポリシーマップのクラスが 256個です。

（注）

ATM設定セル損失率優先度（CLP）ビットQoSを含むポリシーマップは、PPPoverX（PPPoX）
セッションにアタッチできません。このポリシーマップは、set atm-clpコマンドを指定しない
場合のみ適用できます。

1つのポリシーマップは、同時に複数のインターフェイスに付加できます。特に注意が示され
ている場合以外では、ポリシーマップをインターフェイスに付加しようとするときに、イン

ターフェイス上の使用可能な帯域幅が、ポリシーマップを構成しているクラスポリシーで必

要な合計帯域幅に満たない場合、付加は拒否されます。このとき、ポリシーマップが他のイン

ターフェイスにすでにアタッチされている場合、そのインターフェイスからマップが削除され

ます。

この制限は、Session Initiation Protocol（SIP）-400アクセス対向ラインカードを搭載した Cisco
7600シリーズルータには適用されません。

（注）

適用されたポリシーマップ内のクラスポリシーを変更する場合、常にクラスベース均等化

キューイング（CBWFQ）が通知され、新しいクラスは CBWFQシステムのポリシーマップの
一部としてインストールされます。
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サブスクライバプロファイルを介したポリシーマップのインストールは、サポートされませ

ん。サポートされていないポリシーマップを設定した場合で、多数のセッションがある場合、

同等数の多数のメッセージがコンソールに表示されます。たとえば、32,000のセッションがあ
る場合、32,000のメッセージが 9,600ボーでコンソールに表示されます。

（注）

クラスキュー（Cisco 10000シリーズルータのみ）

Performance Routing Engine（PRE）2では、ポリシーマップで 31個のクラスキューを設定でき
ます。

ポリシーマップでは、PRE3により 1つのプライオリティレベル 1のキュー、1つのプライオ
リティレベル 2のキュー、12個のクラスキュー、および 1つのデフォルトキューを設定でき
ます。

制御ポリシー（Cisco 10000シリーズルータのみ）

制御ポリシーは、指定されたイベントと条件に対応してシステムが実行するアクションを定義

します。

制御ポリシーは 1つ以上の制御ポリシールールで作成されます。制御ポリシールールは、制
御クラスと1つ以上のアクションを関連付けたものです。制御クラスは、アクションが実行さ
れる前に満たされる必要がある条件を定義します。

制御ポリシーの定義には次の 3つの手順があります。

1. class-maptypecontrolコマンドを使用して、1つ以上の制御クラスマップを作成します。

2. policy-maptypecontrolコマンドを使用して、制御ポリシーマップを作成します。

制御ポリシーマップには 1つ以上の制御ポリシールールが含まれます。制御ポリシールール
は、制御クラスマップを 1つ以上のアクションに関連付けます。アクションに番号が付けら
れ、順に実行されます。

1. service-policytypecontrolコマンドを使用して、コンテキストに制御ポリシーマップを適用
します。

サービスポリシー（Cisco 10000シリーズルータのみ）

サービスポリシーマップとサービスプロファイルには、トラフィックポリシーとその他の機

能のコレクションが含まれています。トラフィックポリシーとは、どのセッショントラフィッ

クにどの機能を適用するかを定義するものです。また、サービスポリシーマップまたはサー

ビスプロファイルには、ネットワーク転送ポリシーという、セッションデータパケットをネッ

トワークに転送する方法を指定する、特定のタイプのトラフィックポリシーが含まれていま

す。
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ポリシーマップの制限（Catalyst 6500シリーズスイッチのみ）

Cisco IOS Release 12.2(18)ZYには、Supervisor 32/PISAエンジンが搭載された Catalyst 6500シ
リーズスイッチ用のソフトウェアが含まれています。このリリースおよびプラットフォームに

は、ポリシーマップと matchコマンドの使用に関する次の制限があります。

•ポリシーマップがインターフェイスにアタッチされている場合、既存のポリシーマップ
を変更することはできません。ポリシーマップを変更するには、service-policyコマンド
の no形式を使用して、インターフェイスからポリシーマップを削除します。

•ポリシーマップにはトラフィッククラスが含まれています。トラフィッククラスには、
プロトコルタイプまたはアプリケーションに基づいてパケットを照合する（およびグルー

プにまとめる）ために使用できる、1つ以上のmatchコマンドが含まれています。必要に
応じて任意の数のトラフィッククラスを作成できます。ただし、次の制限が適用されま

す。

• 1つのトラフィッククラスは、最大 8個のプロトコルまたはアプリケーションに一致
するように設定できます。

•複数のトラフィッククラスは、累積で最大 95個のプロトコルまたはアプリケーショ
ンに一致するように設定できます。

例 次に、「policy1」と呼ばれるポリシーマップの作成方法と、そのポリシーマップに含
まれる 2つのクラスポリシーの設定方法の例を示します。「class1」という名前のク
ラスポリシーにより、アクセスコントロールリスト（ACL）136に一致するトラフィッ
クのためのポリシーが指定されます。2つ目のクラスは、設定されている一致基準を
満たさないパケットが誘導されるデフォルトクラスです。

! The following commands create class-map class1 and define its match criteria:
class-map class1
match access-group 136
! The following commands create the policy map, which is defined to contain policy
! specification for class1 and the default class:
policy-map policy1
class class1
bandwidth 2000
queue-limit 40
class class-default
fair-queue 16
queue-limit 20

次に、「policy9」という名前のポリシーマップの作成方法と、そのマップに属する 3
つのクラスポリシーの設定方法の例を示します。これらのクラスのうち、2つのクラ
スにより、番号付きACLまたはインターフェイス名のいずれかに基づいた一致基準を
指定するクラスマップのクラスに対し、ポリシーが指定されます。また、1つのクラ
スにより、設定されている一致基準を満たさないパケットが誘導される、「class-default」
という名前のデフォルトクラスに対し、ポリシーが指定されます。

policy-map policy9

class acl136
bandwidth 2000
queue-limit 40
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class ethernet101
bandwidth 3000
random-detect exponential-weighting-constant 10
class class-default
fair-queue 10
queue-limit 20

次に、セッションの開始時にQoSサービスを開始するように設定されたモジュラQoS
コマンドラインインターフェイス（MQC）ポリシーマップの例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# policy-map type control TEST
Router(config-control-policymap)# class type control always event session-start
Router(config-control-policymap-class-control)# 1
service-policy type service name QoS_Service
Router(config-control-policymap-class-control)# end

Cisco 10000シリーズルータのみの例

次の例は、「rule4」という名前の制御ポリシーマップの設定を示しています。制御ポ
リシーマップ rule4には、「class3」という名前の制御クラスと、ネットワークアクセ
スサーバ（NAS）ポート IDを使用してサブスクライバを承認するためのアクション
を関連付ける、1つのポリシールールが含まれています。制御ポリシーマップをグ
ローバルに適用するために、service-policytypecontrolコマンドが使用されています。

class-map type control match-all class3
match vlan 400
match access-type pppoe
match domain cisco.com
available nas-port-id
!
policy-map type control rule4
class type control class3
authorize nas-port-id

!
service-policy type control rule4

次の例は、「redirect-profile」という名前のサービスポリシーマップの設定を示してい
ます。

policy-map type service redirect-profile
class type traffic CLASS-ALL
redirect to group redirect-sg

Cisco CMTSルータの例

次に、802.1pドメインのポリシーマップを定義する例を示します。
enable
configure terminal
policy-map cos7
class cos7
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set cos 2
end

次に、MPLSドメインのポリシーマップを定義する例を示します。
enable
configure terminal
policy-map exp7
class exp7
set mpls experimental topmost 2
end

関連コマンド DescriptionCommand

ポリシーマップに属するクラスに割り当てる帯

域幅を指定または変更します。

bandwidth(policy-mapclass)

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を

指定し、ポリシーを設定する前にそのデフォル

トクラスを指定します。

class(policy-map)

帯域幅が設定または変更されるデフォルトクラ

スを指定します。

classclass-default

指定したクラスへのパケットのマッチングに使

用するクラスマップを作成します。

class-map

デフォルトクラスポリシーの一部として

class-defaultクラスで使用するために予約するダ
イナミックキューの数を指定します。

fair-queue(class-default)

指定したACLをベースにクラスマップに対して
一致基準を設定します。

matchaccess-group

ポリシーマップで設定されているクラスポリ

シー用にキューで維持できるパケットの最大数

の指定または修正を行います。

queue-limit

WREDまたは DWREDをイネーブルにします。random-detect(interface)

キューの平均サイズ計算のためのWREDおよび
DWRED指数加重係数を設定します。

random-detectexponential-weighting-constant

特定の IP precedenceに対するWREDパラメータ
と DWREDパラメータを設定します。

random-detectservice-policyprecedence

インターフェイスまたはVCのサービスポリシー
として使用されるポリシーマップを入力のイン

ターフェイスまたは VC（あるいは出力のイン
ターフェイスまたは VC）にアタッチします。

service-policy
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DescriptionCommand

ポリシーマップを設定するときのATMCLPビッ
トを設定します。

set atm-clpprecedence
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policy-map copp-peruser
コントロールプレーンポリシングおよび保護（CoPP）のユーザごとのポリシーを定義するポ
リシーマップを作成するには、グローバルコンフィギュレーションモードで

policy-mapcopp-peruserコマンドを使用します。ディセーブルにするには、このコマンドのno
形式を使用します。

policy-map copp-peruser
no policy-map copp-peruser

構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

コマンドデフォルト ポリシーマップは設定されません。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRB

使用上のガイドライン CoPPを設定するときに、このコマンドを使用して CoPPのユーザごとのポリシーを作成しま
す。

例 次の例では、CoPPのユーザごとのポリシーマップを作成します。

Router(config)# policy-map copp-peruser
Router(config-pmap)# class arp-peruser
Router(config-pmap-c)# police rate 5 pps burst 50 packets
Router(config-pmap-c)# class dhcp-peruser
Router(config-pmap-c)# police rate 10 pps burst 100 packets

関連コマンド 説明コマンド

ARPのユーザごとのパケットの照合に使用するクラスマップを作成し
ます。

class-maparp-peruser

ポリシーマップに対する加入者アクセストラフィックに一致します。matchsubscriberaccess
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precedence
仮想回線（VC）バンドルへの割り当て、つまりそのバンドルのすべての VCメンバーへの適
用が可能なVCクラスに優先レベルを設定するには、VC-classコンフィギュレーションモード
で precedenceコマンドを使用します。VCクラスから優先レベルを削除するには、このコマン
ドの no形式を使用します。

バンドルの VCまたは相手先固定接続（PVC）メンバーの優先レベルを設定するには、ATM
VCバンドルメンバーの bundle-VCコンフィギュレーションモード、または ATM相手先選択
接続（SVC）の SVC-bundle-memberコンフィギュレーションモードで precedenceを使用しま
す。VCまたは PVCから優先レベルを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

precedence [{otherrange}]
no precedence

構文の説明 （任意）明示的には設定されない、0～ 7の範囲の任意の優先レベルです。other

（任意）0～ 7の数値で指定される単一の優先レベル、またはハイフンで連結した範囲
で指定される優先レベルの範囲です。

range

コマンドデフォルト デフォルトの設定は、otherで、明示的に設定されない、0～ 7の範囲の任意の優先レベルに
なります。

コマンドモード
VC-classコンフィギュレーション（VCクラスの場合）
Bundle-VCコンフィギュレーション（ATM VCバンドルメンバーの場合）
SVC-bundle-memberコンフィギュレーション（ATM SVCの場合）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1(22)CC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(3)Tに統合されました。バンドルの VC
メンバーの優先レベルを設定できるように拡張されました。

12.0(3)T

このコマンドが、SVC-bundle-memberコンフィギュレーションモードで使用でき
るようになりました。

12.2(4)T

このコマンドが、Cisco 12000シリーズインターネットルータで 8ポートのOC-3
STM-1 ATMラインカードの VC-classおよび bundle-vcコンフィギュレーション
モードで使用できるようになりました。

12.0(23)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA
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変更箇所リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン VCまたは PVCバンドルメンバーに優先レベルを割り当てると、IP precedenceレベルを複数の
VC/PVCバンドルメンバーに分散できるため、差別化サービスを作成できます。単一の優先レ
ベルまたはレベルの範囲をバンドル内の個々のVC/PVCにマップできます。これにより、バン
ドル内の VC/PVCがさまざまな優先レベルによってマーク付けされたパケットを伝送できま
す。または、precedenceotherコマンドを使用して、他の VC/PVCについては、明示的に設定
されない優先レベルにマーク付けされたトラフィックをVC/PVCによって伝送できることを示
します。 precedence other コマンドを使用して設定可能なバンドル内のVC/PVCは 1つのみで
す。この VC/PVCは、デフォルトと見なされます。

VC-classコンフィギュレーションモードでこのコマンドを使用するには、まずグローバルコ
ンフィギュレーションモードで vc-classatmコマンドを入力します。precedenceコマンドを含
むVCクラスがスタンドアロンVC（バンドルメンバーではないVC）に付加されている場合、
このコマンドは効果がありません。

precedenceコマンドを使用して bundle-VCコンフィギュレーションモードで個々のバンドル
メンバーを設定するには、まず bundleコマンドを入力して、設定対象の VCメンバーを追加
または変更するバンドルにバンドルコンフィギュレーションモードを指定します。その後、

pvc-bundleコマンドを使用して、作成または変更する VCを指定し、バンドル VCコンフィ
ギュレーションモードにします。

VCバンドルの VCは、次の設定継承ガイドラインに従います（2番目に高い優先順位の順に
リストされています）。

• bundle-VCモードの VC設定

•バンドルモードのバンドルコンフィギュレーション（および、割り当てられた VC-class
コンフィギュレーションの影響）

•サブインターフェイスモードのサブインターフェイス設定

例 次はprecedenceコマンドを含む「control-class」という名前のクラスの設定例です。こ
のコマンドは、バンドルに適用すると、そのバンドルのすべての VCメンバーが IP
precedenceレベル 7のトラフィックを伝送するように設定します。ただし、このバン
ドルの VCメンバーは precedenceコマンドを使用して、bundle-VCレベルで個々に設
定される場合があることに注意してください。

vc-class atm control-class
precedence 7

次は PVC 401（名前は「control-class」）の設定例で、4～ 2の範囲の IP precedenceレ
ベルを持ったトラフィックを伝送し、VC-classコンフィギュレーションを使用したVC
の優先レベルマッピング設定を上書きします。
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pvc-bundle control-class 401
precedence 4-2

関連コマンド DescriptionCommand

VCバンドルに割り当てることができるVCクラスのバン
ピングルールを設定します。

bump

バンドルを作成するか、または既存のバンドルを修正し

てバンドルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

bundle

VCクラスを ATM PVC、SVC、または VCバンドルメン
バーに割り当てます。

class-vc

特定のフレームリレー PVCバンドルメンバーに対して
DSCP値を指定します。

dscp(frame-relayvc-bundle-member)

IP precedence値を一致基準として識別します。matchprecedence

VCバンドルへのマッピング、つまりそのバンドルのすべ
ての VCメンバーに適用する、VCクラスのMPLS EXP
ビット値を設定します。

mplsexperimental

VCバンドルメンバーへのアプリケーションの保護され
たグループまたは保護されたVCステータスを持つVCク
ラスを設定します。

protect

バンドルに対してバンドルのメンバーとして PVCを追加
し、PVCバンドルメンバーを設定するために bundle-vc
コンフィギュレーションモードに入ります。

pvc-bundle

ATM PVCに名前を割り当て、ATM PVCのカプセル化タ
イプを指定し、interface-ATM-VCコンフィギュレーショ
ンモードに入ります。

pvc

UBR QoSを設定し、ATM PVC、SVC、VCクラス、また
はVCバンドルメンバーの出力ピークセルレートを指定
します。

ubr

UBR QoSを設定し、ATM PVC、SVC、VCクラス、また
はVCバンドルメンバーの出力ピークセルレートと出力
最小保証セルレートを指定します。

ubr+
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DescriptionCommand

可変ビットレート非リアルタイム（VBR-NRT）QoSを設
定し、ATM PVC、SVC、VCクラス、または VCバンド
ルメンバーの出力ピークセルレート、出力平均セルレー

ト、および、出力最大バーストセルサイズを指定しま

す。

vbr-nrt

ATM VCまたはインターフェイスの VCクラスを設定し
ます。

vc-classatm
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precedence（WREDグループ）
特定の IPプレシデンスの重み付けランダム早期検出（WRED）または VIP分散WRED
（DWRED）を設定するには、ランダム検出グループコンフィギュレーションモードで
precedenceコマンドを使用します。グループの各 IPプレシデンスの値をデフォルト値に戻す
には、このコマンドの no形式を使用します。

precedence precedence min-threshold max-threshold mark-probability-denominator
no precedence precedence min-threshold max-threshold mark-probability-denominator

構文の説明 IPプレシデンス番号です。値の範囲は 0～ 7です。precedence

パケット数での最小しきい値。値の範囲は1～4096です。キュー
の平均の長さがこの数に達すると、WREDまたはDWREDは指定
された IPプレシデンスを持つパケットをドロップし始めます。

min-threshold

パケット数での最大しきい値。値の範囲は、min-threshold～4096
です。平均キューの長さがこの数を超えると、WREDまたは
DWREDは指定された IPプレシデンスを持つすべてのパケットを
ドロップします。

max-threshold

平均キューの深さがmax-thresholdの場合にドロップされるパケッ
トの割合の分母です。たとえば、分母が 512の場合、平均キュー
が max-thresholdのときに、512パケットごとに 1パケットがド
ロップされます。値は 1～ 65536です。デフォルトは 10です。
つまり、max-thresholdに達したときに、10パケットにつき 1つの
パケットがドロップされます。

mark-probability-denominator

コマンドデフォルト すべての IPプレシデンスについて、mark-probability-denominator引数は 10で、max-threshold
引数は出力バッファリング容量とインターフェイスの伝送速度に基づきます。

デフォルトの min-threshold引数は IPプレシデンスに応じて異なります。IPプレシデンス 0の
min-threshold引数は、max-threshold引数の半分になります。残りの IPプレシデンスの値は、
max-threshold引数の半分から max-threshold引数までの間に、等間隔に配置されます。各 IPプ
レシデンスのデフォルトの最小値の一覧については、以下の「使用上のガイドライン」のセク

ションにある表を参照してください。

コマンドモード
Random-detect-groupコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1(22)CC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA
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変更箇所リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン WREDは、輻輳が存在するときにランダムにパケットをドロップすることでトラフィックを遅
くする輻輳回避メカニズムです。DWREDはWREDに類似していますが、RouteSwitchProcessor
（RSP）の代わりに Versatile Interface Processor（VIP）が使用されます。

使用する場合、このコマンドは random-detect-groupコマンドの後に発行します。

インターフェイスで random-detectgroupコマンドを設定すると、パケットの IPプレシデンス
に基づいて、パケットに対する優先処理が行われます。異なる IPプレシデンスに対する処理
を調節するには、precedenceコマンドを使用します。

WREDまたは DWREDでドロップするパケットを決定する際に IPプレシデンスを無視する場
合は、各 IPプレシデンスに同じパラメータでこのコマンドを入力します。最小しきい値およ
び最大しきい値には、妥当な値を設定します。

デフォルトのWREDまたは DWREDパラメータ値は、最適な使用可能データに基づきます。
値を変更することでアプリケーションに利点があると判断した場合を除き、パラメータのデ

フォルト値を変更しないことを推奨します。

（注）

次の表に、各 IPプレシデンスのデフォルトの最小値を示します。

表 4 :デフォルトWRED最小しきい値

最小しきい値（最大しきい値の分数）IP
precedence

8/160

9/161

10/162

11/163

12/164

13/165

14/166

15/167
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例 次の例では、異なる IPプレシデンスについて、sanjoseという名前のWREDパラメー
タグループのパラメータを指定します。

random-detect-group sanjose
precedence 0 32 256 100
precedence 1 64 256 100
precedence 2 96 256 100
precedence 3 128 256 100
precedence 4 160 256 100
precedence 5 192 256 100
precedence 6 224 256 100
precedence 7 256 256 100

関連コマンド DescriptionCommand

WREDパラメータグループの平均キューサイズ計算のための
指数加重係数を設定します。

exponential-weighting-constant

per-VCWREDまたは per-VC DWREDをイネーブルにします。random-detect(perVC)

WREDまたは DWREDパラメータグループを定義します。random-detect-group

特定の IP PrecedenceのWREDパラメータと DWREDパラメー
タを設定します。

random-detectprecedence

すべてまたは選択した設定済みキューイング戦略を表示しま

す。

showqueueing

インターフェイスまたはVCのキューイングの統計情報を表示
します。

showqueueinginterface
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preempt-priority
アップストリームかダウンストリームネイバーまたはローカルクライアントアプリケーショ

ンからのシグナルがなかった場合に PATHおよびRESVメッセージに挿入するリソース予約プ
ロトコル（RSVP）サービス品質（QoS）優先順位を指定するには、ローカルポリシー設定モー
ドで preempt-priorityコマンドを使用します。優先順位を削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

preempt-priority [traffic-eng x] setup-priority [hold-priority]
no preempt-priority [traffic-eng x] setup-priority [hold-priority]

構文の説明 （任意）トラフィックエンジニアリング（TE）予約の優先順位の上限を示しま
す。x値の範囲は 0～ 7で、番号が小さいほど予約の優先順位が高くなります。
非 TE予約の場合は、x値の範囲は 0～ 65535で、番号が大きくなるほど予約の
優先順位が高くなります。

traffic-eng
x

初回にインストールされる場合の予約の優先順位を示します。値の範囲は 0～ 7
です。0は優先順位が最も高いことを意味します。TE予約の場合、デフォルト
値は 7です。TE以外の予約ではデフォルトは 0です。

setup-priority

（任意）インストール済みの場合の予約の優先順位を示します。省略すると、こ

の引数のデフォルトは setup-priorityになります。値の範囲は 0～ 7です。0は優
先順位が最も高いことを意味します。TE予約の場合、デフォルト値は 7です。
TE以外の予約ではデフォルトは 0です。

hold-priority

コマンドデフォルト これらの値を設定した後に RSVP QoS優先順位を指定します。

コマンドモード
ローカルポリシー設定

コマンド履歴 変更箇所リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(13)T

使用上のガイドライン RSVP QoSまたはMPLS/TEセッションから発信できるセットアップまたは保持の最大優先度
を指定するには、preempt-priorityコマンドを使用します。これらの制限を超えると、
PATHERROR、RESVERROR、またはローカルアプリケーションエラーが返されます。

受信メッセージに、このポリシーで許可されるよりも高い優先順位を要求するプリエンプショ

ン優先順位がある場合、メッセージは拒否されます。TEトンネルにプリエンプション優先順
位を設定する場合は、tunnel mpls traffic-eng priorityコマンドを使用します。

1つのポリシーには、preempt-priority traffic-engおよび preempt-priorityコマンドを指定でき、こ
のコマンドは、TEおよびTE以外のエンドポイントまたはミッドポイントが混同して含まれる
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サブネットを識別するアクセスコントロールリスト（ACL）にポリシーをバインドする場合
に便利です。

プリエンプションの予約を選択すると、RSVPは低い優先順位の予約をプリエンプション処理
した後に高い優先順位の予約を処理します。プリエンプション優先順位が同じ TE以外の予約
が複数ある場合、RSVPは最も古い予約を最初に選択します。

例 次は、セットアップ優先順位が 0で、保持優先度が 5の例です。

Router(config-rsvp-local-policy)# preempt-priority 0 5

関連コマンド 説明コマンド

RSVP要求に対する認証の実行方法を決定します。iprsvppolicylocal

RSVPは低い優先順位の予約から帯域幅を取得して、新規の優先
順位が高い予約に割り当てます。

iprsvppolicypreempt

MPLS TEトンネルのセットアップおよび予約優先順位を設定し
ます。

tunnelmplstraffic-engpriority
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priority
ポリシーマップ内のトラフィックのクラスに優先順位を割り当てるには、ポリシーマップク

ラスコンフィギュレーションモードで priorityコマンドを使用します。以前に指定したクラ
スのプライオリティを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

priority {bandwidth-kbps|percent percentage} [burst]
no priority {bandwidth-kbps|percent percentage} [burst]

構文の説明 プライオリティトラフィックに許可される保証帯域幅（キロビット/秒
（kbps））。帯域幅の量は、使用中のインターフェイスとプラットフォームに
よって異なります。保証帯域幅を超えると、非プライオリティトラフィック

がなくならないようにするため、プライオリティトラフィックが輻輳のイベ

ントでドロップされます。値は 1～ 2,000,000 kbpsである必要があります。

bandwidth-kbps

保証帯域幅の分量が、使用可能な帯域幅の割合（%）によって指定されること
を、指定します。

percent

プライオリティクラス用に確保する使用可能な帯域幅の合計。指定できる値

の範囲は 1～ 100です。
percentage

（任意）バイト単位のバーストサイズ。バーストサイズは、トラフィックの

一時的なバーストに対応するネットワークを設定します。デフォルトバース

ト値は、設定されている帯域幅レートで、200ミリ秒のトラフィックとして計
算され、burst引数が指定されていない場合に使用されます。バーストの範囲は
32～ 2000000バイトです。

burst

コマンドデフォルト プライオリティは設定されません。

コマンドモード
ポリシーマップクラスコンフィギュレーション（config-pmap-c）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.0(7)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)XE5に統合されて、Versatile
Interface Processor（VIP）に分散型低遅延キューイング（VIP用の低遅
延キューイング）機能の一部として実装されました。

12.0(5)XE5

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(9)Sに統合されて、VIPに分散型
低遅延キューイング（VIP用の低遅延キューイング）機能の一部として
実装されました。

12.0(9)S

このコマンドが変更されました。burst引数がキーワードが追加されま
した。

12.1(2)E
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変更箇所リリース

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(3)Tに統合されました。12.1(3)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されて、VIPに分散型
低遅延キューイング（VIP用の低遅延キューイング）機能の一部として
実装されました。

12.1(5)T

このコマンドが変更されました。percentキーワードおよび percentage
引数が追加されました。

12.2(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

このコマンドが Cisco IOS XE 2.1に統合され、Cisco ASR 1000シリーズ
アグリゲーションサービスルータに実装されました。

Cisco IOS XE Release
2.1

このコマンドが変更されました。bandwidth-kbps引数に使用できる値が
変更されました。値は 8～ 2,000,000 kbpsである必要があります。

15.1(1)T

このコマンドが変更されました。bandwidth-kbps引数に使用できる値が
変更されました。値は 1～ 2,000,000 kbpsである必要があります。

15.2(1)T

このコマンドが、Cisco ASR 901シリーズルータに実装されました。15.4(1)S

使用上のガイドライン このコマンドは、クラスベース均等化キューイング（CBWFQ）の絶対優先キューイング（PQ）
の場合に、低遅延キューイング（LLQ）を設定します。完全 PQでは、音声などの遅延に敏感
なデータを、他のキューのパケットをキューから取り出す前にキューから取り出して送信でき

ます。

priorityコマンドを使用すると、（User Datagram Ports（UDP）ポートだけではなく）さまざま
な基準に基づいてクラスを設定し、優先順位を割り当てることができます。これは、シリアル

インターフェイスと ATM相手先固定接続（PVC）で使用できます。類似の iprtppriorityコマ
ンドを使用すると、UDPポート番号のみに基づいてプライオリティフローを決定することが
でき、ATM PVCでは使用できません。

デバイスが輻輳していない場合は、プライオリティクラストラフィックの割り当て帯域幅を

超えることができます。デバイスが輻輳している場合、割り当てられた帯域幅を超えるプライ

オリティクラストラフィックは破棄されます。

同じポリシーマップ内では、bandwidthコマンドおよび priorityコマンドは、同じクラスに使
用できません。しかしこれらのコマンドは、同じポリシーマップでは一緒に使用できます。
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ポリシーマップで、1つまたは複数のクラスにプライオリティステータスを指定できます。単
一ポリシーマップ内の複数のクラスがプライオリティクラスとして設定されると、これらの

クラスからのすべてのトラフィックが、同じ単一のプライオリティキューにキューイングされ

ます。

クラスポリシー設定が含まれているポリシーマップがインターフェイスに付加されて、その

インターフェイスのサービスポリシーが決定される場合、使用可能な帯域幅が評価されます。

インターフェイスの帯域幅が不十分なことが原因で、特定のインターフェイスにポリシーマッ

プがアタッチできない場合、そのポリシーは、正常にアタッチされていたすべてのインター

フェイスから削除されます。

帯域割り当ての詳細については、『Cisco IOS Quality of Service Solutions Configuration Guide』の
「Congestion Management Overview」を参照してください。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータでは、bandwidth-kbpsや percentage
などの条件付きプライオリティレートリミッタの使用は、3レイヤポリシーマップ設定の最
下位レベル（孫またはリーフ）ではサポートされません。3レベルポリシーの最下位レベルで
は、条件付きリミッタは適用されません。ただし、完全ポリサーによるプライオリティは、こ

のレベルの階層でサポートされます。この制約は、フラットまたは 2レベル階層型ポリシー
マップには適用されません。

（注）

例 次に、policy1という名前のポリシーマップで、50 kbpsの保証帯域幅と 60バイトの 1
回限りのバーストサイズで PQを設定する例を示します。

Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class voice
Router(config-pmap-c)# priority 50 60

次に、policy1という名前のポリシーマップが適用されているインターフェイス上で、
使用可能な帯域幅の 10%を voiceという名前のクラス用に予約する例を示します。

Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class voice
Router(config-pmap-c)# priority percent 10

関連コマンド 説明コマンド

ポリシーマップに属するクラスに割り当てる帯域幅を指定または変

更します。

bandwidth

UDP宛先ポートの範囲に属する RTPパケットフローセットについ
て、完全プライオリティキューを予約します。

iprtppriority

UDP宛先ポートの範囲に属すRTPパケットフローのセット用に、特
殊キューを確保します。

iprtpreserve

Nから P
106

Nから P
priority



説明コマンド

CBWFQ、LLQ、および IPRTPプライオリティに割り当てるインター
フェイス帯域幅のパーセント比率を変更します。

max-reserved-bandwidth

VIPベースのインターフェイスのWFQについて、情報と統計情報を
表示します。

showinterfacesfair-queue

指定されたサービスポリシーマップに対するすべてのクラスの設

定、または、すべての既存ポリシーマップに対するすべてのクラス

の設定を表示します。

showpolicy-map

指定したインターフェイスまたはサブインターフェイス上か、イン

ターフェイス上の特定のPVCに対し、すべてのサービスポリシーに
対して設定されているすべてのクラスのパケット統計情報を表示し

ます。

showpolicy-mapinterface

特定のインターフェイスまたは VCのキュー内部のパケットのコン
テンツを表示します。

showqueue
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priority（10000シリーズ）
ポリシーマップでトラフィッククラスに優先順位を割り当てるには、Cisco 10000シリーズ
ルータのQoSポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで priorityコマンドを使
用します。クラスの優先処理を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

priority
no priority

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
QoSポリシークラスコンフィギュレーション（config-pmap-c）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.0(17)SL

このコマンドが拡張され、パーセントベース帯域幅レートをサポートするように

なりました。

12.0(20)ST

このコマンドが変更され、ESR-PRE1で絶対優先キューイングが使用できるように
なりました。

12.0(25)S

このコマンドが ESR-PRE2に実装されました。12.2(16)BX

このコマンドが変更され、ESR-PRE2で絶対優先キューイングが使用できるように
なりました。

12.3(7)XI1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(31)SBに統合されました。12.2(31)SB

使用上のガイドライン Cisco IOS Release 12.0(25)Sおよび Release 12.3(7)XI1以降の priorityコマンドでは、絶対優先
キューイングを使用できます。帯域幅レートをキロビット/秒（kbps）またはリンク帯域幅の
パーセンテージで指定するには、policeまたは police percentコマンドを使用します。

絶対優先キューイングを使用すると、リンク上の現在の輻輳レベルに関係なく、優先キューに

入れるパケットの低遅延を保証します。

Cisco IOS Release 12.0(25)Sおよび Release 12.3(7)XIより前のリリースで帯域幅レートを指定す
る場合、priorityコマンドを使用します。

（注）

priorityコマンドを使用すると、ポリシーマップでトラフィッククラスに優先順位を割り当て
られます。ルータは優先処理をプライオリティクラスに割り当てるため、プライオリティ
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キューイングでは音声など遅延の影響を受けやすいデータを、他のキューのパケットより前に

キュー解除して送信できます。

policeコマンドで帯域幅パラメータを指定すると、プライオリティクラスに帯域幅を保証し、
そのプライオリティクラスからのパケットのフローを制限します。

priorityコマンドを使用すると、次のインターフェイスでプライオリティキューイングがサポー
トされます。

• Physical

•マルチリンク PPPおよびマルチリンクフレームリレー

• ATM整形（ピークセルレートを指定）未指定ビットレート（UBR）の相手先固定接続
（PVC）およびポイントツーポイントサブインターフェイス

• ATM固定ビットレート（CBR）PVCおよびポイントツーポイントサブインターフェイス

• ATM可変ビットレート（VBR）PVCおよびポイントツーポイントサブインターフェイス

•ラベル制御 ATM（LC-ATM）サブインターフェイス

•フレームリレー PVC、ポイントツーポイントサブインターフェイス、およびマップクラ
ス

•イーサネット VLAN

priorityコマンドを使用しても、次のインターフェイスではプライオリティキューイングはサ
ポートされません。

• ATM非整形（ピークセルレートを指定しない）UBR PVCおよびポイントツーポイント
サブインターフェイス

• IPトンネル

•仮想アクセス

Cisco 10000シリーズルータ

Cisco 10000シリーズルータでは、発信インターフェイスでのみ priorityコマンドをサポートし
ています。着信インターフェイスでは、priorityコマンドはサポートされません。

プライオリティキューイングの制限事項

•各ポリシーマップで指定できるプライオリティクラスは 1つのみです。

•プライオリティサービスでは random-detectまたは bandwidthコマンドを設定できません。

例 次の例では、ポリシーマップ policy1の class-defaultに優先順位を割り当てます。

Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# priority

Nから P
109

Nから P

priority（10000シリーズ）



関連コマンド DescriptionCommand

ポリシーマップに属しているクラスに割り当てる帯域幅を指定し

ます。

bandwidth(policy-mapclass)

インターフェイスで送受信するトラフィックの最大レートを制御

します。

police

インターフェイスで利用可能な帯域幅の割合に基づいてトラフィッ

クポリシングを設定します。

police（percent）

VC単位WREDまたはVC単位VIP分散WREDを有効にします。randomdetect（perVC）
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priority（SIP400）
クラスマップに絶対スケジュール優先を設定するには、ポリシーマップクラスコンフィギュ

レーションモードでpriorityコマンドを使用します。以前に指定したクラスの優先度レベルを
削除するには、このコマンドの no形式を引数を指定せずに使用します。

priority [level {1|2}] [{kbps [burst]|percent percentage [burst]}]
no priority

構文の説明 （任意）複数レベルの絶対優先サービスモデルを定義します（1は高レベル、
2は低レベル）。特定のレベルの優先サービスが設定されたトラフィッククラ
スをイネーブルにすると、その特定のレベルの優先サービスがイネーブルにさ

れたすべてのトラフィックに、単一の優先キューが関連付けられることになり

ます。デフォルトは 1です。

level {1 | 2

（任意）プライオリティトラフィックに対して許可される、kbps単位での保
証帯域幅です。帯域幅の量は、使用中のインターフェイスとプラットフォーム

によって異なります。保証帯域幅を超えると、非プライオリティトラフィック

がなくならないようにするため、プライオリティトラフィックが輻輳のイベン

トでドロップされます。範囲：1～ 2480000。

kbps

（任意）バーストサイズをバイト単位で指定します。バーストサイズは、ト

ラフィックの一時的なバーストに対応するネットワークを設定します。burst引
数を指定しないと、デフォルトのバースト値が使用されます。範囲：18～
2000000。デフォルト：設定された帯域幅レートで 200ミリ秒のトラフィック
です。

burst

（任意）プライオリティクラス用に残しておく合計の利用可能な帯域幅のパー

センテージを指定します。範囲は 1～ 100です。
percent
percentage

コマンドデフォルト すべてのトラフィックで低いプライオリティキューが使用されます。

コマンドモード
ポリシーマップクラスコンフィギュレーション（config-pmap-c）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SXI

使用上のガイドライン 1つのポリシーマップ内に 2つのレベルのプライオリティキューを作成するには、priorityコ
マンドを入力します。レベル 2のプライオリティキューからのパケットは、レベル 1プライオ
リティキューが空のときのみ送信されるようにスケジュールされます。

優先帯域幅およびパーセンテージには次の制限事項があります。

•出力方向のみでサポートされます。
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• ATM共有ポートアダプタ（SPA）ではサポートされません。

優先度レベルには次の制限事項があります。

• 2つの優先度レベル（priorityまたは priority level 1と priority level 2）のみがサポートされ
ます。

•優先順位は出力方向のみでサポートされます。

•優先順位は、ATM SPAでサポートされていません。

プライオリティ機能の厳密なレベルおよびレベルごとのカウントを表示するには、

showpolicy-mapinterfaceコマンドを入力します。

同じポリシーマップ内では、bandwidthコマンドおよび prioritylevelコマンドは、同じクラス
に使用できません。ただし、これらのコマンドは、同じポリシーマップでは使用できます。

同じポリシーマップ内では、shapeコマンドおよび prioritylevelコマンドは、同じクラスに使
用できません。ただし、これらのコマンドは、同じポリシーマップでは使用できます。

ポリシーマップで、1つまたは複数のクラスにプライオリティステータスを指定できます。
ルータは単一のプライオリティキューを同じ優先度レベルが有効になっているすべてのトラ

フィックに関連付け、ハイレベルプライオリティキューが空になると、次レベルのプライオ

リティキューと非プライオリティキューを処理します。

同じポリシーマップ内の異なる 2つのクラスに同じ優先度レベルを指定することはできませ
ん。

同じポリシーマップ内の異なる 2つのクラスに priorityコマンドおよび prioritylevelコマンド
は指定できません。たとえば、prioritykbpsまたは prioritypercentpercentageコマンドおよび
prioritylevelコマンドを異なるクラスに指定することはできません。

prioritylevelコマンドが特定レベルのプライオリティサービスで設定されている場合、queue-limit
および random-detectコマンドは、その優先度レベルの単一クラスが設定されている場合のみ
使用できます。

いかなる優先度レベルであっても、デフォルトキューをプライオリティキューに設定するこ

とはできません。

例 次の例は、複数レベルのプライオリティキューの設定方法を示しています。この例で

は、Customer1という名前のトラフィッククラスに高い優先順位（レベル1）が割り当
てられており、Customer2という名前のクラスにはレベル2の優先順位が割り当てられ
ています。Customer2トラフィックが妨げられないように、Customer1トラフィックは
使用可能な帯域幅の 30%でポリシングされています。

Router# config terminal
Router(config)# policy-map Business
Router(config-pmap)# class Customer1
Router(config-pmap-c)# priority level 1
Router(config-pmap-c)# police 30
Router(config-pmap-c)# exit
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Router(config-pmap)# class Customer2
Router(config-pmap-c)# priority level 2

次に、policy1という名前のポリシーマップで、50 kbpsの保証された帯域幅と 60バイ
トの 1回限りのバーストサイズでプライオリティキューを設定する例を示します。

Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class voice
Router(config-pmap-c)# priority 50 60

次の例では、policy1という名前のポリシーマップが付加されているインターフェイス
上で、使用可能な帯域幅の 10%が音声クラス用に確保されます。

Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class voice
Router(config-pmap-c)# priority percent 10

関連コマンド 説明コマンド

ポリシーマップに属するクラスに割り当てる帯域幅を指定または変

更します。

bandwidth

トラフィッククラスに優先順位を割り当てます。priority

ポリシーマップに設定されたクラスポリシー用にキューが保持でき

る最大パケット数を指定します。

queue-limit

インターフェイスで重み付けランダム早期検出（WRED）を有効に
します。

random-detect

発信トラフィックのクラスに最大データレートを指定します。shape

インターフェイスに対応付けられているポリシーの統計情報および

設定を表示します。

showpolicy-mapinterface

Nから P
113

Nから P

priority（SIP400）



priority-group

Cisco IOS Release 15.1(3)Tでは、priority-groupコマンドは表示されません。このコマンドは
Cisco IOSソフトウェアで引き続き使用できますが、CLIのインタラクティブヘルプでは、コ
マンドラインで疑問符を入力して表示しようとしても表示されません。このコマンドは、将来

のリリースで完全に削除されます。つまり、適切な代替コマンド（またはコマンドシーケン

ス）を使用する必要があります。代わりに使用するコマンドのリストなど、詳細については、

『Cisco IOSQuality of Service SolutionsConfigurationGuide』の「LegacyQoSCommandDeprecation」
機能ドキュメントを参照してください。

（注）

指定された優先リストをインターフェイスに割り当てるには、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードで priority-groupコマンドを使用します。指定された優先度グループの割り
当てを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

priority-group list-number
no priority-group list-number

構文の説明 インターフェイスに割り当てられた優先リスト番号。1～16の数字。list-number

コマンドデフォルト 無効

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが変更されました。このコマンドが非表示になりました。15.1(3)T

使用上のガイドライン 1つのインターフェイスに 1つのリストのみを割り当てることができます。優先出力キューイ
ングには、インターフェイスから送信されるパケットの優先順位付け機能があります。

出力キューの現在のステータスを表示するには、showqueueingおよび showinterfacesコマンド
を使用します。
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例 次の例では、シリアルインターフェイス 0の伝送パケットが優先リスト 1に分類され
ます。

interface serial 0
priority-group 1

次は、シリアルトンネル（STUN）接続のシリアルリンクのアドレスに基づいてキュー
イングプライオリティを確立する例です。優先度グループを出力インターフェイスに

割り当てるには、priority-groupインターフェイスコンフィギュレーションコマンド
を使用する必要があることに注意してください。

stun peer-name 172.16.0.0
stun protocol-group 1 sdlc
!
interface serial 0
! Disable the ip address for interface serial 0:
no ip address
! Enable the interface for STUN:
encapsulation stun
!
stun group 2
stun route address 10 tcp 172.16.0.1 local-ack priority
!
! Assign priority group 1 to the input side of interface serial 0:
priority-group 1
! Assign a low priority to priority list 1 on serial link identified
! by group 2 and address A7:
priority-list 1 stun low address 2 A7

関連コマンド DescriptionCommand

LUアドレスに基づいてキューイングプライオリティを確立す
る手順の 1つとして、LUをキューイングプライオリティに
マップします。

locaddr-priority-list

優先リストの他の規則に一致しないパケット用にプライオリ

ティキューを割り当てます。

priority-listdefault

特定のインターフェイスから着信するパケットのキューイング

プライオリティを確立します。

priority-listinterface

プロトコルタイプに基づいてキューイングの優先順位を設定

します。

priority-listprotocol

TCPポートに基づいて BSTUNまたは STUNキューイングプ
ライオリティを確立します。

priority-listprotocoliptcp

シリアルリンクのアドレスに基づいて、STUNキューイング
プライオリティを確立します。

priority-listprotocolstunaddress

各プライオリティキューで待機可能なパケットの最大数を指

定します。

priority-listqueue-limit
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DescriptionCommand

ルータまたはアクセスサーバで設定されているすべてのイン

ターフェイスの統計情報を表示します。

showinterfaces

特定のインターフェイスまたはVCのキュー内部のパケットの
コンテンツを表示します。

showqueue

すべてまたは選択した設定済みキューイング戦略を表示しま

す。

showqueueing
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priority level
複数のプライオリティキューを設定するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーショ

ンモードで priority levelコマンドを使用します。以前に指定したクラスの優先度レベルを削
除するには、このコマンドの no形式を使用します。

priority level level
no priority level level

構文の説明 複数レベルの絶対優先サービスモデルを定義します。特定のレベルのプライオリティ

サービスが設定されたトラフィッククラスを有効にすると、その特定のレベルのプライ

オリティサービスが有効にされたすべてのトラフィックに、単一のプライオリティキュー

が関連付けられることになります。

有効な値は、1（高プライオリティ）～ 4（低プライオリティ）です。デフォルトは 1で
す。CiscoASR1000シリーズルータおよびCiscoASR903シリーズルータの有効な値は、
1（高プライオリティ）～ 2（低プライオリティ）です。デフォルトは 1です。

level

コマンドデフォルト 優先度レベルのデフォルトレベルは 1です。

コマンドモード
ポリシーマップクラスコンフィギュレーション（config-pmap-c）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが、複数レベルの絶対優先キューイングをサポート

するために追加され、PRE3用の Cisco 10000シリーズルータに実
装されました。

12.2(31)SB2

このコマンドが Cisco ASR 1000シリーズルータに実装されまし
た。

Cisco IOS XE Release 2.1

このコマンドがCiscoASR903シリーズルータに実装されました。Cisco IOS XEリリース
3.7S

使用上のガイドライン 同じポリシーマップ内では、bandwidthおよび priority levelコマンドを同じクラスに使用で
きません。ただし、これらのコマンドは、同じポリシーマップでは使用できます。

同じポリシーマップ内では、shapeおよび priority levelコマンドを同じクラスに使用できま
せん。ただし、これらのコマンドは、同じポリシーマップでは使用できます。

ポリシーマップで、1つまたは複数のクラスにプライオリティステータスを指定できます。
ルータは単一のプライオリティキューを同じ優先度レベルが有効になっているすべてのトラ

フィックに関連付け、空になるまでハイレベルプライオリティキューを処理した後、次レベ

ルのプライオリティキューと非プライオリティキューを処理します。
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同じポリシーマップ内の異なる 2つのクラスに同じ優先度レベルを指定することはできませ
ん。

同じポリシーマップ内の異なる 2つのクラスに priorityコマンドおよび priority levelコマン
ドは指定できません。たとえば、priority bandwidth kbpsまたは priority percent percentageコ
マンドおよび priority levelコマンドを異なるクラスに指定することはできません。

priority levelコマンドが特定レベルのプライオリティサービスで設定されている場合、
queue-limitおよび random-detectコマンドは、その優先度レベルの単一クラスが設定されてい
る場合のみ使用できます。

いかなる優先度レベルであっても、デフォルトキューをプライオリティキューに設定するこ

とはできません。

Cisco 10000シリーズルータ、Cisco ASR 1000シリーズルータ、および Cisco ASR 903シリー
ズルータ

Cisco 10000シリーズルータ、Cisco ASR 1000シリーズルータ、および Cisco ASR 903シリー
ズルータでは、プライオリティサービスの 2つのレベルであるレベル 1（高）およびレベル 2
（低）がサポートされます。優先度レベルを指定しないと、ルータではデフォルトのレベル 1
が使用されます。レベル1では、トラフィッククラスに低遅延動作が割り当てられる必要があ
ります。ハイレベルキューが空になるまで処理された後、次レベルキューと非プライオリティ

キューが処理されます。

例 次の例は、複数レベルのプライオリティキューの設定方法を示しています。この例で

は、Customer1という名前のトラフィッククラスに高い優先順位（レベル1）が割り当
てられており、Customer2という名前のクラスにはレベル2の優先順位が割り当てられ
ています。Customer2トラフィックでの帯域幅不足を防ぐために、Customer1トラフィッ
クは使用可能な帯域幅の 30%でポリシングされています。

Router> enable
Router# config terminal
Router(config)# policy-map Business
Router(config-pmap)# class Customer1
Router(config-pmap-c)# priority level 1
Router(config-pmap-c)# police 30
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# class Customer2
Router(config-pmap-c)# priority level 2

関連コマンド 説明コマンド

ポリシーマップに属するクラスに割り当てる帯域幅を指定または変

更します。

bandwidth

トラフィッククラスに優先順位を割り当てます。priority
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説明コマンド

指定したインターフェイスまたはサブインターフェイス上か、イン

ターフェイス上の特定のPVCに対し、すべてのサービスポリシーに
対して設定されているすべてのクラスのパケット統計情報を表示し

ます。設定されているすべての優先度レベルの統計情報が表示され

ます。

showpolicy-mapinterface
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priority-list default
優先リストの他のどのルールにも一致しないパケットにプライオリティキューを割り当てるに

は、グローバルコンフィギュレーションモードで priority-listdefaultコマンドを使用します。
デフォルトに戻すか、デフォルトとしてnormalを割り当てるには、このコマンドのno形式を
使用します。

priority-list list-number default {high|medium|normal|low}
no priority-list list-number default

構文の説明 優先リストを識別する 1～ 16の番号。list-number

プライオリティキューのレベル。このコマンドの no形式を使用
する場合は、normalキューになります。

high |medium | normal |
low

コマンドデフォルト このコマンドはデフォルトではディセーブルになっています。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン 複数のルールを使用する場合、システムでは表示された順序で優先順位設定が読み取られるこ

とに注意してください。パケットの分類時に、システムは priority-listコマンドで指定された
ルールリストから一致するプロトコルまたはインターフェイスタイプを検索します。一致す

ると、パケットが適切なキューに割り当てられます。システムは指定された順序でリストを検

索し、ルールとの初回の一致で検索は終了します。

例 次は、優先リストの他のどのルールにも一致しないパケットのプライオリティキュー

を低プライオリティに設定する例です。

priority-list 1 default low

関連コマンド DescriptionCommand

指定した優先リストをインターフェイスに割り当てます。priority-group
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DescriptionCommand

特定のインターフェイスから着信するパケットのキューイングプライ

オリティを確立します。

priority-listinterface

プロトコルタイプに基づいてキューイングの優先順位を設定します。priority-listprotocol

各プライオリティキューで待機可能なパケットの最大数を指定します。priority-listqueue-limit

特定のインターフェイスまたは VCのキュー内部のパケットのコンテ
ンツを表示します。

showqueue

すべてまたは選択した設定済みキューイング戦略を表示します。showqueueing
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priority-list interface
特定のインターフェイスから着信するパケットのキューイングプライオリティを確立するに

は、グローバルコンフィギュレーションモードでpriority-listinterfaceコマンドを使用します。
リストからエントリを削除するには、このコマンドの no形式を適切な引数を指定して使用し
ます。

priority-list list-number interface interface-type interface-number {high|medium|normal|low}
no priority-list list-number interface interface-type interface-number {high|medium|normal|low}

構文の説明 優先リストを識別する1～16の番号。list-number

インターフェイスのタイプ。interface-type

インターフェイスの番号。interface-number

プライオリティキューのレベル。high |medium | normal |
low

コマンドデフォルト デフォルトでは、キューイングプライオリティは確立されません。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン 複数のルールを使用する場合、システムでは表示された順序で優先順位設定が読み取られるこ

とに注意してください。パケットの分類時に、システムは priority-listコマンドで指定された
ルールリストから一致するプロトコルまたはインターフェイスタイプを検索します。一致す

ると、パケットが適切なキューに割り当てられます。システムは指定された順序でリストを検

索し、ルールとの初回の一致で検索は終了します。

例 次は、シリアルインターフェイス 0に着信するリストを中プライオリティのキューレ
ベルに割り当てる例です。

priority-list 3 interface serial 0 medium
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このコマンドは、インターフェイスへのパケットの割り当て方法を指定するルールを

定義します。ルールを定義したら、priority-groupコマンドを使用してパケットを実際
にインターフェイスへ割り当てます。

（注）

関連コマンド DescriptionCommand

指定した優先リストをインターフェイスに割り当てます。priority-group

優先リストの他の規則に一致しないパケット用にプライオリティキュー

を割り当てます。

priority-listdefault

プロトコルタイプに基づいてキューイングの優先順位を設定します。priority-listprotocol

各プライオリティキューで待機可能なパケットの最大数を指定します。priority-listqueue-limit

特定のインターフェイスまたは VCのキュー内部のパケットのコンテ
ンツを表示します。

showqueue

すべてまたは選択した設定済みキューイング戦略を表示します。showqueueing
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priority-list protocol
プロトコルタイプに基づいてキューイングプライオリティを確立するには、グローバルコン

フィギュレーションモードで priority-listprotocolコマンドを使用します。プロトコルタイプ
別に割り当てられた優先リストエントリを削除するには、このコマンドの no形式を適切な引
数を指定して使用します。

priority-list list-number protocol protocol-name {high|medium|normal|low} queue-keyword
keyword-value
no priority-list list-number protocol protocol-name {high|medium|normal|low} queue-keyword
keyword-value

構文の説明 優先リストを識別する 1～ 16の番号。list-number

プロトコルタイプ：aarp、appletalk、arp、bridge（透過）、clns、
clns_es、clns_is、compressedtcp、cmns、decnet、decnet_node、
decnet_router-l1、decnet_router-l2、dlsw、ip、ipx、pad、rsrb、
stun、および x25。

protocol-name

プライオリティキューのレベル。high |medium | normal |
low

使用可能なキーワードは、fragments、gt、list、lt、tcp、および
udpです。キーワードと値の詳細については、「使用上のガイド
ライン」セクションの表 20を参照してください。

queue-keyword
keyword-value

コマンドデフォルト キューイングプライオリティは確立されません。

コマンドモード
グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが変更されました。apollo、vines、および xnsキーワードはプロト
コルタイプのリストから削除されました。これらのプロトコルは、Release
12.2(13)TでApolloDomain、BanyanVINES、およびXeroxNetwork Systems（XNS）
が削除されたため、削除されました。

12.2(13)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX
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使用上のガイドライン 単一プロトコルで複数のルールを使用する場合、システムでは表示された順序で優先順位設定

が読み取られることに注意してください。パケットの分類時に、システムは priority-listコマ
ンドで指定されたルールリストから一致するプロトコルタイプを検索します。一致すると、

パケットが適切なキューに割り当てられます。システムは指定された順序でリストを検索し、

ルールとの初回の一致で検索は終了します。

decnet_router-l1キーワードはすべてのレベル 1ルータ（エリア内ルータ）のマルチキャスト
アドレスを示し、decnet_router-l2キーワードはすべてのレベル 2ルータ（エリア間ルータ）
を示します。

dlsw、rsrb、および stunキーワードはダイレクトカプセル化のみを意味します。

次の表を使用して、ご使用のシステムに対応したキューイングプライオリティを設定します。

表 5 :プロトコルプライオリティキューのキーワードと値

説明オプション

定義済みの優先度レベルをフラグメント化された IPパケットに割り当てます
（IPのみで使用する場合）。具体的には、このコマンドはフラグメントオフ
セットフィールドがゼロではない IPパケットに一致します。フラグメント化
された IPパケットの最初のフラグメントはフラグメントオフセットがゼロの
ため、このようなパケットはこのコマンドでは一致しません。

フラグメントオフセットがゼロではないパケットには、TCPまたは
User Datagram Protocol（UDP）ヘッダーがないため、tcpまたは udp
キーワードを使用するこのコマンドの他のインスタンスでは、このよ

うなパケットが一致することはありません。

（注）

fragments

バイト数の最小値を指定します。パケットサイズが byte-count引数に入力され
た値よりも大きい場合に、割り当てられた優先度レベルが有効になります。

発信インターフェイスでMACカプセル化を行うためのバイト数もパ
ケットサイズに追加する必要があります。

（注）

gt byte-count

AppleTalk、ブリッジング、IP、IPX、VINES、またはXNSで使用する場合、ト
ラフィックプライオリティを指定されたリストに従って割り当てます。

list-number引数は、指定された protocol-nameに対応した、access-listグローバ
ルコンフィギュレーションコマンドで指定したアクセスリスト番号です。た

とえば、プロトコルがAppleTalkの場合、list-numberはAppleTalkの有効なアク
セスリスト番号である必要があります。

list
list-number

バイト数の最大値を指定します。パケットサイズが byte-count引数に入力され
た値よりも小さい場合に、割り当てられた優先度レベルが有効になります。

発信インターフェイスでMACカプセル化を行うためのバイト数もパ
ケットサイズに追加する必要があります。

（注）

lt byte-count
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説明オプション

定義済みの優先度レベルを、指定されたポートで送受信するTCPセグメントに
割り当てます（IPのみで使用する場合）。表 21に一般的な TCPサービスとそ
のポート番号を示します。

tcpポート

定義済みの優先度レベルを、指定されたポートで送受信するUDPパケットに割
り当てます（IPのみで使用する場合）。表 22に一般的な UDPサービスとその
ポート番号を示します。

udpポート

表 6 :一般的な TCPサービスとそのポート番号

ポー

ト

サービス

20FTP data

21FTP

25簡易メール転送プロトコル（SMTP）

23Telnet

TCPサービスとそのポート番号の完全なリストを表示するには、Router(config)#などのヘルプ
文字列を入力します。prioritylist4protocolipmediumtcp?

（注）

表 7 :一般的な UDPサービスとそのポート番号

ポー

ト

サービス

53ドメインネームシステム（DNS）

2049ネットワークファイルシステム（NFS）

111リモートプロシージャコール（RPC）

161SNMP

69TFTP

UDPサービスとそのポート番号の完全なリストを表示するには、Router(config)#などのヘルプ
文字列を入力します。prioritylist4protocolipmediumudp?

（注）
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上の表には、より一般的な TCPおよび UDPポート番号の一部が示されています。ただし、任
意のポート番号を指定して優先順位付けができるため、このリストに制限されるわけではあり

ません。TFTP、FTPなどのプロトコルでは、初回のリクエストのみポート 69を使用します。
後続のパケットで使用するのは、ランダムに選択されたポート番号です。これらのプロトコル

タイプの場合、ポート番号を使用すると、キュー登録済みのトラフィックを管理する方法とし

ては有効に機能しません。

（注）

例 次の例では、任意の優先リスト番号として 1を割り当て、DECnetをプロトコルタイ
プに指定し、このインターフェイスから送信する DECnetパケットの優先度レベルを
高にします。

priority-list 1 protocol decnet high

次の例では、200バイトよりも大きいサイズのすべてのDECnetパケットで優先度レベ
ルを中にする方法を示します。

priority-list 2 protocol decnet medium gt 200

次の例では、200バイトよりも小さいサイズのすべてのDECnetパケットで優先度レベ
ルを中にする方法を示します。

priority-list 4 protocol decnet medium lt 200

次の例は、IPアクセスリスト 10に一致するトラフィックの優先度レベルを高にする
方法を示します。

priority-list 1 protocol ip high list 10

次の例は、Telnetパケットの優先度レベルを中にする方法を示します。

priority-list 4 protocol ip medium tcp 23

次の例は、UDP DNSパケットの優先度レベルを中にする方法を示します。

priority-list 4 protocol ip medium udp 53

次の例は、イーサネットタイプコードアクセスリスト 201に一致するトラフィック
の優先度レベルを高にする方法を示します。

priority-list 1 protocol bridge high list 201

次の例は、TCPカプセル化を使用した Data-Link Switching Plus（DLSw+）の優先度レ
ベルを高にする方法を示します。

priority-list 1 protocol ip high tcp 2065

次の例は、ダイレクトカプセル化を使用した DLSw+トラフィックの優先度レベルを
高にする方法を示します。
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priority-list 1 protocol dlsw high

このコマンドは、インターフェイスへのパケットの割り当て方法を指定するルールを

定義します。ルールを定義したら、priority-groupコマンドを使用してパケットを実際
にインターフェイスへ割り当てます。

（注）

関連コマンド DescriptionCommand

指定した優先リストをインターフェイスに割り当てます。priority-group

優先リストの他の規則に一致しないパケット用にプライオリティキュー

を割り当てます。

priority-listdefault

特定のインターフェイスから着信するパケットのキューイングプライ

オリティを確立します。

priority-listinterface

各プライオリティキューで待機可能なパケットの最大数を指定します。priority-listqueue-limit

特定のインターフェイスまたは VCのキュー内部のパケットのコンテ
ンツを表示します。

showqueue

すべてまたは選択した設定済みキューイング戦略を表示します。showqueueing
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priority-list queue-limit
各プライオリティキューに待機可能なパケットの最大数を指定するには、グローバルコンフィ

ギュレーションモードでpriority-listqueue-limitを使用します。normalキューを選択するには、
このコマンドの no形式を使用します。

priority-list list-number queue-limit high-limit medium-limit normal-limit low-limit
no priority-list list-number queue-limit

構文の説明 優先リストを識別する 1～ 16の番号。list-number

プライオリティキューの最大長。4つの引数のいずれかに 0値
を指定すると、その特定のキューではサイズが無制限になりま

す。これらの引数のデフォルト値については、次の表を参照し

てください。

high-limit medium-limit
normal-limit low-limit

コマンドデフォルト なし。このコマンドの「使用上のガイドライン」セクションの次の表で、デフォルトのキュー

制限引数のリストを参照してください。

コマンドモード
グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン プライオリティキューがオーバーフローすると、超過したパケットは破棄され、該当する場合

はそのプロトコルに関するメッセージを送信できます。

次の表にデフォルトのキュー制限値を示します。

表 8 :デフォルトのプライオリティキューのパケット制限数

パケットの制

限

プライオリティキューの引

数

20high-limit

40medium-limit

60normal-limit
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パケットの制

限

プライオリティキューの引

数

80low-limit

プライオリティキューイングが有効で、キュー内にアクティブな統合サービスデジタル網

（ISDN）コールがある場合、priority-listqueue-limitコマンドの設定を変更すると、キューか
らそのコールがドロップされます。プライオリティキューイングの詳細については、『Cisco
IOS Quality of Service Solutions Configuration Guide』を参照してください。

（注）

例 次に、プライオリティキューの最大パケット数を 10に設定する例を示します。

Router(config)# priority-list 2 queue-limit 10 40 60 80

関連コマンド DescriptionCommand

指定した優先リストをインターフェイスに割り当てます。priority-group

優先リストの他の規則に一致しないパケット用にプライオリティキュー

を割り当てます。

priority-listdefault

特定のインターフェイスから着信するパケットのキューイングプライオ

リティを確立します。

priority-listinterface

プロトコルタイプに基づいてキューイングの優先順位を設定します。priority-listprotocol

特定のインターフェイスまたはVCのキュー内部のパケットのコンテンツ
を表示します。

showqueue

すべてまたは選択した設定済みキューイング戦略を表示します。showqueueing
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priority-queue cos-map
インターフェイスコンフィギュレーションコマンドモードでCoS値を受信/送信絶対優先キュー
にマップするには、priority-queuecos-mapコマンドを使用します。デフォルトマッピングに
戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

priority-queue cos-map queue-id cos1 [cos2 [cos3 [cos4 [cos5 [cos6 [cos7 [cos8]]]]]]]
no priority-queue cos-map

構文の説明 キュー番号。有効値は 1です。queue-id

CoS値。有効値は 0～ 7です。cos1

（任意）CoS値。有効値は、0～7です。...cos8

コマンドデフォルト デフォルトマッピングはキュー 1で、次の受信および送信完全プライオリティキューで CoS
5にマッピングされます。

• 1p1q4t受信キュー

• 1p1q0t受信キュー

• 1p1q8t受信キュー

• 1p2q2t送信キュー

• 1p3q8t送信キュー

• 1p7q8t送信キュー

• 1p3q1t送信キュー

• 1p2q1t送信キュー

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されました。12.2(14)SX

このコマンドが、Supervisor Engine 2に実装され、Cisco IOSRelease 12.2(17d)SXB
に統合されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドがサポートされるようになりました。12.2(50)SY
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使用上のガイドライン

Cisco IOS Release 12.2(50)SY以降では、platform qos queueing-onlyコマンドまたは auto qos
defaultコマンドが設定されている場合のみ、このコマンドを有効にできます。

（注）

完全優先キューに CoS値をマッピングする場合、次の点に注意してください。

•キュー番号は、常に 1です。

•キューにマッピングする、最大 8つの CoS値を入力できます。

例 次に、ギガビットイーサネットポート 1/1の完全プライオリティキューに、CoS値 7
をマッピングする例を示します。

Router(config-if)# priority-queue cos-map 1 7
Router(config-if)#

関連コマンド 説明コマンド

キューイング情報を表示します。show queueing
interfaces
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priority-queue queue-limit
インターフェイスにプライオリティキューのサイズを設定するには、インターフェイスコン

フィギュレーションモードで priority-queuequeue-limitコマンドを使用します。デフォルトの
プライオリティキューサイズに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

priority-queue queue-limit パーセント
no priority-queue queue-limit パーセント

構文の説明 プライオリティキューサイズ（%）。有効な値は1～100です。パーセン

ト

コマンドデフォルト グローバルサービス品質（QoS）が有効な場合は、プライオリティキューサイズは 15です。
グローバル QoSが無効な場合は、プライオリティキューサイズは 0です。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.2(18)SXF2

このコマンドがサポートされるようになりました。12.2(50)SY

使用上のガイドライン

Cisco IOS Release 12.2(50)SY以降では、platform qos queueing-onlyコマンドまたは auto qos
defaultコマンドが設定されている場合のみ、このコマンドを有効にできます。

（注）

このコマンドは、次のモジュールでサポートされています。

• WS-X6501-10GE--1p2q1t1

• WS-X6148A-GE--1p3q8t2

• WS-X6148-45--1p3q8t

• WS-X6148-FE-SFP--1p3q8t

• WS-X6748-SFP--1p3q8t

• WS-X6724-SFP--1p7q8t 3

1 1p2q1t：絶対優先キューが 1つ、各キューにWRED廃棄しきい値が 1つ、設定不可（100%）のテールドロップしきい値が 1つ指定された標
準キューが 2つ。

2 1p3q8t：絶対優先キューが 1つ、各キューにWRED廃棄しきい値が 8つ指定された標準キューが 3つ。
3 1p7q8t：絶対優先キューが 1つ、各キューにWRED廃棄しきい値が 8つ指定された標準キューが 7つ。
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• WS-X6704-10GE--1p7q4t4

• WS-SUP32-10GB-3E--1p7q4t

• WS-SUP32-GB-3E--1p3q8t

• WS-X6708-10GE--1p7q4t

例 次の例では、インターフェイスにプライオリティキューサイズを設定する方法を示し

ています。

priority-queue queue-limit 15

関連コマンド 説明コマンド

キューイング情報を表示します。showqueueinginterface

4 1p7q4t：絶対優先キューが 1つ、各キューにWRED廃棄しきい値が 4つ指定された標準キューが 7つ。
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pvc-bundle
仮想回線（VC）をバンドルのメンバーとしてバンドルに追加し、bundle-VCコンフィギュレー
ションモードにして VCバンドルメンバーを設定するには、バンドルコンフィギュレーショ
ンモードで pvc-bundleコマンドを使用します。バンドルから VCを削除するには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

pvc-bundle pvc-name [vpi/] [vci]
no pvc-bundle pvc-name [vpi/] [vci]

構文の説明 相手先固定接続（PVC）バンドルの名前。pvc-name

（任意）この PVCの ATMネットワーク仮想パス識別子（VPI）。/と vpi値がない
場合の vpi値のデフォルトは 0です。

Cisco 7200および 7500シリーズルータでは、値の範囲は 0～ 255です。Cisco 4500
および 4700ルータでの値の範囲は 0～ 1で、8192を atmvc-per-vpコマンドで設定
した値で割ったときの商より小さい値です。

vpiおよび vci引数は両方を 0に設定できません。一方が 0の場合、もう一方は 0に
できません。

vpi /

（任意）この PVCの ATMネットワーク仮想チャネル識別子（VCI）。この値は 0
～ 1の範囲で、atmvc-per-vpコマンドによってこのインターフェイスに対して設定
された最大値未満です。一般的に、低い値 0～ 31は、特定のトラフィック（運用管
理および保守（OAM）、相手先選択接続（SVC）シグナリング、統合ローカルマネ
ジメントインターフェイス（ILMI）など）のために予約されており、使用できませ
ん。

VCIは、ATMセルのヘッダーの 16ビットフィールドです。VCI値はローカルにだ
け意味があるため、単一リンク上でだけ一意であり、ATMネットワーク全体では一
意ではありません。

vpiおよび vci引数は両方を 0に設定できません。一方が 0の場合、もう一方は 0に
できません。

vci

コマンドデフォルト なし

コマンドモード
バンドルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.0(3)T

このコマンドが Cisco 10000シリーズルータに実装されました。12.0(26)S

このコマンドが ESR-PRE2に実装されました。12.2(16)BX
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変更箇所リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(31)SBに統合されました。12.2(31)SB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン 各バンドルには、異なるサービス品質（QoS）属性を持つ複数の VCを追加できます。このコ
マンドは、VCをバンドルに関連付け、そのバンドルのメンバーにします。VCをバンドルに
追加するには、バンドルが必要です。bundleコマンドを使用してバンドルを作成します。バン
ドルに追加済みのVCを設定する場合もこのコマンドを使用できます。同様にコマンドを入力
して、VCバンドルメンバーの名前を指定します。

pvc-bundle コマンドで bundle-VCコンフィギュレーションモードにして、VCに VC固有およ
び VCクラスの属性を指定できます。

例 次の例では、bundle1という名前の既存のバンドルを指定して、バンドルコンフィギュ
レーションモードにします。その後に 2つの VCをバンドルに追加します。追加する
VCそれぞれで、bundle-VCモードにして、VCクラスをVCに割り当て、設定します。

bundle bundle1
pvc-bundle bundle1-control 207
class control-class
pvc-bundle bundle1-premium 206
class premium-class

次の例は、bundle1-controlという名前の PVC（bundle1という名前のバンドルの既存の
メンバー）を設定し、クラスベース均等化キューイング（CBWFQ）を使用します。こ
の設定例では、policy1という名前のポリシーマップをPVCに割り当てます。ポリシー
マップを割り当てると、policy1を含むクラスによって、PVC bundle1-controlのサービ
スポリシーが決定されます。

bundle bundle1
pvc-bundle bundle1-control 207
class control-class
service-policy output policy1

関連コマンド DescriptionCommand

VPIごとにサポートする VCIの最大数を設定します。atmvc-per-vp

VCバンドルに割り当てることができるVCクラスのバンピングルールを設定し
ます。

bump

指定された VCクラスに含まれるバンドルレベルのコマンドで VCバンドルを
設定します。

class-bundle
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DescriptionCommand

VCクラスを ATM PVC、SVC、または VCバンドルメンバーに割り当てます。class-vc

バンドルのVCメンバーまたはVCバンドルに割り当て可能なVCクラスに優先
レベルを設定します。

precedence

VCバンドルメンバーへのアプリケーションの保護されたグループまたは保護
された VCステータスを持つ VCクラスを設定します。

protect

ATM PVCに名前を割り当て、ATM PVCのカプセル化タイプを指定し、
interface-ATM-VCコンフィギュレーションモードに入ります。

pvc

UBR QoSを設定し、ATM PVC、SVC、VCクラス、または VCバンドルメン
バーの出力ピークセルレートを指定します。

ubr

UBR QoSを設定し、ATM PVC、SVC、VCクラス、または VCバンドルメン
バーの出力ピークセルレートと出力最小保証セルレートを指定します。

ubr+

可変ビットレート非リアルタイム（VBR-NRT）QoSを設定し、ATM PVC、
SVC、VCクラス、または VCバンドルメンバーの出力ピークセルレート、出
力平均セルレート、および、出力最大バーストセルサイズを指定します。

vbr-nrt
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